
  

ごあいさつ 

 

このたび、第３次総合計画及び５大構想に基づく 

「健康長寿のまち」の実現のため、平成30年度から 

34年度の５年間にわたる「静岡市健康長寿のまちづ 

くり計画」を策定いたしました。 

  

本市は、豊かな自然環境、多様で魅力的な食材、 

盛んな地域活動など、生活環境としても、市民の意 

識としても、さらに健康になるポテンシャルが高い 

地域です。また、多職種による在宅医療・介護連携 

に加え、支える側としても活躍できる高齢者等が多く、地域包括ケアシステム

を構築しやすい環境にあるといえます。 

 

 一方、本市では、他の多くの自治体と同様、人口減少とともに高齢者人口が

増加して高齢化が進んでおり、高齢化率は政令指定都市の中で第２位です。医

療・介護に係る需要や費用の増大など超高齢社会への対応が喫緊の課題であ

り、団塊の世代が75歳となる2025年を見据え、各年齢層に必要な健康づく

りや介護予防、総合的な支援体制整備等の対応を、計画的に行うことが急務と

なっています。 

 

これらの特性や課題を踏まえ、市民一人ひとりが健康について意識して、適

切な食事や運動、社会参加に取り組むことで「健康長寿世界一の都市」を実現

するとともに、本人や家族の希望に応じて、住み慣れた場所、特に自宅で自分

らしい暮らしを人生の最期まで続けていくための「『自宅でずっと』プロジェ

クト」による静岡型地域包括ケアシステムを構築する「静岡市健康長寿のまち

づくり計画」を策定いたしました。 

 

 この計画の実施により、元気な高齢者をさらに増やすとともに、必要な方には

専門的な支援が受けられるようにして「健康長寿のまち」を実現させ、今後他の

都市で深刻化する高齢化や人口減少に対応する健康長寿のまちづくりのモデル

として、全国・世界へ発信してまいります。 

 

また、本計画の推進にあたりましては、本市が目指す「世界に輝く静岡」の実

現に向けて、世界共通の目標であるSDGｓ（持続可能な開発目標）と同じ理念

を共有してまいります。 

 

 結びに、この計画の策定にあたり、専門的な知見やご経験から活発にご審議く

ださいました静岡市健康福祉審議会、同高齢者保健福祉専門分科会及び介護保

険専門分科会の委員の皆様、タウンミーティングやパブリックコメント等で貴

重なご意見をお寄せくださいました市民の皆様に心より御礼申し上げます。 

 

平成30年３月  静岡市長 田辺 信宏 

 

に加え、支える側としても活躍できる高齢者等が多く、地域包括ケアシステムを構築しやすい環境にあるといえます。 

ごあいさつ
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（３）地域密着型サービスの見込み量算定の考え方
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（４）居宅サービス等の見込み量算定の考え方
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（５）介護サービス量の見込み
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（１）地域支援事業の考え方
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（１）サービスの「量」と「質」の確保のための方策   

利用者がサービスを自由に選択できるように、利用者の立場に立ったサービスの「量」

と「質」の確保に努めます。そのため、サービスの「量」の確保を図るため、介護人材

確保対策の実施や、見込量の確保が図られるよう基盤整備を実施するとともに、サービ

スの「質」の確保を図るため、介護給付の適正化事業などを実施します。 

 

① サービスの「量」の確保のための方策 

ア 人材の確保と資質の向上 

将来にわたって質の高い介護サービスを提供できる人材を育成するとともに、

介護人材の確保に向けた本市主催の事業を実施していきます。また、若い世代を

中心に、介護の仕事に興味を持ってもらうための仕組みづくりや、新規就労の促

進など、将来を見据えた人材確保策を検討・実施します。 

 

〈介護人材の確保対策〉 

No. 事業名 事業内容 活動指標 

H30～H32

年度（３年間）

の計画 

H30～H34 

年度（５年間）

の計画 

  

介護職員初

任者研修受

講就労助成

金事業 

介護職員初任者研修を受講後、市内

の介護事業所に3か月以上勤務して

いる等の条件を満たす方に、受講費

用の１／２（限度額有）を交付しま

す。 

制度 

利用者数 
  7人  95人 

２ 

介護従事者

のためのス

キルアップ

研修事業 

介護事業所に勤務しスキルアップ

を目指す方に、基礎的な介護スキル

を身につけ、介護職への定着を促す

ための研修を開催します。 

受講者の 

従事継続率 

９５％ 

以上 

９５％ 

以上 

３ 

有資格者の

ための 

スキルアッ

プ研修事業 

介護資格を所持しているが、現在介

護事業所で勤務していない方のケ

アのスキルアップ、最新の介護保険

制度の説明等により就労への不安

を取り除き、市内介護事業所への就

職を促します。 

受講後の 

就職者数 
６０人 １００人 

４ 

認知症介護

実践者等研

修事業 

認知症高齢者に対して適切な知識

と技術により介護サービスが提供

されるよう、事業者の知識・技術の

向上を図るため、従事者の知識、経

験、職種等に応じた研修を開催し、

介護技術の向上、専門的な人材の養

成など、認知症高齢者に対する介護

サービスの充実を図ります。 

指導者養成

研修 

受講者数 

３人 ５人 

５ 
市民向け 

介護講座 

市民の方に基礎的な介護スキルを

学んでもらい、自宅でのケアの不安

を取り除くとともに、将来的な介護

職への就労を目指します。 

参加人数 １８０人 ３００人 

（１）サービスの「量」と「質」の確保のための方策
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６ 

【新規】 

民間教育力

活用事業 

との連携 

学校教育課の事業である民間教育

力活用事業※において、介護保険事

業者連絡会を講師リストに登録し、

積極的な活用を推進することによ

り、静岡市立小・中学校の児童・生

徒に対して、介護の魅力や地域福祉

などを発信し、発展的な学習の充実

を図ります。 

※ 幅広い経験や優れた知識・技能を持つ民

間人を講師として活用する事業 

事業の実施 実施 実施

７ 

【新規】 

介護従事者

のための勤

務環境改善

支援事業 

職員へのアンケートを実施し、職場

の環境を客観的なデータとして、解

決すべき職場の課題設定、解決策立

案、課題解決ワークショップ実施な

ど、そこから解決の方向性を考えら

れるよう支援する事業を計画して

います。 

事業の 

検討・実施
検討・実施 実施

【新規】 

要介護度改

善評価事業 

効果的なサービス提供の取組によ

って要介護度が改善した事例を介

護サービス事業者から募集し、事業

者による投票を経て、優秀な事例に

ついて表彰する事業を計画してい

ます。 

事業の 

検討・実施
検討・実施 実施

 

【参考】介護人材確保に関する国・静岡県の対応方針 

国 人材の有効活用・機能分化、ロボット技術等を用いた負担軽減、各種基準の緩和等

を通じた効率化を推進。                  出典：厚生労働省資料

静 

岡 

県 

基本整備・介護人材のすそ野の拡大・参入促進のための研修支援・地域のマッチン

グ機能強化・キャリアアップ研修の支援・潜在有資格者の再就業促進・地域包括ケ

ア構築のための広域人材育成・勤務環境改善支援       出典：静岡県資料 

 

イ 公募又は協議・審査による事業者の指定 

      必要とするサービスの量を計画に定め、地域のニーズに応じたバランスの取れ

たサービスの提供体制を確保する観点から、本計画期間においてもサービス種別

に応じて公募（介護老人保健施設・グループホーム）又は協議・審査（その他の

サービス）による事業者の指定を進めます。 

      また、本計画で見込んだサービス量を適切に確保するため、介護サービス事業

者に向けてニーズ情報を発信したり、複数のサービスを組み合わせた公募を行う

など、事業者がより参入しやすいものとなるよう取り組んでいきます。 

      なお、計画策定時における公募の見込と異なり、既存の指定事業者などが、サ

ービス見込量を充足できないときは、追加で募集を行う場合があります。 
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② サービスの「質」の確保のための方策 

ア 介護給付の適正化（ 4期静岡市介護給付適正化計画抜粋） 

     介護保険サービスの給付適正実施のために、介護給付を必要とする被保険者（市

民）を適切に認定し、真に必要とする過不足のないサービスを事業者が適切に提供

するよう促す取組として「介護給付の適正化」を推進します。 

この取組は、保険者（市）が自ら主体的・積極的に取り組むべきものであり、保

険者（市）が被保険者（市民）に対して責任を果たすという観点から、保険者機能

を高め計画的に実施します。また、要介護認定申請から結果通知までの期間短縮に

ついて改善を図ります。 

 

〈介護給付の適正化の取組〉 

No. 事業名 事業内容 活動指標 

H30～H32

年度（３年間）

の計画 

H30～H34 

年度（５年間）

の計画 

  
要介護認定

の適正化 

【認定調査の結果についての 

保険者による点検等】 

・職員による点検を全件実施しま

す。 

・点検の結果、修正が多い事項等を

認定調査員研修で活用します。 

・専任者による点検など、点検事務

の方法を検討して見直しを行い

ます。 

認定調査結

果の点検 

全件 

点検 

全件 

点検 

点検結果の

分析及び認

定調査員研

修等で周知 

９回 １５回 

認定調査結

果の点検事

務の委託 

検討・準備 

・実施 

検討・準備 

・実施 

【要介護認定の適正化に向けた取

組】 

・介護認定審査会委員研修及び認定

調査員研修を開催します。 

・全国の保険者との格差分析を行

い、その結果を介護認定審査会委

員及び認定調査員に周知します。 

・ＩＣＴの推進など、認定調査の効

率的な実施方法を検討して見直

しを行います。 

各研修の開

催 
９回 １５回 

「業務分析

データ」結果

の比較分析 

実施 実施 

認定調査の

ＩＣＴの推

進 

実施 実施 

２ 
ケアプラン

の点検 

・対象となる居宅介護支援事業所を

選定してケアプランの提出を求

め、事前に内容を確認し、事業所

への訪問などにより介護支援専

門員への助言、支援を行います。 

・より効果的な助言、支援が行える

よう、市内の介護支援専門員に点

検への協力を依頼することを検

討します。 

ケアプラン

点検の実施 

（対面での

助言・支援） 

１５件 ２５件 

介護支援専

門員と協力

した点検 

3件 9件 
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３ 
住宅改修等

の点検 

【住宅改修の点検】 

・書面による点検を全件実施しま

す。 

・疑義がある案件について、施工前

または施工後の現地確認を実施

します。 

・点検にあたって庁内のリハビリテ

ーション専門職または建築専門

職の支援を受けられる体制の構

築を検討します。 

書面点検 
全件 

実施 

全件

実施

現地確認 ９件 １５件

リハビリテ

ーション専

門職等の支

援を受けた

点検 

３件 ９件

【福祉用具購入・貸与の調査】 

・購入は、書面による点検を全件実

施します。 

・疑義がある案件について、事業所

や介護支援専門員への問合せま

たは訪問による利用状況の実態

調査を実施します。 

・点検にあたって庁内のリハビリテ

ーション専門職の支援を受けら

れる体制の構築を検討します。 

書面点検（購

入） 

全件 

実施 

全件

実施

事業所等へ

の問合せ又

は訪問によ

る実態調査 

２１件 ４５件

リハビリテ

ーション専

門職の支援

を受け点検 

３件 ９件

４ 

縦覧点検・医

療情報との

突合 

【縦覧点検】 

・国保連※への委託により点検を実

施します。 

・委託対象外のものについては、職

員による点検を実施します。 

※静岡県国民健康保険団体連合会 

国保連への

委託 
実施 実施

市職員によ

る点検 
実施 実施

【医療情報との突合】 

・国保連への委託により点検を実施

します。 

国保連への

委託 
実施 実施

５ 
介護給付費

通知 

・介護予防・生活支援サービスの利

用者を含む全ての利用者に対し

て、介護給付費通知を送付しま

す。 

・介護給付費通知の趣旨や通知の見

方など制度の周知を図ります。 

介護給付費

通知の実施 
６回 １０回

６ 

給付実績の

活用 

 

・国保連の介護給付適正化システム

による分析データを点検し、請求

内容が適正であるか確認します。

・国保連が開催する研修会への参加

や、同会が作成したマニュアルを

活用して、点検を実施できる職員

の数を増やします。 

介護給付適

正化システ

ムによる分

析データの

点検 

１２種類 

以上 

２０種類

以上

７ 

【新規】 

要介護認定

の申請から

結果通知ま

での期間の

短縮 

 

・認定調査員の人員体制の見直し等

を検討し、認定申請から認定調査

実施まで日数の短縮を図ります。

・認定調査員に対する内部研修や連

絡会を毎月開催し、調査票の点

検、修正に要する時間の短縮を図

ります。 

・認定結果通知までの平均処理期間

や未処理件数を毎月集計し、未処

理件数の増加等を速やかに把

握・分析して早期の対策につなげ

ます。 

要介護認定

の申請から

結果通知ま

での平均処

理期間の短

縮 

３８日 ３6 日
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イ 介護サービス事業者の指導監督 

No. 事業名 事業内容 活動指標 

H30～H32

年度（３年間）

の計画 

H30～H34 

年度（５年間）

の計画 

  

介護サービ

ス事業者の

指導監督 

介護サービス提供が、真に要介護者

の自立支援に寄与しているか、目的

を達成しているか、事業者による不

正、不適切なサービス提供がないか

など、介護サービスの質の確保、向

上及び保険給付の適正化を図る観

点から、介護サービス事業者に対す

る指導や監査を実施します。 

事業の実施 実施 実施 

 

ウ 介護相談員派遣等事業 

No. 事業名 事業内容 活動指標 

H30～H32

年度（３年間）

の計画 

H30～H34 

年度（５年間）

の計画 

  
介護相談員

派遣等事業 

施設・居住系サービスの提供事業所

（施設）に 三者である介護相談員

を派遣し、利用者のサービスに関す

る不安・不満等を解消し、苦情の未

然防止、利用者の求めに応じた提案

などを行い、利用者の立場に立った

サービスの質の向上を図ります。 

事業実施に

対する事業

所のアンケ

ート結果（効

果があると

の回答割合） 

７０％ 

以上 

７０％ 

以上 

 

③ 介護サービスの円滑な利用 

    高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、利用者のサービス選択に役に

立つ情報の提供や、介護保険制度の周知・啓発などを実施します。 

〈介護サービスの円滑な利用の取組〉 

No. 事業名 事業内容 活動指標 

H30～H32

年度（３年間）

の計画 

H30～H34 

年度（５年間）

の計画 

  

介護保険制

度等の情報

発信 

市民に介護保険制度を伝えるため、

パンフレットやホームページ、市政

出前講座などを実施します。また、

介護サービス事業者に対しては、事

業者団体との連携やメール配信シ

ステムの活用などにより、迅速・的

確な情報提供を図ります。 

事業の実施 実施 実施 

【新規】 

職域への 

ＰＲ事業 

働く世代や高齢者になっても働く

人へ、介護保険制度やサービスの利

用方法などを周知します。 

事業の実施 実施 実施 
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２ 

【新規】 

介護サービ

ス情報の公

表 

介護サービス利用者が客観的な情

報をもとに、介護サービス事業所を

主体的に選択できるようにするこ

とを目的としています。平成30年

４月から制度運用に関する事務が

静岡県から本市に移譲されたこと

から、より地域に密着した情報提供

の充実に努めます。 

事業の実施 実施 実施

介護サービ

ス評価事業 

市が事業者団体と協力して作成し

た評価基準により、施設や事業所の

従事者が自らのサービスを評価し、

利用者評価や他の事業所との比較

をもとにサービスの質の向上に取

り組むものです。 

今後は、介護サービス情報の公表の

取組と合わせて事業内容も併せて

再構築します。 

事業の実施 実施 実施
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第 4 介護保険料

　  介護保険料基準額の算出方法1
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　  第１号被保険者の介護保険料基準額2
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　  介護保険料段階の設定3
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　  平成37（2025）年における介護保険料等の推計4

H29(実績) H32(推計) H37(推計)

総人口  （人） 706,839 683,701 657,103

高齢者人口 （人） 207,014 210,440 209,320

65歳～74歳 （人） 103,107 98,325 82,162

75歳以上 （人） 103,907 112,115 127,158

高齢化率 （％） 29.3 30.8 31.9

H29(実績) H32(推計) H37(推計)

第1号被保険者数 （人） 207,014 210,440 209,320

第2号被保険者数 （人） 236,783 234,149 221,764

H29(実績) H32(推計) H37(推計)

要介護・要支援者数 （人） 36,838 39,300 43,696

H29(実績) H32(推計) H37(推計)

居宅サービス利用者数 （人） 24,740 25,984 27,383

地域密着型サービス利用者数 （人） 5,853 7,087 8,179

施設サービス利用者数 （人） 5,933 6,010 7,268

主なサービス 

　訪問介護利用者数 （人） 5,325 5,520 4,927

　通所介護利用者数 （人） 7,368 8,053 8,091

　福祉用具貸与利用者数 （人） 10,195 10,928 12,639

H28(実績) H32(推計) H37(推計)

保険給付費 （億円） 588.2 639.4 729.9

地域支援事業費 （億円） 10.8 33.5 40.2

H27～29 H30～32 H36～38

（第6期） （第7期） （第9期推計）

保険料基準額 

（月額） （円） 5,267 5,492 7,478
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第4章
計画策定及び推進体制
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第 1 計画策定体制

第4章　計画策定及び推進体制

（１）庁内体制

（２）静岡市健康福祉審議会

（３）市民参画
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第 2 計画推進体制
（１）庁内における体制

（２）静岡市健康福祉審議会への報告

（３）関連するシステム等の活用

（４）計画等に係る情報発信
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（５）計画の進捗状況の確認・見直し
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第5章

今後の検討事項
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第5章　今後の検討事項

　  「地域共生社会」の実現1

107

第
5

章



　  世界共通目標を踏まえた対応2
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〈 資 料 編 〉　
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3
2

年
度

計
（
3
年

間
）

H
3
0
～

 H
3
4

年
度

計
（
5
年

間
）

1
フ

レ
イ

ル
予

防
事

業
高

齢
者

に
楽

し
く
健

康
（
虚

弱
度

）
チ

ェ
ッ

ク
を

し
て

も
ら

う
こ

と
に

よ
り

、
自

身
の

健
康

に
つ

い
て

の
「
気

づ
き

」
を

促
し

て
健

康
意

識
を

高
め

、
介

護
予

防
等

に
取

り
組

ん
で

も
ら

う
こ

と
で

健
康

寿
命

の
延

伸
を

図
り

ま
す

。
実

施
会

場
数

(回
数

）
参

加
者

数
2
5
会

場
3
7
5
人

5
0
会

場
7
5
0
人

1
0
0
会

場
1
,5

0
0
人

1
5
0
会

場
2
,2

5
0
人

1
7
5
会

場
2
,6

2
5
人

4
5
0
会

場
6
,7

5
0
人

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

2
民

生
委

員
に

よ
る

高
齢

者
実

態
調

査
の

実
施

市
内

に
住

む
6
5
歳

以
上

の
ひ

と
り

暮
ら

し
、

高
齢

者
の

み
世

帯
等

を
民

生
委

員
が

訪
問

し
、

状
態

を
聞

き
取

り
す

る
調

査
を

実
施

し
ま

す
。

調
査

結
果

は
、

市
の

福
祉

施
策

や
民

生
委

員
活

動
の

基
礎

デ
ー

タ
と

な
る

と
と

も
に

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

提
供

さ
れ

、
自

主
防

災
組

織
、

消
防

と
も

連
携

し
、

地
域

の
見

守
り

活
動

に
有

効
活

用
し

て
い

ま
す

。
実

態
調

査
実

施
件

数
9
8
,0

0
0
件

9
9
,0

0
0
件

1
0
0
,0

0
0
件

1
0
2
,0

0
0
件

2
9
7
,0

0
0
件

5
0
0
,0

0
0
件

高
齢

者
福

祉
課

3
こ

こ
ろ

の
健

康
に

関
す

る
普

及
啓

発
事

業
こ

こ
ろ

の
健

康
の

重
要

性
及

び
こ

こ
ろ

の
病

に
つ

い
て

の
正

し
い

理
解

を
促

し
、

こ
こ

ろ
の

健
康

に
つ

い
て

適
切

な
対

応
が

広
ま

る
こ

と
を

目
的

に
、

講
演

会
を

実
施

し
ま

す
。

講
演

会
開

催
回

数
参

加
者

数

１
回

3
0
0
人

１
回

3
0
0
人

１
回

3
0
0
人

１
回

3
0
0
人

３
回

9
0
0
人

５
回

1
,5

0
0
人

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

4
健

康
ま

つ
り

・
地

区
ま

つ
り

各
地

区
で

行
う

健
康

ま
つ

り
・
地

区
ま

つ
り

に
お

い
て

、
参

加
者

が
自

ら
の

健
康

に
つ

い
て

意
識

を
高

め
ら

れ
る

よ
う

、
健

康
相

談
や

健
康

チ
ェ

ッ
ク

、
乳

が
ん

自
己

検
診

等
を

行
い

ま
す

。
実

施
回

数
延

参
加

者
数

2
5
回

以
上

1
8
,0

0
0
人

2
5
回

以
上

1
8
,0

0
0
人

2
5
回

以
上

1
8
,0

0
0
人

2
5
回

以
上

1
8
,0

0
0
人

7
5
回

以
上

5
4
,0

0
0
人

1
2
5
回

以
上

9
0
,0

0
0
人

各
健

康
支

援
課

5
健

康
教

育
生

涯
い

き
い

き
と

健
康

で
暮

ら
せ

る
よ

う
生

活
習

慣
病

予
防

な
ど

健
康

に
関

す
る

各
種

講
座

等
を

開
催

し
ま

す
。

実
施

回
数

延
参

加
者

数
4
0
0
回

1
8
,0

0
0
人

4
0
0
回

1
8
,0

0
0
人

4
0
0
回

1
8
,0

0
0
人

4
0
0
回

1
,8

0
0
0
人

1
,2

0
0
回

5
4
,0

0
0
人

2
,0

0
0
回

9
0
,0

0
0
人

健
康

づ
く
り

推
進

課
各

健
康

支
援

課

6
健

康
相

談
生

活
習

慣
病

予
防

・
健

康
増

進
等

に
関

す
る

様
々

な
相

談
を

受
け

、
必

要
な

助
言

や
指

導
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

個
々

の
健

康
づ

く
り

の
支

援
を

し
ま

す
。

実
施

回
数

延
参

加
者

数
4
0
0
回

1
,3

0
0
人

4
0
0
回

1
,3

0
0
人

4
0
0
回

1
,3

0
0
人

4
0
0
回

1
,3

0
0
人

1
,2

0
0
回

3
,9

0
0
人

2
,0

0
0
回

6
,5

0
0
人

健
康

づ
く
り

推
進

課
各

健
康

支
援

課

7
訪

問
指

導
生

活
習

慣
病

予
防

や
転

倒
・
閉

じ
こ

も
り

予
防

の
た

め
に

保
健

師
や

栄
養

士
な

ど
の

専
門

職
が

個
別

に
訪

問
指

導
を

行
い

ま
す

。
延

指
導

人
数

2
,0

0
0
人

2
,0

0
0
人

2
,0

0
0
人

2
,0

0
0
人

6
,0

0
0
人

1
0
,0

0
0
人

健
康

づ
く
り

推
進

課
各

健
康

支
援

課

8
各

種
が

ん
検

診
・
そ

の
他

の
検

診
疾

病
の

早
期

発
見

・
早

期
治

療
に

よ
り

、
健

康
に

高
齢

期
を

迎
え

ら
れ

る
た

め
に

各
種

が
ん

検
診

、
骨

粗
し

ょ
う

症
検

診
、

歯
周

病
検

診
を

実
施

し
ま

す
。

が
ん

検
診

受
診

率
2
5
.6

%
2
6
.6

%
2
7
.6

%
2
9
.6

%
2
7
.6

%
2
9
.6

%
健

康
づ

く
り

推
進

課

9
が

ん
教

育
の

推
進

生
徒

が
「
が

ん
」
に

関
す

る
正

し
い

知
識

や
予

防
の

大
切

さ
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

、
主

体
的

に
 健

康
で

安
全

な
生

活
を

送
る

た
め

の
行

動
選

択
が

で
き

る
実

践
力

を
高

め
る

た
め

、
専

門
医

を
講

師
に

招
い

て
授

業
を

実
施

し
ま

す
。

専
門

医
派

遣
学

校
数

（
中

学
校

）
教

職
員

研
修

会
の

開
催

３
校

以
上

年
１

回
３

校
以

上
年

１
回

３
校

以
上

年
１

回
３

校
以

上
年

１
回

９
校

以
上

３
回

１
５

校
以

上
５

回
学

校
教

育
課

1
0

健
康

度
見

え
る

化
事

業
(静

岡
市

国
保

）
特

定
健

診
デ

ー
タ

等
の

分
析

に
よ

る
地

域
の

健
康

課
題

等
の

見
え

る
化

や
、

自
分

の
カ

ラ
ダ

が
何

歳
相

当
で

あ
る

か
を

数
値

化
し

た
「
健

康
年

齢
®

」
を

活
用

し
た

受
診

勧
奨

を
行

い
ま

す
。

「
健

康
年

齢
通

知
」
郵

送
数

4
2
,0

0
0
人

4
4
,0

0
0
人

4
6
,0

0
0
人

5
0
,0

0
0
人

1
3
2
,0

0
0
人

2
3
0
,0

0
0
人

保
険

年
金

管
理

課

1
1

静
岡

市
国

保
特

定
健

康
診

査
・
特

定
保

健
指

導
の

実
施

と
実

施
率

向
上

対
策

事
業

4
0
歳

か
ら

7
4
歳

ま
で

の
国

民
健

康
保

険
加

入
者

に
対

し
特

定
健

康
診

査
を

実
施

、
受

診
者

の
結

果
を

階
層

化
し

、
特

定
保

健
指

導
対

象
者

を
抽

出
。

該
当

者
に

特
定

保
健

指
導

を
実

施
。

実
施

率
向

上
の

た
め

、
制

度
周

知
・
未

利
用

者
勧

奨
事

業
、

関
係

機
関

と
の

調
整

等
を

実
施

し
ま

す
。

特
定

健
康

診
査

受
診

率
特

定
保

健
指

導
率

4
0
.0

％
3
3
.0

％
4
2
.0

％
3
6
.0

％
4
4
.0

％
3
9
.0

％
4
8
.0

％
4
5
.0

％
4
4
.0

％
3
9
.0

％
4
8
.0

％
4
5
.0

％
保

険
年

金
管

理
課

各
健

康
支

援
課

1
2

静
岡

市
国

保
特

定
健

診
及

び
健

康
診

査
腎

機
能

低
下

者
に

対
す

る
保

健
指

導

特
定

健
康

診
査

及
び

健
康

診
査

の
受

診
者

の
う

ち
、

腎
機

能
低

下
者

に
対

す
る

保
健

指
導

と
医

療
機

関
へ

受
診

勧
奨

を
行

い
、

生
活

習
慣

病
予

防
、

新
規

人
工

透
析

導
入

者
へ

の
抑

制
を

図
り

ま
す

。
保

健
指

導
実

施
率

9
0
％

以
上

保
健

指
導

者
数

9
0
％

1
5
0
人

9
0
％

1
5
0
人

9
0
％

1
5
0
人

9
0
％

1
5
0
人

9
0
％

4
5
0
人

9
0
％

7
5
0
人

保
険

年
金

管
理

課
各

健
康

支
援

課

1
3

静
岡

市
国

保
特

定
健

診
及

び
健

康
診

査
受

診
勧

奨
値

保
有

者
に

対
す

る
保

健
指

導
事

業

特
定

健
康

診
査

及
び

健
康

診
査

の
受

診
者

の
う

ち
、

受
診

勧
奨

値
保

有
者

に
対

す
る

保
健

指
導

と
医

療
機

関
へ

受
診

勧
奨

を
行

い
、

生
活

習
慣

病
予

防
を

図
り

ま
す

。
保

健
指

導
実

施
率

9
0
％

以
上

保
健

指
導

者
数

9
0
％

4
0
0
人

9
0
％

4
0
0
人

9
0
％

4
0
0
人

9
0
％

4
0
0
人

9
0
％

1
,2

0
0
人

9
0
％

2
,0

0
0
人

保
険

年
金

管
理

課
各

健
康

支
援

課

静
岡

市
健

康
長

寿
の

ま
ち

づ
く
り

計
画

掲
載

事
業

一
覧

(4
) 

所
管

課
(1

) 
事

業
名

(2
) 
事

業
内

容

(3
) 
計

画

N
o
.

1

110

資
料
編



1
4
静
岡
市
国
保
重
複
頻
回
受
診
者
訪

問
指
導
事
業

重
複
多
受
診
者
の
保
健
指
導
を
行
い
健
康
の
保
持
増
進
を
図
り
ま
す
。

訪
問
指
導
者
数

5
0
人

5
0
人

5
0
人

5
0
人

1
5
0
人

2
5
0
人
保
険
年
金
管
理
課

1
5
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
事
業

(静
岡
市
国
保
）

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
エ
ー
ワ
ン
シ
ー
（
H
b
A
1
c
）
6
.5
%
以
上
で
未
受
診
者
・
治
療
中
断
者
や
糖
尿
病
治
療
中
で
も
ハ
イ
リ
ス
ク
者
の
基
準
に

該
当
す
る
人
を
受
診
勧
奨
及
び
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

保
健
指
導
実
施
率
9
0
％
以
上

保
健
指
導
者
数

9
0
％

１
,0
0
0
人

9
0
％

１
,0
0
0
人

9
0
％

１
,0
0
0
人

9
0
％

１
,0
0
0
人

9
0
％

3
,0
0
0
人

9
0
％

5
,0
0
0
人
保
険
年
金
管
理
課

各
健
康
支
援
課

1
6
公
共
施
設
の
禁
煙
分
煙
等
調
査

受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
検
討
す
る
た
め
、
庁
舎
や
出
先
機
関
等
の
事
務
所
を
対
象
に
禁
煙
・
分
煙
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

禁
煙
・
分
煙
実
施
施
設
割
合

9
5
.6
%

9
7
.1
%

9
8
.5
%

1
0
0
%

9
8
.5
%

1
0
0
%
健
康
づ
く
り
推
進
課

1
7
禁
煙
相
談

禁
煙
を
希
望
す
る
者
や
そ
の
家
族
の
相
談
に
専
門
医
師
が
応
じ
、
タ
バ
コ
の
健
康
被
害
や
禁
煙
の
取
り
組
み
方
を
伝
え
、
相
談
者

の
生
活
習
慣
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

相
談
者
数

前
年
度
よ
り

増
加
前
年
度
よ
り

増
加
前
年
度
よ
り

増
加
前
年
度
よ
り

増
加
H
3
1
実
績
よ

り
増
加
H
3
3
実
績
よ

り
増
加
健
康
づ
く
り
推
進
課

1
8
世
界
禁
煙
デ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

5
月
3
1
日
の
世
界
禁
煙
デ
ー
に
、
タ
バ
コ
に
関
す
る
知
識
や
受
動
喫
煙
防
止
に
つ
い
て
、
普
及
啓
発
を
実
施
し
ま
す
。

啓
発
品
・
チ
ラ
シ
配
布
数

2
,0
0
0
部

2
,0
0
0
部

2
,0
0
0
部

2
,0
0
0
部

6
,0
0
0
部

1
0
,0
0
0
部
健
康
づ
く
り
推
進
課

1
9
静
岡
地
域
・
職
域
連
携
タ
バ
コ
対
策

促
進
事
業

ス
モ
ー
カ
ー
ラ
イ
ザ
ー
、
掲
示
物
等
タ
バ
コ
対
策
関
連
物
品
や
教
材
を
地
域
団
体
や
企
業
等
に
無
償
で
貸
し
付
け
ま
す
。
ま
た
、
従

業
員
向
け
講
習
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

実
施
回
数
・

啓
発
チ
ラ
シ
配
布
数

1
回
以
上

4
0
0
部
以
上

1
回
以
上

4
0
0
部
以
上

1
回
以
上

4
0
0
部
以
上

1
回
以
上

4
0
0
部
以
上

3
回
以
上

1
,2
0
0
部
以 上

5
回
以
上

2
,0
0
0
部
以 上
健
康
づ
く
り
推
進
課

2
0
食
育
普
及
啓
発
事
業

静
岡
市
食
育
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
「
食
育
月
間
」
「
食
育
の
日
」
「
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
等
の
普
及
活
動
を
通
じ
て
、
静
岡
市
ら
し

い
食
育
を
推
進
し
ま
す
。

普
及
啓
発
事
業
参
加
者
数

1
,8
0
0
人

1
,8
5
0
人

1
,9
0
0
人

2
,0
0
0
人

5
,5
5
0
人

9
,5
0
0
人
健
康
づ
く
り
推
進
課

各
健
康
支
援
課

2
1
結
核
住
民
検
診
事
業

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
住
民
を
対
象
と
し
た
定
期
結
核
健
康
診
断
の
実

施
を
図
り
ま
す
。

受
診
者
数

5
1
,0
0
0
人

5
1
,0
0
0
人

5
1
,0
0
0
人

5
1
,0
0
0
人

1
5
3
,0
0
0
人

2
5
5
,0
0
0
人
保
健
所
保
健
予
防
課

2
2
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
事
業

肝
炎
患
者
を
早
期
発
見
し
、
治
療
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

陽
性
者
の
受
診
勧
奨
率

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%
保
健
所
保
健
予
防
課

2
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（
２

）
 知

[社
会

参
加

]

活
動

指
標

H
3
0
年

度
（
1
年

目
）

H
3
1
年

度
（
2
年

目
)

H
3
2
年

度
（
3
年

目
）

H
3
4
年

度
（
5
年

目
）

H
3
0
～

 H
3
2

年
度

計
（
3
年

間
）

H
3
0
～

 H
3
4

年
度

計
（
5
年

間
）

1
元

気
い

き
い

き
！

シ
ニ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

事
業

市
内

６
５

歳
以

上
の

シ
ニ

ア
世

代
が

Ｓ
型

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

等
で

地
域

貢
献

活
動

を
お

こ
な

う
と

、
静

岡
市

の
地

場
産

品
と

交
換

で
き

る
ポ

イ
ン

ト
を

付
与

し
ま

す
。

平
成

3
0
年

度
か

ら
、

「
高

齢
者

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

」
に

加
え

、
「
障

が
い

者
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
」
及

び
「
病

院
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
」
を

含
め

て
、

シ
ニ

ア
世

代
に

と
っ

て
よ

り
身

近
な

活
動

ま
で

対
象

を
拡

充
し

ま
す

。

サ
ポ

ー
タ

ー
登

録
者

受
入

施
設

7
,8

5
0
人

9
7
9
箇

所
8
,4

5
0
人

9
7
9
箇

所
9
,0

5
0
人

9
7
9
箇

所
1
0
,2

5
0
人

9
7
9
箇

所
9
,0

5
0
人

9
7
9
箇

所
1
0
,2

5
0
人

9
7
9
箇

所
介

護
保

険
課

2
人

材
養

成
塾

（
地

域
リ

ー
ダ

ー
養

成
コ

ー
ス

）
地

域
課

題
に

主
体

的
に

取
り

組
む

シ
チ

ズ
ン

シ
ッ

プ
に

富
ん

だ
人

材
を

養
成

し
ま

す
。

シ
チ

ズ
ン

シ
ッ

プ
が

身
に

つ
い

た
人

の
割

合
9
5
％

以
上

9
5
％

以
上

9
5
％

以
上

9
5
％

以
上

9
5
％

以
上

9
5
％

以
上

生
涯

学
習

推
進

課

3
市

民
大

学
リ

レ
ー

講
座

統
一

テ
ー

マ
に

つ
い

て
市

内
５

大
学

（
静

岡
大

学
、

静
岡

県
立

大
学

、
東

海
大

学
、

静
岡

英
和

学
院

大
学

、
常

葉
大

学
）
が

１
コ

マ
ず

つ
リ

レ
ー

形
式

で
講

義
を

行
う

こ
と

で
、

そ
れ

ぞ
れ

の
大

学
の

特
色

あ
る

知
的

資
源

を
市

民
に

提
供

し
ま

す
。

受
講

生
満

足
度

8
5
％

以
上

8
5
％

以
上

8
5
％

以
上

8
5
％

以
上

8
5
％

以
上

8
5
％

以
上

生
涯

学
習

推
進

課

4
地

域
支

え
合

い
人

材
養

成
講

座
高

齢
者

の
社

会
参

加
促

進
の

た
め

の
基

礎
講

座
を

地
域

で
開

催
す

る
こ

と
に

よ
り

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

参
加

す
る

き
っ

か
け

を
提

供
し

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

、
地

域
に

眠
っ

て
い

る
資

源
（
団

塊
世

代
等

の
人

材
）
を

掘
り

起
こ

し
、

地
域

人
材

を
活

用
し

た
介

護
予

防
・
生

活
支

援
事

業
等

に
結

び
つ

け
、

地
域

力
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

実
施

回
数

・
入

門
編

・
リ

ー
ダ

ー
養

成
参

加
者

数
・
入

門
編

・
リ

ー
ダ

ー
養

成

９
回

１
回

1
5
0
人

1
5
人

９
回

１
回

1
5
0
人

1
5
人

９
回

１
回

1
5
0
人

1
5
人

９
回

１
回

1
5
0
人

1
5
人

2
7
回

３
回

4
5
0
人

4
5
人

4
5
回

５
回

7
5
0
人

7
5
人

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

5
子

育
て

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
マ

タ
ニ

テ
ィ

～
乳

幼
児

期
の

子
育

て
支

援
に

関
心

の
あ

る
方

に
広

く
参

加
を

呼
び

か
け

、
子

ど
も

の
成

長
発

達
の

ポ
イ

ン
ト

や
産

前
産

後
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
等

の
講

座
を

受
講

し
、

地
域

の
子

育
て

支
援

の
担

い
手

を
育

成
し

ま
す

。
実

施
回

数
1
0
回

1
0
回

1
0
回

1
0
回

3
0
回

5
0
回

子
ど

も
未

来
課

6
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
の

運
営

支
援

6
0
歳

以
上

の
高

齢
者

に
対

し
て

、
臨

時
的

、
短

期
的

な
就

業
の

提
供

を
行

う
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
の

運
営

を
補

助
し

ま
す

。
会

員
数

就
業

実
人

数
2
,8

0
0
人

2
,1

5
6
人

2
,8

0
0
人

2
,1

5
6
人

2
,8

0
0
人

2
,1

5
6
人

2
,8

0
0
人

2
,1

5
6
人

2
,8

0
0
人

2
,1

5
6
人

2
,8

0
0
人

2
,1

5
6
人

高
齢

者
福

祉
課

7

私
立

こ
ど

も
園

・
保

育
所

等
給

付
（
6
0

歳
以

上
の

方
を

雇
用

し
た

場
合

の
入

所
児

童
処

遇
特

別
加

算
）

満
6
0
歳

以
上

の
方

を
非

常
勤

職
員

と
し

て
雇

用
（
年

間
総

雇
用

時
間

が
4
0
0
時

間
以

上
）
し

、
児

童
の

処
遇

の
向

上
を

図
る

場
合

で
あ

っ
て

、
延

長
保

育
事

業
等

の
特

別
保

育
事

業
を

実
施

し
て

い
る

園
に

対
し

て
給

付
費

上
の

加
算

を
適

用
し

ま
す

。
対

象
園

に
対

す
る

加
算

の
適

用
実

施
実

施
実

施
実

施
実

施
実

施
幼

保
支

援
課

8
生

涯
活

躍
の

ま
ち

静
岡

(C
C

R
C

)推
進

事
業

移
住

高
齢

者
、

地
区

に
も

と
も

と
住

む
高

齢
者

、
と

も
に

社
会

参
加

、
多

世
代

交
流

等
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
健

康
で

ア
ク

テ
ィ

ブ
な

暮
ら

し
の

実
現

を
目

指
し

、
健

康
長

寿
の

延
伸

に
も

寄
与

す
る

取
組

を
行

い
ま

す
。

地
域

交
流

拠
点

連
携

事
業

数
2
0
件

3
0
件

3
0
件

3
0
件

8
0
件

1
4
0
件

福
祉

総
務

課

9
し

ず
お

か
ハ

ッ
ピ

ー
シ

ニ
ア

ラ
イ

フ
事

業
シ

ニ
ア

世
代

が
い

つ
ま

で
も

健
康

で
生

き
生

き
と

暮
ら

し
て

い
く
た

め
に

、
地

域
活

動
や

グ
ル

ー
プ

活
動

、
趣

味
や

就
労

等
の

高
齢

者
の

社
会

参
加

を
促

進
す

る
意

識
啓

発
と

情
報

発
信

を
行

い
ま

す
。

事
業

参
加

人
数

3
3
0
人

3
6
0
人

3
9
0
人

4
5
0
人

1
,0

8
0
人

1
,9

5
0
人

高
齢

者
福

祉
課

1
0

【
新

規
】

高
齢

者
の

就
労

促
進

事
業

「
人

生
1
0
0
年

時
代

」
に

向
け

、
就

労
を

希
望

す
る

高
齢

者
が

生
涯

現
役

で
企

業
や

地
域

で
働

き
活

躍
す

る
こ

と
が

で
き

る
環

境
を

整
備

し
ま

す
。

就
労

モ
デ

ル
の

設
定

・
実

施
就

労
モ

デ
ル

の
設

定
実

施
実

施
実

施
就

労
モ

デ
ル

の
設

定
・

実
施

実
施

高
齢

者
福

祉
課

1
1

シ
ニ

ア
ク

ラ
ブ

運
営

支
援

高
齢

者
の

生
き

が
い

と
健

康
づ

く
り

、
活

発
な

社
会

参
加

へ
の

機
会

と
し

て
、

地
域

の
高

齢
者

に
よ

っ
て

組
織

さ
れ

て
い

る
単

位
老

人
ク

ラ
ブ

の
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

ま
た

、
静

岡
市

の
単

位
老

人
ク

ラ
ブ

を
と

り
ま

と
め

て
い

る
静

岡
市

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

の
事

業
、

運
営

を
支

援
し

ま
す

。
会

員
数

1
6
,3

0
0
人

1
5
,4

0
0
人

1
5
,4

0
0
人

1
5
,4

0
0
人

1
5
,4

0
0
人

1
5
,4

0
0
人

高
齢

者
福

祉
課

(4
) 

所
管

課
N
o
.

(1
) 
事

業
名

(2
) 
事

業
内

容

(3
) 
計

画
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1
2
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
選
手
派
遣

毎
年
開
催
さ
れ
る
全
国
健
康
福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）
に
本
市
の
代
表
選
手
団
を
派
遣
し
、
全
国
の
選
手
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ

り
、
元
気
と
生
き
が
い
を
持
ち
、
生
き
生
き
と
過
ご
す
長
寿
社
会
を
目
指
す
活
力
と
し
て
い
き
ま
す
。

代
表
選
手
団
派
遣
人
数

1
4
0
人

1
4
0
人

1
4
0
人

1
4
0
人

4
2
0
人

7
0
0
人
高
齢
者
福
祉
課

1
3
敬
老
事
業

老
人
福
祉
増
進
の
責
務
と
し
て
、
敬
老
会
を
開
催
す
る
自
治
会
・
町
内
会
等
に
対
し
て
補
助
す
る
と
と
も
に
、
節
目
の
年
齢
の
高
齢

者
に
対
し
、
祝
金
・
祝
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

補
助
金
対
象
者
数

7
1
,4
9
0
人

7
4
,0
0
0
人

7
8
,0
0
0
人

8
5
,0
0
0
人

2
2
3
,4
9
0
人
3
9
0
,4
9
0
人
高
齢
者
福
祉
課

各
高
齢
介
護
課

1
4
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営

地
域
の
高
齢
者
に
健
康
の
増
進
、
教
養
の
向
上
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
場
を
提
供
し
、
各
種
相
談
に
応
じ
る
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
運
営
し
ま
す
。
（
８
館
：
鯨
ケ
池
、
用
宗
、
長
尾
川
、
小
鹿
、
清
水
中
央
、
清
水
船
越
、
清
水
折
戸
、
蒲
原
）

延
利
用
者
数

4
1
1
,0
0
0
人
4
2
1
,0
0
0
人
4
3
1
,0
0
0
人
4
5
2
,0
0
0
人

1
,2
6
3
,0
0
0
人

2
,1
5
6
,0
0
0
人
高
齢
者
福
祉
課

1
5
老
人
憩
の
家
の
運
営

地
域
の
高
齢
者
に
教
養
の
向
上
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
場
を
提
供
し
、
心
身
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、
老
人
憩
の
家
を
運
営

し
ま
す
。
（
２
館
：
東
部
老
人
憩
の
家
、
清
開
き
ら
く
荘
）

延
利
用
者
数

3
7
,0
0
0
人

3
9
,0
0
0
人

4
0
,0
0
0
人

4
4
,0
0
0
人
1
1
6
,0
0
0
人
2
0
2
,0
0
0
人
高
齢
者
福
祉
課

1
6
世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営

高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
と
憩
い
、
世
代
間
の
交
流
を
図
る
た
め
の
場
で
あ
る
世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
ま
す
。
（
３
館
：
清
水
北

部
、
清
水
南
部
、
由
比
）

延
利
用
者
数

1
0
7
,0
0
0
人
1
1
4
,0
0
0
人
1
2
3
,0
0
0
人
1
4
1
,0
0
0
人
3
4
4
,0
0
0
人
6
1
7
,0
0
0
人
高
齢
者
福
祉
課

1
7
老
人
つ
ど
い
の
家
の
設
置
・
運
営
補

助 （
葵
区
・
駿
河
区
）

地
域
の
公
民
館
、
集
会
施
設
な
ど
を
老
人
つ
ど
い
の
家
に
指
定
し
、
気
軽
に
高
齢
者
が
集
ま
る
場
所
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
、
運

営
費
等
を
補
助
し
ま
す
。

施
設
数

2
1
0
箇
所

2
1
0
箇
所

2
1
0
箇
所

2
1
0
箇
所

2
1
0
箇
所

2
1
0
箇
所
高
齢
者
福
祉
課

1
8
高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
の
設
置

補
助
（
清
水
区
（
由
比
・
蒲
原
除
く
）
）
地
域
の
集
会
所
を
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
活
動
や
社
会
参
加
活
動
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
整
備
に
か
か
る
費
用
を
補

助
し
ま
す
。

施
設
数

補
助
件
数

1
6
3
箇
所
5
件

1
6
8
箇
所
5
件

1
7
3
箇
所
5
件

1
8
3
箇
所
5
件

1
7
3
箇
所

1
5
件

1
8
3
箇
所
2
5
件
高
齢
者
福
祉
課

1
9
高
齢
者
社
会
参
加
促
進
事
業

（
清
水
区
（
由
比
・
蒲
原
除
く
）
）

各
地
区
が
行
う
文
化
の
伝
承
事
業
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
、
高
齢
者
の
世
代
間
交
流
や
社
会
参
加
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

自
治
会
数

参
加
人
数

1
9
団
体

1
1
,0
0
0
人

1
9
団
体

1
1
,0
0
0
人

1
9
団
体

1
1
,0
0
0
人

1
9
団
体

1
1
,0
0
0
人

1
9
団
体

3
3
,0
0
0
人

1
9
団
体

5
5
,0
0
0
人
高
齢
者
福
祉
課

2
0
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理

番
町
及
び
清
水
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
市
民
活
動
団
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
事
業
運
営
、
立
上
げ
等
に
関
す
る
支
援
や
、

市
民
活
動
拠
点
の
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。

来
館
者
数

利
用
登
録
団
体
数

6
5
,0
0
0
人

1
,0
0
0
団
体

6
5
,5
0
0
人

1
,0
5
0
団
体

6
6
,0
0
0
人

1
,1
0
0
団
体

6
7
,0
0
0
人

1
,2
0
0
団
体

1
9
6
,5
0
0
人

1
,1
0
0
団
体

3
3
0
,0
0
0
人

1
,2
0
0
団
体
市
民
自
治
推
進
課

2
1
市
民
活
動
団
体
と
の
協
働
の
促
進

市
民
活
動
団
体
及
び
市
が
協
働
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
相
互
理
解
が
進
み
社
会
的
課
題
の
解
決
に
向
け
効
果
的
な
方
法
を
実

践
し
ま
す
。

協
働
事
業
数

2
4
8
事
業

2
5
0
事
業

2
5
2
事
業

2
5
5
事
業

7
5
0
事
業
1
,2
5
9
事
業
市
民
自
治
推
進
課

2
2
清
流
ク
リ
ー
ン
作
戦

河
川
環
境
ア
ド
プ
ト
事
業

安
倍
川
、
興
津
川
、
藁
科
川
の
美
化
活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

参
加
者
数

5
,0
7
5
人

5
,1
0
0
人

5
,1
2
5
人

5
,1
7
5
人

1
5
,3
0
0
人

2
5
,6
2
5
人
環
境
創
造
課

2
3
学
校
応
援
団
推
進
事
業

市
内
1
2
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
地
域
本
部
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
地
域
社
会
の
協
力
の
も
と
、
登
下
校
の
見

守
り
や
授
業
の
補
助
な
ど
の
活
動
に
よ
り
、
学
校
を
応
援
す
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
時

間
数
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
会
開

催
回
数

「
学
校
応
援
団
だ
よ
り
」
の
発
行

回
数

計
5
7
6
時
間
４
回
７
回

計
5
7
6
時
間
４
回
７
回

計
5
7
6
時
間
４
回
７
回

計
5
7
6
時
間
４
回
７
回

計
1
,7
2
8
時 間
1
2
回

2
1
回

計
2
,8
8
0
時 間
2
0
回
3
5
回

教
育
総
務
課

2
4
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業

地
域
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
、
放
課
後
に
小
学
校
等
を
活
用
し
、
自
由
遊
び
、
各
種
体
験
活
動
・
学
習
教
室
、
交
流
活
動
を
開
催
す

る
こ
と
で
、
児
童
の
安
心
・
安
全
で
充
実
し
た
居
場
所
の
確
保
を
推
進
す
る
と
と
も
に
放
課
後
児
童
ｸ
ﾗ
ブ
と
の
連
携
に
よ
り
、
放
課
後

子
ど
も
対
策
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

実
施
校
数

4
4
校

8
6
校

8
6
校

8
6
校

8
6
校

8
6
校
教
育
総
務
課

4
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2
5
シ
ル
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

市
内
に
在
住
す
る
7
0
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
市
の
施
設
を
無
料
又
は
割
引
料
金
で
利
用
す
る
た
め
の
年
齢
等
の
証
明
が

で
き
る
シ
ル
バ
ー
カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
枚
数

7
0
0
枚

7
0
0
枚

7
0
0
枚

7
0
0
枚

2
,1
0
0
枚

3
,5
0
0
枚
高
齢
者
福
祉
課

各
高
齢
介
護
課

2
6
高
齢
者
学
級

生
涯
学
習
施
設
等
に
お
い
て
、
高
齢
者
が
新
た
な
知
識
、
技
術
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
仲
間
づ
く
り
や
異
な
る
世
代
間
の
交
流
を
通
し
、

豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
高
齢
者
学
級
を
開
設
し
ま
す
。

学
級
数

3
6
学
級

3
6
学
級

3
6
学
級

3
6
学
級

3
6
学
級

3
6
学
級
生
涯
学
習
推
進
課

2
7
宇
津
ノ
谷
峠
　
歴
史
の
道
ウ
ォ
ー
ク

歴
史
の
道
と
し
て
整
備
さ
れ
た
東
海
道
宇
津
ノ
谷
峠
を
、
岡
部
宿
（
藤
枝
市
）
か
ら
峠
を
経
て
丸
子
宿
（
静
岡
市
）
ま
で
歩
き
、
東
海
道

の
魅
力
と
現
在
も
残
る
史
跡
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
静
岡
市
と
藤
枝
市
の
街
道
宿
場
文
化
の
交
流
を
深
め
ま
す
。

参
加
人
数

7
0
名

7
0
名

7
0
名

7
0
名

2
1
0
名

3
5
0
名
観
光
交
流
課

2
8
静
岡
市
お
茶
の
学
校

1
8
歳
以
上
の
市
民
及
び
市
内
通
勤
者
に
対
し
、
「
お
茶
の
ま
ち
静
岡
市
」
「
静
岡
市
の
お
茶
」
を
テ
ー
マ
に
、
約
半
年
間
に
わ
た
り
お

茶
に
関
す
る
様
々
な
分
野
を
総
合
的
に
学
ぶ
複
数
回
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
（
静
岡
シ
チ
ズ
ン
カ
レ
ッ
ジ
「
こ
・
こ
・
に
」
専
門
課
程

に
位
置
付
け
）

受
講
者
数

3
0
人

3
0
人

3
0
人

3
0
人

9
0
人

1
5
0
人
農
業
政
策
課

2
9
清
水
病
院
市
民
健
康
講
座

健
康
や
疾
病
予
防
等
に
関
す
る
情
報
を
分
か
り
や
す
く
市
民
に
提
供
す
る
た
め
の
講
座
を
、
年
3
回
程
度
実
施
し
ま
す
。

実
施
回
数

３
回

３
回

３
回

３
回

９
回

1
5
回
清
水
病
院
事
務
局

病
院
総
務
課

3
0
清
水
病
院
出
前
講
座

市
民
の
皆
さ
ん
の
求
め
に
応
じ
て
、
清
水
病
院
の
医
師
等
が
学
習
会
な
ど
に
出
向
き
、
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

実
施
回
数

1
5
回

1
5
回

1
5
回

1
5
回

4
5
回

7
5
回
清
水
病
院
事
務
局

病
院
総
務
課

3
1
地
域
防
災
訓
練
へ
の
参
加
促
進

各
自
治
会
・
町
内
会
に
対
し
地
域
防
災
訓
練
へ
の
参
加
を
促
し
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
の
実
施
す
る
訓
練
計
画
を
市
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

し
、
地
域
防
災
訓
練
へ
の
参
加
促
進
の
た
め
情
報
提
供
し
ま
す
。

参
加
人
数

1
3
0
,0
0
0
人
1
3
0
,0
0
0
人
1
3
0
,0
0
0
人
1
3
0
,0
0
0
人
3
9
0
,0
0
0
人
6
5
0
,0
0
0
人
危
機
管
理
総
室

各
地
域
総
務
課

3
2
防
災
出
前
講
座
の
開
催

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
想
定
や
居
住
す
る
地
域
で
発
生
が
予
想
さ
れ
る
自
然
災
害
の
被
害
や
対
策
な
ど
を
講
話
し
、
「
自
助
・
共

助
」
の
重
要
性
に
対
す
る
市
民
の
理
解
を
促
進
し
ま
す
。

実
施
回
数

参
加
者
数

2
3
0
回

2
2
,0
0
0
人

2
3
0
回

2
2
,0
0
0
人

2
3
0
回

2
2
,0
0
0
人

2
3
0
回

2
2
,0
0
0
人

6
9
0
回

6
6
,0
0
0
人

1
,1
5
0
回

1
1
0
,0
0
0
人
危
機
管
理
総
室

各
地
域
総
務
課

5
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（
３

）
 食

[食
事

]

活
動

指
標

H
3
0
年

度
（
1
年

目
）

H
3
1
年

度
（
2
年

目
)

H
3
2
年

度
（
3
年

目
）

H
3
4
年

度
（
5
年

目
）

H
3
0
～

 H
3
2

年
度

計
（
3
年

間
）

H
3
0
～

 H
3
4

年
度

計
（
5
年

間
）

1
静

岡
市

食
生

活
改

善
推

進
事

業
静

岡
市

食
生

活
改

善
推

進
協

議
会

が
実

施
す

る
①

生
活

習
慣

病
予

防
、

健
康

増
進

を
図

る
た

め
の

食
生

活
改

善
に

係
る

知
識

の
普

及
事

業
、

②
親

子
で

参
加

す
る

料
理

教
室

等
、

食
事

に
つ

い
て

の
望

ま
し

い
習

慣
を

学
ぶ

機
会

を
提

供
す

る
事

業
に

対
し

、
補

助
金

を
交

付
し

ま
す

。
補

助
金

対
象

事
業

開
催

数
2
3
0
回

2
4
0
回

2
5
0
回

2
7
0
回

7
2
0
回

1
,2

5
0
回

健
康

づ
く
り

推
進

課

2
静

岡
市

食
育

応
援

団
事

業
食

育
に

関
す

る
知

識
や

経
験

を
持

っ
て

い
る

個
人

、
団

体
、

企
業

を
「
食

育
応

援
団

」
と

し
て

登
録

し
、

食
育

に
取

り
組

む
市

民
か

ら
の

依
頼

内
容

に
沿

っ
た

応
援

団
を

紹
介

、
市

民
に

幅
広

く
食

育
を

推
進

し
て

い
き

ま
す

。
応

援
団

利
用

件
数

6
5
件

7
0
件

7
5
件

8
5
件

2
1
0
件

3
7
5
件

健
康

づ
く
り

推
進

課

3
食

生
活

改
善

推
進

員
協

議
会

の
活

動
事

業
乳

幼
児

・
成

人
・
高

齢
者

等
を

対
象

に
、

市
民

の
健

康
の

向
上

を
図

る
た

め
、

各
種

食
生

活
改

善
事

業
(男

性
の

た
め

の
料

理
教

室
・
料

理
講

習
会

・
食

育
教

室
等

)の
実

施
を

支
援

し
ま

す
。

実
施

回
数

1
2
0
回

1
2
0
回

1
2
0
回

1
2
0
回

3
6
0
回

6
0
0
回

健
康

づ
く
り

推
進

課
各

健
康

支
援

課

4
食

生
活

改
善

推
進

員
養

成
講

座
地

域
の

健
康

づ
く
り

を
積

極
的

か
つ

効
果

的
に

推
進

す
る

た
め

、
健

康
増

進
・
食

生
活

改
善

の
た

め
の

知
識

や
技

術
を

習
得

し
た

食
生

活
改

善
推

進
員

を
養

成
し

ま
す

。
１

コ
ー

ス
年

８
回

実
施

受
講

者
数

2
0
人

2
0
人

2
0
人

2
0
人

6
0
人

1
0
0
人

健
康

づ
く
り

推
進

課
各

健
康

支
援

課

5
食

生
活

サ
ポ

ー
ト

ク
ッ

キ
ン

グ
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

編
、

血
糖

値
編

等
テ

ー
マ

別
に

講
話

を
行

い
、

具
体

的
に

自
ら

の
生

活
習

慣
を

振
り

返
り

、
改

善
す

る
た

め
の

行
動

変
容

に
つ

な
げ

て
い

き
ま

す
。

自
分

自
身

に
合

っ
た

食
事

の
量

の
確

認
や

味
付

け
、

調
理

の
ポ

イ
ン

ト
等

に
つ

い
て

調
理

実
習

を
通

し
て

学
び

ま
す

。

実
施

回
数

延
参

加
者

数
1
7
回

1
5
0
人

1
7
回

1
5
0
人

1
7
回

1
5
0
人

1
7
回

1
5
0
人

5
1
回

4
5
0
人

8
5
回

7
5
0
人

各
健

康
支

援
課

6
元

気
で

長
生

き
栄

養
講

座
高

齢
期

に
お

け
る

低
栄

養
予

防
や

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

食
事

に
つ

い
て

の
知

識
を

普
及

し
て

い
く
た

め
、

講
話

や
簡

単
な

調
理

実
習

を
行

い
ま

す
。

開
催

回
数

延
参

加
者

数
1
8
回

1
7
0
人

1
8
回

1
7
0
人

1
8
回

1
7
0
人

1
8
回

1
7
0
人

5
4
回

5
1
0
人

9
0
回

8
5
0
人

各
健

康
支

援
課

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

7
肥

満
防

止
健

康
教

室
小

児
生

活
習

慣
病

対
策

と
し

て
、

肥
満

傾
向

及
び

肥
満

度
の

高
い

児
童

生
徒

及
び

そ
の

保
護

者
を

対
象

に
肥

満
対

策
の

た
め

の
教

室
を

開
催

し
ま

す
。

参
加

者
（
組

数
）

1
1
0
組

1
1
0
組

1
1
0
組

1
1
0
組

3
3
0
組

5
5
0
組

学
校

教
育

課

8
食

育
普

及
啓

発
事

業
（
再

掲
）

静
岡

市
食

育
推

進
計

画
に

基
づ

き
、

「
食

育
月

間
」
「
食

育
の

日
」
「
街

頭
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
」
等

の
普

及
活

動
を

通
じ

て
、

静
岡

市
ら

し
い

食
育

を
推

進
し

ま
す

。
普

及
啓

発
事

業
参

加
者

数
1
,8

0
0
人

1
,8

5
0
人

1
,9

0
0
人

2
,0

0
0
人

5
,5

5
0
人

9
,5

0
0
人

健
康

づ
く
り

推
進

課
各

健
康

支
援

課

9
し

ず
お

か
「
カ

ラ
ダ

に
e
at

7
5
」
事

業

民
間

企
業

や
大

学
等

と
連

携
し

、
ま

ち
ぐ

る
み

で
食

を
通

じ
た

健
康

づ
く
り

を
進

め
る

た
め

、
特

に
健

康
に

無
関

心
に

な
り

が
ち

な
若

い
世

代
に

主
体

的
に

取
り

組
む

食
育

を
推

進
し

て
い

き
ま

す
。

正
し

い
食

生
活

を
知

り
、

将
来

の
生

活
習

慣
病

の
予

防
等

の
た

め
、

大
学

生
等

若
い

世
代

に
よ

る
食

育
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
ス

ー
パ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

と
連

携
し

た
店

舗
で

の
食

育
イ

ベ
ン

ト
等

を
実

施
し

、
市

民
の

健
康

意
識

を
高

め
ま

す
。

若
い

世
代

と
の

食
育

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
開

催
数

ス
ー

パ
ー

等
と

の
連

携
イ

ベ
ン

ト
開

催
数

４
回

４
回

４
回

４
回

４
回

５
回

４
回

５
回

1
2
回

1
3
回

2
0
回

2
3
回

健
康

づ
く
り

推
進

課
各

健
康

支
援

課

1
0

元
気

静
岡

マ
イ

レ
ー

ジ
事

業

静
岡

県
の

「
健

康
マ

イ
レ

ー
ジ

事
業

」
と

連
携

し
た

、
市

民
の

健
康

意
識

を
高

め
健

康
増

進
を

図
る

事
業

で
す

。
市

民
は

日
々

の
運

動
や

食
生

活
の

目
標

を
決

め
て

ポ
イ

ン
ト

を
貯

め
ま

す
。

市
は

一
定

ポ
イ

ン
ト

に
達

し
た

市
民

に
対

し
、

協
力

店
舗

で
提

示
す

る
と

特
典

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
る

「
健

康
い

き
い

き
カ

ー
ド

」
を

交
付

し
ま

す
。

対
象

者
は

1
8
歳

以
上

の
市

民
と

し
、

若
い

世
代

か
ら

高
齢

者
ま

で
の

健
康

づ
く
り

の
き

っ
か

け
と

な
る

こ
と

で
、

健
康

寿
命

の
さ

ら
な

る
延

伸
を

図
り

ま
す

。

一
定

ポ
イ

ン
ト

達
成

者
2
,0

0
0
人

2
,2

0
0
人

2
,5

0
0
人

3
,0

0
0
人

6
,7

0
0
人

1
2
,4

0
0
人

健
康

づ
く
り

推
進

課
各

健
康

支
援

課

1
1

お
や

こ
食

育
教

室
２

～
３

歳
の

幼
児

と
保

護
者

を
対

象
に

、
正

し
い

食
習

慣
や

生
活

習
慣

を
身

に
つ

け
る

た
め

の
講

話
や

親
子

で
簡

単
な

調
理

体
験

、
食

育
劇

等
を

通
し

て
「
食

育
」
を

学
び

ま
す

。
実

施
回

数
延

参
加

者
数

2
5
回

4
1
0
人

2
5
回

4
1
0
人

2
5
回

4
1
0
人

2
5
回

4
1
0
人

7
5
回

1
,2

3
0
人

1
2
5
回

2
,0

5
0
人

各
健

康
支

援
課

(4
) 

所
管

課

(3
) 
計

画

N
o
.

(1
) 
事

業
名

(2
) 
事

業
内

容
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1
2
料
理
教
室
事
業

食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
や
食
を
テ
ー
マ
に
市
場
の
特
色
あ
る
事
業
を
行
い
、
併
せ
て
、
市
場
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
市
場
関
係

者
の
企
画
提
案
に
よ
る
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

実
施
回
数

3
0

3
0

3
0

3
0

9
0

1
5
0
中
央
卸
売
市
場

1
3
食
に
関
す
る
指
導

小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
、
食
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
、
教
職
員
や
栄
養
教
諭
等

が
食
に
関
す
る
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
回
数

各
学
年

１
回
以
上

各
学
年

1
回
以
上

各
学
年

1
回
以
上

各
学
年

1
回
以
上

各
学
年

3
回
以
上

各
学
年

5
回
以
上
学
校
給
食
課

1
4
食
育
講
座

学
校
給
食
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
児
童
の
保
護
者
を
対
象
に
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
見
学
、
試
食
会
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
回
数

３
回

３
回

３
回

３
回

９
回

1
5
回
学
校
給
食
課

1
5
親
子
料
理
教
室

家
庭
地
域
と
の
連
携
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
児
童
生
徒
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
給
食
献
立

の
調
理
を
行
う
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

実
施
回
数

５
回

５
回

５
回

５
回

1
5
回

2
5
回
学
校
給
食
課

1
6
食
育
講
習
会

小
・
中
学
校
に
お
け
る
食
育
推
進
を
図
る
た
め
、
指
導
者
側
と
な
る
教
職
員
、
栄
養
教
諭
等
を
対
象
に
講
演
や
実
践
発
表
等
を
実
施

し
ま
す
。

参
加
人
数

1
7
5
人

1
7
5
人

1
7
5
人

1
7
5
人

5
2
5
人

8
7
5
人
学
校
給
食
課

1
7
在
宅
訪
問
歯
科
診
療
支
援
事
業

歯
科
医
院
へ
の
通
院
が
困
難
な
要
介
護
高
齢
者
等
が
、
在
宅
に
お
い
て
必
要
な
歯
科
診
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

実
人
数

延
べ
人
数

1
7
0
人

6
0
0
人

1
7
0
人

6
0
0
人

1
7
0
人

6
0
0
人

1
7
0
人

6
0
0
人

5
1
0
人

1
,8
0
0
人

8
5
0
人

3
,0
0
0
人
健
康
づ
く
り
推
進
課

1
8
歯
と
口
の
健
康
週
間
事
業
（
よ
い
歯

の
8
0
2
0
コ
ン
ク
ー
ル
）

歯
の
健
康
管
理
の
大
切
さ
や
市
民
の
生
涯
を
通
じ
た
健
康
の
保
持
増
進
を
目
的
に
、
8
0
歳
以
上
で
自
分
の
歯
が
2
0
本
以
上
あ
る

方
を
表
彰
し
ま
す
。

実
施
人
数

5
0
人

5
0
人

5
0
人

5
0
人

1
5
0
人

2
5
0
人
健
康
づ
く
り
推
進
課

1
9
口
腔
機
能
向
上
事
業
（
「
歯
つ
ら
つ
健

口
講
座
」
の
実
施
等
）

高
齢
期
の
食
べ
る
機
能
の
維
持
や
誤
嚥
性
肺
炎
予
防
の
知
識
の
普
及
を
図
る
た
め
、
口
腔
ケ
ア
に
関
す
る
講
話
や
口
腔
機
能
向

上
体
操
（
歯
っ
ぴ
ー
☆
ス
マ
イ
ル
体
操
）
等
を
市
内
各
所
で
行
い
ま
す
。

実
施
会
場
数

参
加
人
数

2
0
箇
所

6
0
0
人

2
0
箇
所

6
0
0
人

2
0
箇
所

6
0
0
人

2
0
箇
所

6
0
0
人

6
0
箇
所

1
,8
0
0
人

1
0
0
箇
所

3
,0
0
0
人
健
康
づ
く
り
推
進
課

2
0
フ
ッ
化
物
洗
口
法
に
よ
る
む
し
歯
予
防

事
業

永
久
歯
の
歯
科
強
化
と
む
し
歯
の
半
減
を
目
指
し
た
「
歯
の
健
康
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
就
学
前
の
4
・
5
歳
児
を
対
象
と
し
た

フ
ッ
化
物
洗
口
法
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
施
設
数

実
施
人
数

1
2
7
施
設
以 上

5
,5
1
0
人
以 上

1
2
7
施
設
以 上

5
,5
1
0
人
以 上

1
2
7
施
設
以 上

5
,5
1
0
人
以 上

1
2
7
施
設
以 上

5
,5
1
0
人
以 上

3
8
1
施
設
以 上

1
6
,5
3
0
人
以 上

6
3
5
施
設
以 上

2
7
,5
5
0
人
以 上

健
康
づ
く
り
推
進
課

2
1
小
中
学
校
で
の
必
要
な
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
給
食
の
提
供

小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
健
全
な
成
長
の
た
め
、
適
切
な
栄
養
量
を
確
保
で
き
る
食
事
内
容
の
学
校
給
食
を
提
供
し
ま
す
。

年
間
給
食
実
施
回
数

1
8
0
回

1
8
0
回

1
8
0
回

1
8
0
回

5
4
0
回

9
0
0
回
学
校
給
食
課

2
2
こ
ど
も
園
等
で
の
必
要
な
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
給
食
の
提
供

乳
幼
児
が
、
心
身
と
も
に
健
全
に
育
ち
、
ま
た
食
環
境
を
整
え
適
正
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
立
こ
ど
も

園
及
び
待
機
児
童
園
に
お
い
て
、
乳
幼
児
期
に
必
要
な
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食
を
提
供
し
ま
す
。

給
食
提
供
園
数

自
園
　
4
8

外
搬
　
1
4
自
園
　
4
8

外
搬
　
1
4
自
園
　
4
6

外
搬
　
1
4
自
園
　
4
6

外
搬
　
1
4

各
年
度

自
園
　
4
6

外
搬
　
1
4

各
年
度

自
園
　
4
6

外
搬
　
1
4

こ
ど
も
園
課

2
3
静
岡
市
お
茶
の
学
校
（
再
掲
）

1
8
歳
以
上
の
市
民
及
び
市
内
通
勤
者
に
対
し
、
「
お
茶
の
ま
ち
静
岡
市
」
「
静
岡
市
の
お
茶
」
を
テ
ー
マ
に
、
約
半
年
間
に
わ
た
り
お

茶
に
関
す
る
様
々
な
分
野
を
総
合
的
に
学
ぶ
複
数
回
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
者
数

3
0
人

3
0
人

3
0
人

3
0
人

9
0
人

1
5
0
人
農
業
政
策
課

2
4
お
茶
の
美
味
し
い
淹
れ
方
教
室

小
学
校
5
・
6
年
生
を
対
象
に
、
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
講
師
と
し
、
「
お
茶
の
ま
ち
静
岡
市
」
や
お
茶
の
入
れ
方
を
学
ぶ
授
業
を

実
施
し
ま
す
。

教
室
実
施
校
数

8
6
校

8
6
校

8
6
校

8
6
校

2
5
8
校

4
3
0
校
農
業
政
策
課

2
5
食
品
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
へ
の
支
援
・

育
成

県
と
の
連
携
の
も
と
、
フ
ー
ズ
サ
イ
エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、
本
市
に
集
積
す
る
食
品
関
連
産
業
を
核
と
し
た
本
市
独

自
の
健
康
・
食
品
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
実
施
回
数
（
市
内
）

１
回

１
回

１
回

１
回

３
回

５
回
産
業
政
策
課
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（
４

）
 体

[運
動

]

活
動

指
標

H
3
0
年

度
（
1
年

目
）

H
3
1
年

度
（
2
年

目
)

H
3
2
年

度
（
3
年

目
）

H
3
4
年

度
（
5
年

目
）

H
3
0
～

 H
3
2

年
度

計
（
3
年

間
）

H
3
0
～

 H
3
4

年
度

計
（
5
年

間
）

1
運

動
器

機
能

向
上

事
業

一
般

高
齢

者
に

対
し

、
介

護
予

防
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
静

岡
市

版
介

護
予

防
体

操
『
し

ぞ
～

か
で

ん
伝

体
操

』
や

そ
の

他
の

メ
ニ

ュ
ー

を
実

施
し

、
高

齢
者

の
筋

力
向

上
に

よ
る

転
倒

防
止

な
ど

の
効

果
だ

け
で

な
く
、

住
民

が
主

体
と

な
っ

て
地

域
で

実
施

す
る

こ
と

に
よ

る
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

構
築

を
盛

り
込

ん
だ

事
業

を
実

施
し

ま
す

。

教
室

参
加

前
後

の
効

果
判

定
の

結
果

、
維

持
・
改

善
し

た
人

の
割

合
8
5
%

8
5
%

8
5
%

8
5
%

8
5
%

8
5
%

地
域

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
推

進
セ

ン
タ

ー

2
し

ぞ
～

か
で

ん
伝

体
操

普
及

要
介

護
状

態
に

陥
ら

な
い

よ
う

、
転

倒
予

防
に

効
果

の
あ

る
静

岡
市

版
介

護
予

防
体

操
「
し

ぞ
～

か
で

ん
伝

体
操

」
を

普
及

し
、

住
民

が
自

ら
の

健
康

維
持

を
図

る
た

め
活

動
拠

点
（
自

主
グ

ル
ー

プ
や

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

等
）
の

立
ち

上
げ

を
支

援
し

ま
す

。

新
規

活
動

拠
点

数
（
自

主
グ

ル
ー

プ
ま

た
は

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

等
）

＜
目

標
総

数
＞

H
3
4
年

度
ま

で
に

計
2
0
0
箇

所

2
5
箇

所
1
4
箇

所
1
4
箇

所
1
5
箇

所
5
3
箇

所
8
2
箇

所
地

域
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

推
進

セ
ン

タ
ー

3
「
健

康
寿

命
世

界
一

」
市

民
チ

ャ
レ

ン
ジ

事
業

健
康

寿
命

の
延

伸
（
介

護
予

防
）
に

自
主

的
に

取
り

組
む

自
主

活
動

グ
ル

ー
プ

の
活

動
基

盤
の

強
化

を
支

援
し

、
継

続
的

で
活

動
の

質
の

向
上

に
繋

が
る

取
組

を
支

援
し

ま
す

。
①

人
材

育
成

（
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
・
サ

ポ
ー

タ
ー

の
養

成
）

②
活

動
支

援
（
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
等

派
遣

、
グ

ル
ー

プ
間

の
交

流
支

援
,、

元
気

度
測

定
会

）
③

し
ぞ

～
か

ち
ゃ

き
ち

ゃ
き

体
操

（
脳

活
性

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
の

普
及

（
指

の
運

動
・
口

の
運

動
・
手

足
同

時
運

動
を

行
う

こ
と

に
よ

り
脳

活
性

化
を

促
す

。
）

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

登
録

人
数

サ
ポ

ー
タ

ー
登

録
人

数
4
0
人

1
,1

5
7
人

4
0
人

1
,2

8
2
人

5
0
人

1
,4

0
7
人

6
0
人

1
,6

5
7
人

5
0
人

1
,4

0
7
人

6
0
人

1
,6

5
7
人

地
域

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
推

進
セ

ン
タ

ー

4
ね

ん
り

ん
ピ

ッ
ク

選
手

派
遣

（
再

掲
）

毎
年

開
催

さ
れ

る
全

国
健

康
福

祉
祭

（
ね

ん
り

ん
ピ

ッ
ク

）
に

本
市

の
代

表
選

手
団

を
派

遣
し

、
全

国
の

選
手

と
交

流
す

る
こ

と
に

よ
り

、
元

気
と

生
き

が
い

を
持

ち
、

生
き

生
き

と
過

ご
す

長
寿

社
会

を
目

指
す

活
力

と
し

て
い

き
ま

す
。

代
表

選
手

団
派

遣
人

数
1
4
0
人

1
4
0
人

1
4
0
人

1
4
0
人

4
2
0
人

7
0
0
人

高
齢

者
福

祉
課

5
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
等

の
実

施
・
開

催
支

援
市

民
大

会
、

葵
区

民
体

育
大

会
・
駿

河
区

民
体

育
大

会
、

ラ
ジ

オ
体

育
祭

、
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
イ

ベ
ン

ト
等

の
各

種
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
ス

ポ
ー

ツ
講

演
会

開
催

等
に

係
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

参
加

者
数

①
市

民
大

会
②

区
民

体
育

大
会

③
ラ

ジ
オ

体
操

祭
④

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

⑤
各

種
ス

ポ
ー

ツ
教

室
⑥

ス
ポ

ー
ツ

講
演

会

①
4
0
,0

0
0
人

②
6
,0

0
0
人

③
2
,0

0
0
人

④
1
,3

0
0
人

⑤
6
0
0
人

⑥
3
0
0
人

①
4
0
,0

0
0
人

②
6
,0

0
0
人

③
2
,0

0
0
人

④
1
,3

0
0
人

⑤
6
0
0
人

⑥
3
0
0
人

①
4
0
,0

0
0
人

②
6
,0

0
0
人

③
2
,0

0
0
人

④
1
,3

0
0
人

⑤
6
0
0
人

⑥
3
0
0
人

①
4
0
,0

0
0
人

②
6
,0

0
0
人

③
2
,0

0
0
人

④
1
,3

0
0
人

⑤
6
0
0
人

⑥
3
0
0
人

①
1
2
0
,0

0
0
人

②
1
8
,0

0
0
人

③
6
,0

0
0
人

④
3
,9

0
0
人

⑤
1
,8

0
0
人

⑥
9
0
0
人

①
2
0
0
,0

0
0
人

②
3
0
,0

0
0
人

③
1
0
,0

0
0
人

④
6
,5

0
0
人

⑤
3
,0

0
0
人

⑥
1
,5

0
0
人

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

6
市

体
育

施
設

に
お

け
る

運
動

教
室

及
び

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

の
実

施
市

体
育

施
設

に
お

い
て

、
子

ど
も

か
ら

高
齢

者
ま

で
あ

ら
ゆ

る
世

代
を

対
象

と
し

た
運

動
教

室
及

び
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
ま

す
。

利
用

者
満

足
度

9
0
%

9
0
%

9
0
%

9
0
%

9
0
%

9
0
%

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

7
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
を

通
じ

た
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

市
が

委
嘱

し
た

地
域

の
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
を

通
じ

て
、

フ
ァ

ミ
リ

ー
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
や

ス
カ

イ
ク

ロ
ス

等
ニ

ュ
ー

ス
ポ

ー
ツ

を
中

心
と

し
た

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
し

ま
す

。

参
加

者
数

チ
ャ

レ
ン

ジ
！

ス
ポ

ー
ツ

ラ
リ

ー
チ

ャ
レ

ン
ジ

！
ス

ポ
ー

ツ
D

A
Y

ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー

ツ
大

会

2
0
0
人

3
0
0
人

2
5
0
人

2
0
0
人

3
0
0
人

2
5
0
人

2
0
0
人

3
0
0
人

2
5
0
人

2
0
0
人

3
0
0
人

2
5
0
人

6
0
0
人

9
0
0
人

7
5
0
人

1
,0

0
0
人

1
,5

0
0
人

1
,2

5
0
人

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

8
体

育
振

興
会

等
の

地
域

ス
ポ

ー
ツ

の
実

施
に

対
す

る
助

成
葵

区
及

び
駿

河
区

に
お

い
て

、
学

区
や

自
治

会
で

実
施

す
る

運
動

会
や

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

に
対

し
て

助
成

し
ま

す
。

ま
た

、
清

水
区

に
お

い
て

、
清

水
区

民
体

育
大

会
等

の
地

域
ス

ポ
ー

ツ
を

振
興

す
る

清
水

区
連

合
体

育
会

に
対

し
て

助
成

し
ま

す
。

葵
区

・
駿

河
区

：
実

施
事

業
数

清
水

区
：
参

加
者

数
3
0
0
事

業
5
,5

0
0
人

3
0
0
事

業
5
,5

0
0
人

3
0
0
事

業
5
,5

0
0
人

3
4
5
事

業
5
,5

0
0
人

4
0
0
事

業
1
6
,5

0
0
人

1
,5

4
5
事

業
2
7
,5

0
0
人

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課

(4
) 

所
管

課

(3
) 
計

画

N
o
.

(1
) 
事

業
名

(2
) 
事

業
内

容

8

117

資
料
編



9

【
新
規
】

静
岡
市
駿
府
城
ラ
ン
・
ア
ン
ド
・
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
ラ

ン
ニ
ン
グ
教
室
の
実
施

静
岡
市
駿
府
城
ラ
ン
・
ア
ン
ド
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
未
経
験
者
や
初
心
者
を
対
象
と
し
た
ラ
ン
ニ
ン

グ
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
回
数

1
2
回

1
2
回

1
2
回

1
2
回

3
6
回

6
0
回
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

1
0
サ
ッ
カ
ー
・
野
球
や
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

チ
ー
ム
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

単
な
る
競
技
ス
ポ
ー
ツ
を
超
え
た
地
域
資
源
で
あ
る
「
サ
ッ
カ
ー
」
「
野
球
」
を
活
か
し
、
ま
た
心
の
公
共
財
で
あ
る
「
清
水
エ
ス
パ
ル

ス
」
を
は
じ
め
と
し
た
市
内
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
チ
ー
ム
と
連
携
し
、
賑
わ
い
創
出
や
子
育
て
支
援
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
向
上
な
ど
を
図

る
ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
推
進
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

関
連
施
設
・
イ
ベ
ン
ト
入
込
客
数

（
ア
イ
ス
タ
、
草
薙
総
合
運
動

場
、
全
国
少
年
少
女
草
サ
ッ

カ
ー
大
会
）

1
1
5
.5

万
人

1
1
7

万
人

1
1
8
.5

万
人

1
2
0

万
人

3
5
1

万
人

5
9
2
.5

万
人
ス
ポ
ー
ツ
交
流
課

1
1
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
講
座
の
開
催

市
内
に
３
館
あ
る
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営
）
で
勤
労
者
及
び
そ
の
他
一
般
市
民
を
対
象
に
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
講
座
数
（
時
間
数
）

来
・
て
・
こ

ラ
ペ
ッ
ク
静
岡

清
水
テ
ル
サ

2
6
講
座
以 上

2
4
講
座
以 上

5
0
0
時
間
以 上

2
6
講
座
以 上

2
4
講
座
以 上

5
0
0
時
間
以 上

2
6
講
座
以 上

2
4
講
座
以 上

5
0
0
時
間
以 上

2
6
講
座
以 上

2
4
講
座
以 上

5
0
0
時
間
以 上

7
8
講
座
以 上

7
2
講
座
以 上

1
5
0
0
時
間

以
上

1
3
0
講
座
以 上

1
2
0
講
座
以 上

2
5
0
0
時
間

以
上

商
業
労
政
課

1
2
路
上
喫
煙
被
害
等
防
止
事
業

市
民
を
路
上
喫
煙
に
よ
る
被
害
か
ら
守
り
、
健
康
的
で
快
適
な
公
共
空
間
を
確
保
し
ま
す
。

路
上
喫
煙
被
害
等
防
止
指
導

員
に
よ
る
年
間
指
導

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施
生
活
安
心
安
全
課

1
3
宇
津
ノ
谷
峠
　
歴
史
の
道
ウ
ォ
ー
ク

（
再
掲
）

歴
史
の
道
と
し
て
整
備
さ
れ
た
東
海
道
宇
津
ノ
谷
峠
を
、
岡
部
宿
（
藤
枝
市
）
か
ら
峠
を
経
て
丸
子
宿
（
静
岡
市
）
ま
で
歩
き
、
東
海
道

の
魅
力
と
現
在
も
残
る
史
跡
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
静
岡
市
と
藤
枝
市
の
街
道
宿
場
文
化
の
交
流
を
深
め
ま
す
。

参
加
人
数

7
0
名

7
0
名

7
0
名

7
0
名

2
1
0
名

3
5
0
名
観
光
交
流
課

1
4
歴
史
文
化
施
設
建
設
事
業

歴
史
文
化
の
拠
点
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
静
岡
市
の
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
資
料
を
将
来
に
わ
た
り
保
存
伝
承
し
、
展
示

棟
等
を
通
し
て
「
歴
史
の
中
で
光
る
静
岡
」
を
紹
介
し
て
い
く
と
と
も
に
、
静
岡
の
魅
力
を
市
内
外
へ
発
信
し
、
本
市
の
歴
史
観
光
を
促

進
し
ま
す
。

施
設
整
備
進
捗

実
施
設
計
、

既
存
建
物

解
体

建
築
工
事
、

展
示
制
作
建
築
工
事
、

展
示
制
作

運
営

実
施
設
計
、

既
存
建
物

解
体
、
建
築

工
事
、
展
示

制
作

実
施
設
計
、

既
存
建
物

解
体
、
建
築

工
事
、
展
示

制
作
、
開

館
、
運
営

歴
史
文
化
課

1
5
駿
府
城
跡
天
守
台
発
掘
調
査
・
見
え

る
化
事
業

駿
府
城
公
園
再
整
備
計
画
の
方
針
決
定
の
た
め
に
実
施
す
る
天
守
台
発
掘
調
査
を
、
歴
史
学
習
の
場
、
観
光
資
源
化
し
、
歴
史
文

化
の
拠
点
と
し
て
市
民
意
識
の
醸
成
と
市
内
外
か
ら
の
集
客
を
図
り
ま
す
。

発
掘
現
場
見
学
入
場
者
数

7
3
,0
0
0
人

7
3
,0
0
0
人

－
－

1
4
6
,0
0
0
人

1
4
6
,0
0
0
人
歴
史
文
化
課

1
6
駿
府
城
公
園
「
桜
の
名
所
」
づ
く
り
事

業
駿
府
城
公
園
及
び
そ
の
周
辺
を
1
,0
0
0
本
の
桜
に
よ
り
、
東
海
随
一
の
「
桜
の
名
所
」
と
な
る
よ
う
整
備
を
推
進
し
、
集
客
効
果
や
回

遊
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
(H
3
4
年
時
に
、
1
,0
0
0
本
）

駿
府
城
公
園
内
及
び
周
辺
の

桜
総
本
数

8
4
0
本

－
－

1
0
0
0
本

8
4
0
本

1
,0
0
0
本
緑
地
政
策
課
・
公
園
整
備
課

1
7
（
仮
称
）
三
保
松
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業

　
平
成
2
5
年
６
月
に
世
界
文
化
遺
産
富
士
山
の
構
成
資
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
「
三
保
松
原
」
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
と
し
て
、
平
成
3
1

年
３
月
末
の
開
館
を
目
指
し
、
羽
衣
公
園
拡
張
整
備
の
都
市
環
境
整
備
と
あ
わ
せ
建
設
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
完
成
後
は
、
三
保
松
原
の
来
訪
者
利
用
だ
け
で
な
く
、
市
民
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
交
流
拠
点
施
設
と
な
る
よ
う
に
活
用
を
図
り

ま
す
。

施
設
完
成
・
活
用

完
成

施
設
活
用

施
設
活
用

施
設
活
用

施
設
活
用

施
設
活
用
文
化
財
課

1
8
東
静
岡
地
区
「
ア
ー
ト
＆
ス
ポ
ー
ツ
／

ヒ
ロ
バ
」
運
営
事
業

第
３
次
静
岡
市
総
合
計
画
で
「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
殿
堂
」
と
し
て
位
置
づ
け
た
「
東
静
岡
駅
北
口
市
有
地
」
の
第
１
段
階
整
備
と
し

て
、
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
や
ア
ー
ト
を
広
く
市
民
に
根
付
か
せ
る
と
と
も
に
、
世
代
を
超
え
た
多
様
な
人
々
の
交
流
の
場
と
す
る
こ
と
で
、

静
岡
市
の
存
在
感
を
高
め
、
交
流
人
口
の
増
加
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
げ
ま
す
。

ヒ
ロ
バ
総
来
場
者
数

8
5
,0
0
0
人

9
0
,0
0
0
人

1
0
0
,0
0
0
人

－
（
2
0
2
0
年
度

事
業
終
了

予
定
）

2
7
5
,0
0
0
人

2
7
5
,0
0
0
人
企
画
課

1
9
草
薙
駅
周
辺
整
備
事
業

草
薙
駅
周
辺
に
お
い
て
、
自
由
通
路
の
新
設
や
橋
上
駅
舎
化
、
駅
前
広
場
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
に
よ
り
、
利
便
性
向
上
を
図
り

ま
す
。

整
備
率

1
0
0
%

－
－

－
1
0
0
%

1
0
0
%
清
水
駅
周
辺
整
備
課

2
0
草
薙
駅
周
辺
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支

援
事
業

『
草
薙
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
（
H
2
7
）
』
の
策
定
を
機
会
に
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た
理
念
や
あ
る
べ
き
姿
の
展
開
を
図
る
た
め
、

大
学
・
市
民
、
行
政
が
連
携
し
、
「
南
口
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
研
究
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
研
究
会
で
は
、
J
R
草
薙
駅
南
口
地
区
の
将

来
像
（
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
）
の
策
定
を
行
っ
て
お
り
、
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
、
若
者
や
高
齢
者
の
移
動
円
滑
化
の
た
め
、
バ
ス
交
通

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
ま
す
。

実
施
状
況

バ
ス
交
通

運
行
の
効

率
化
向
け

た
勉
強
会

開
催

バ
ス
交
通

運
行
の
効

率
化
に
向

け
た
検
討

支
援

社
会
実
験

や
運
行
の

検
討
支
援

－
運
行
の
検

討
支
援

－
清
水
駅
周
辺
整
備
課
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2
1
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
お
け
る
建
築
物
の

整
備
の
推
進

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
や
静
岡
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
な
ど
に
基
づ
き
、
公
共
施
設
や
民
間
事
業
者
が
公
共
性
の
高
い
施
設
を
計
画

す
る
際
は
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
な
ど
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
施
設
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
民
間
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
関
係
法
令
の
掲
載
に
よ
り
制
度
を
周
知
し
ま
す
。

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
適

合
し
た
施
設
の
割
合
4
5
%
を
維

持
4
5
%

4
5
%

4
5
%

4
5
%

4
5
%

4
5
%
建
築
指
導
課

2
2
元
気
静
岡
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
（
再
掲
）

静
岡
県
の
「
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」
と
連
携
し
た
、
市
民
の
健
康
意
識
を
高
め
健
康
増
進
を
図
る
事
業
で
す
。
市
民
は
日
々
の
運

動
や
食
生
活
の
目
標
を
決
め
て
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
ま
す
。
市
は
一
定
ポ
イ
ン
ト
に
達
し
た
市
民
に
対
し
、
協
力
店
舗
で
提
示
す
る
と
特

典
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
健
康
い
き
い
き
カ
ー
ド
」
を
交
付
し
ま
す
。
対
象
者
は
1
8
歳
以
上
の
市
民
と
し
、
若
い
世
代
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
健
康
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
で
、
健
康
寿
命
の
さ
ら
な
る
延
伸
を
図
り
ま
す
。

一
定
ポ
イ
ン
ト
達
成
者

2
,0
0
0
人

2
,2
0
0
人

2
,5
0
0
人

3
,0
0
0
人

6
,7
0
0
人

1
2
,4
0
0
人
健
康
づ
く
り
推
進
課

各
健
康
支
援
課

2
3
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｕ
／
Ｂ
ぷ
ら
（
ゆ
び
ぷ
ら
）
」
に
よ
り
市
民
に
向
け
て
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
へ
の
意
識
の
啓
発
を
図
り
、
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
お
互
い
を
尊
重
し
あ
え
る
よ
う
、
誰
も
が
自
由

に
行
動
し
、
あ
ら
ゆ
る
施
設
を
安
全
か
つ
円
滑
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組
み
ま

す
。

増
加
数

1
0
施
設

1
0
施
設

1
0
施
設

1
0
施
設

3
0
施
設

5
0
施
設
福
祉
総
務
課

2
4
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
普
及

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
情
報
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
基
本
理
念
に
基
づ
い
た
、

年
齢
や
障
が
い
の
有
無
、
体
格
、
性
別
、
国
籍
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組
み

ま
す
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進

会
議
の
実
施
及
び
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
出
前
講
座
の
開
催

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施
建
築
総
務
課

2
5
自
転
車
利
用
計
画
推
進
事
業

キ
ッ
ク
バ
イ
ク
を
活
用
し
た
幼
児
期
か
ら
の
自
転
車
安
全
教
育
の
推
進
や
自
転
車
の
楽
し
さ
や
安
心
安
全
を
テ
ー
マ
と
し
た
体
験
型

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
」
の
開
催
等
の
自
転
車
利
用
計
画
に
基
づ
く
自
転
車
施
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
自
転
車
専
用

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
し
ず
お
か
サ
イ
ク
ル
シ
テ
ィ
」
で
、
本
市
の
取
り
組
み
や
「
健
康
の
増
進
」
に
資
す
る
自
転
車
の
特
性
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、

更
な
る
自
転
車
の
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

自
転
車
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

の
情
報
発
信

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施
交
通
政
策
課

2
6
静
岡
市
立
地
適
正
化
計
画
策
定
事

業

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
(H
2
8
.3
改
定
)で
目
指
す
将
来
都
市
構
造
と
し
て
掲
げ
た
「
集
約
連
携
型
都
市
構
造
(コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
)」
の
実
現
に
向
け
、
医
療
・
福
祉
な
ど
の
都
市
機
能
や
居
住
の
適
正
な
誘
導
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
立
地
適
正

化
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

策
定
作
業
進
捗

計
画
改
定

－
－

－
計
画
改
定

計
画
改
定
都
市
計
画
課

2
7
静
岡
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
策
定
事
業

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
は
、
「
静
岡
市
総
合
交
通
計
画
（
H
2
8
.3
改
訂
）
」
で
掲
げ
る
「
集
約
連
携
型
都
市
構
造
を
さ
さ
え
る
総
合

的
な
交
通
体
系
の
構
築
」
の
実
現
に
向
け
、
立
地
適
正
化
計
画
と
連
携
し
、
高
齢
者
を
含
む
市
民
の
移
動
手
段
を
持
続
的
に
維
持
・

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
策
定
し
ま
す
。

策
定
作
業
進
捗

策
定

－
－

－
策
定

策
定
交
通
政
策
課

1
0
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J
R
安
倍
川
駅
周
辺
地
区
バ
リ
ア

フ
リ
ー
基
本
構
想
生
活
関
連
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

生
活
関
連

施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化

推
進

生
活
関
連

施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化

推
進

生
活
関
連

施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化

完
了

－

生
活
関
連

施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化

完
了

生
活
関
連

施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化

完
了

J
R
清
水
駅
周
辺
地
区
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
本
構
想
生
活
関
連
施
設

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

生
活
関
連

施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化

推
進

生
活
関
連

施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化

推
進

生
活
関
連

施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化

完
了

－

生
活
関
連

施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化

完
了

生
活
関
連

施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化

完
了

J
R
草
薙
駅
周
辺
地
区
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
本
構
想
生
活
関
連
施
設

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

生
活
関
連

施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化

推
進

生
活
関
連

施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化

推
進

生
活
関
連

施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化

完
了

－

生
活
関
連

施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化

完
了

生
活
関
連

施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化

完
了

2
9
都
市
公
園
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
整
備

市
内
の
都
市
公
園
の
園
路
及
び
広
場
、
駐
車
場
、
便
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
ま
す
。

市
内
都
市
公
園
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
率

5
6
.1
2
%

5
6
.5
2
%

5
6
.9
2
%

5
7
.7
2
%

5
6
.9
2
%

5
7
.7
2
%
公
園
整
備
課

3
0
追
手
町
音
羽
町
線
等
に
ぎ
わ
い
空
間

創
出
事
業

歴
史
文
化
の
核
と
な
る
駿
府
城
公
園
と
商
業
地
区
と
の
間
の
追
手
町
音
羽
町
線
等
を
官
民
連
携
で
賑
わ
い
の
あ
る
空
間
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
安
全
で
快
適
に
回
遊
で
き
る
静
岡
都
心
の
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
ま
す
。

事
業
進
捗

・
昇
降
口
詳

細
設
計

・
デ
ッ
キ
整

備
工
事

・
運
営
体
制
検
討

・
道
路
整
備
工
事

－
－

・
昇
降
口
詳

細
設
計

・
デ
ッ
キ
整

備
工
事

・
運
営
体
制
検
討

・
道
路
整
備
工
事

・
昇
降
口
詳

細
設
計

・
デ
ッ
キ
整

備
工
事

・
運
営
体
制
検
討

・
道
路
整
備
工
事

市
街
地
整
備
課

都
市
計
画
課

3
1
バ
リ
ア
フ
リ
ー
道
路
特
定
事
業

全
て
の
人
が
安
心
し
て
、
自
由
に
移
動
で
き
る
歩
行
空
間
の
形
成
を
推
進
す
る
た
め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
重
点
整
備
地
区
内
の
主
な
生

活
関
連
経
路
に
お
い
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
り
ま
す
。

主
な
生
活
関
連
経
路
の
整
備
率

6
2
%

7
2
%

8
1
%

1
0
0
%

8
1
%

1
0
0
%

道
路
保
全
課

市
街
地
整
備
課

清
水
駅
周
辺
整
備
課

3
2
超
低
床
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
導
入
支

援
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
な
ど
、
誰
も
が
乗
り
や
す
い
超
低
床
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
導
入
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

導
入
率

7
2
.0
％

7
5
.0
％

7
8
.0
％

8
1
.0
％

7
8
.0
％

8
1
.0
％
交
通
政
策
課

3
3
自
転
車
走
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
事
業

安
全
で
快
適
に
自
転
車
が
利
用
で
き
る
環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
自
転
車
走
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
実
施
し
ま

す
。

自
転
車
走
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
率

5
2
%

5
7
%

6
3
%

7
3
%

6
3
%

7
3
%
道
路
保
全
課

3
4
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
基
盤
整
備
事

業
（
集
会
所
建
設
費
補
助
金
）

自
治
会
・
町
内
会
の
活
動
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
Ｓ
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
地
域
活
動
の
実
施
場
所
で
も
あ
る
集
会
所
の
整
備
に

対
し
て
一
部
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

集
会
所
の
整
備

（
修
繕
を
除
い
た
新
築
・
増
改
築

件
数
）

７
件

５
件

５
件

６
件

1
7
件

2
9
件
市
民
自
治
推
進
課

各
地
域
総
務
課

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
の
推
進

2
8

市
街
地
整
備
課

清
水
駅
周
辺
整
備
課

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
駅
舎
、
駅
内
自
由
通
路
等
の
建
築
物
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
ま
す
。

1
1
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２
　

＜
山

腹
＞

市
民

の
連

携
に

よ
る

地
域

で
の

支
え

合
い

体
制

の
整

備

（
１

）
 介

護
予

防

活
動

指
標

H
3
0
年

度
（
1
年

目
）

H
3
1
年

度
（
2
年

目
)

H
3
2
年

度
（
3
年

目
）

H
3
4
年

度
（
5
年

目
）

H
3
0
～

 H
3
2

年
度

計
（
3
年

間
）

H
3
0
～

 H
3
4

年
度

計
（
5
年

間
）

1
フ

レ
イ

ル
予

防
事

業
（
再

掲
）

高
齢

者
に

楽
し

く
健

康
（
虚

弱
度

）
チ

ェ
ッ

ク
を

し
て

も
ら

う
こ

と
に

よ
り

、
自

身
の

健
康

に
つ

い
て

の
「
気

づ
き

」
を

促
し

て
健

康
意

識
を

高
め

、
介

護
予

防
等

に
取

り
組

ん
で

も
ら

う
こ

と
で

健
康

寿
命

の
延

伸
を

図
り

ま
す

。
実

施
会

場
数

(回
数

）
参

加
者

数
2
5
会

場
3
7
5
人

5
0
会

場
7
5
0
人

1
0
0
会

場
1
,5

0
0
人

1
5
0
会

場
2
,2

5
0
人

1
7
5
会

場
2
,6

2
5
人

4
5
0
会

場
6
,7

5
0
人

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

2
S
型

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

事
業

家
に

閉
じ

こ
も

り
が

ち
な

高
齢

者
を

対
象

と
し

て
、

地
域

の
自

治
会

館
、

公
民

館
等

で
、

各
地

区
社

会
福

祉
協

議
会

が
中

心
と

な
り

、
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
っ

て
運

営
し

て
い

る
、

介
護

予
防

を
目

的
と

し
た

ミ
ニ

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

を
支

援
し

ま
す

。
会

場
数

参
加

者
数

2
7
5
会

場
6
,8

0
0
人

2
8
0
会

場
6
,9

0
0
人

2
8
5
会

場
7
,0

0
0
人

2
9
5
会

場
7
,1

0
0
人

2
8
5
会

場
2
0
,7

0
0
人

2
9
5
会

場
3
5
,0

0
0
人

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

3
運

動
器

機
能

向
上

事
業

（
再

掲
）

一
般

高
齢

者
に

対
し

、
介

護
予

防
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
静

岡
市

版
介

護
予

防
体

操
『
し

ぞ
～

か
で

ん
伝

体
操

』
や

そ
の

他
の

メ
ニ

ュ
ー

を
実

施
し

、
高

齢
者

の
筋

力
向

上
に

よ
る

転
倒

防
止

な
ど

の
効

果
だ

け
で

な
く
、

住
民

が
主

体
と

な
っ

て
地

域
で

実
施

す
る

こ
と

に
よ

る
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

構
築

を
盛

り
込

ん
だ

事
業

を
実

施
し

ま
す

。

教
室

参
加

前
後

の
効

果
判

定
の

結
果

、
維

持
・
改

善
し

た
人

の
割

合
8
5
%

8
5
%

8
5
%

8
5
%

8
5
%

8
5
%

地
域

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
推

進
セ

ン
タ

ー

4
し

ぞ
～

か
で

ん
伝

体
操

普
及

（
再

掲
）

要
介

護
状

態
に

陥
ら

な
い

よ
う

、
転

倒
予

防
に

効
果

の
あ

る
静

岡
市

版
介

護
予

防
体

操
「
し

ぞ
～

か
で

ん
伝

体
操

」
を

普
及

し
、

住
民

が
自

ら
の

健
康

維
持

を
図

る
た

め
活

動
拠

点
（
自

主
グ

ル
ー

プ
や

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

等
）
の

立
ち

上
げ

を
支

援
し

ま
す

。

新
規

活
動

拠
点

数
（
自

主
グ

ル
ー

プ
ま

た
は

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

等
）

＜
目

標
総

数
＞

H
3
4
年

度
ま

で
に

計
2
0
0
箇

所

2
5
箇

所
1
4
箇

所
1
4
箇

所
1
5
箇

所
5
3
箇

所
8
2
箇

所
地

域
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

推
進

セ
ン

タ
ー

5
「
健

康
寿

命
世

界
一

」
市

民
チ

ャ
レ

ン
ジ

事
業

（
再

掲
）

健
康

寿
命

の
延

伸
（
介

護
予

防
）
に

自
主

的
に

取
り

組
む

自
主

活
動

グ
ル

ー
プ

の
活

動
基

盤
の

強
化

を
支

援
し

、
継

続
的

で
活

動
の

質
の

向
上

に
繋

が
る

取
組

を
支

援
し

ま
す

。
①

人
材

育
成

（
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
・
サ

ポ
ー

タ
ー

の
養

成
）

②
活

動
支

援
（
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
等

派
遣

、
グ

ル
ー

プ
間

の
交

流
支

援
,、

元
気

度
測

定
会

）
③

し
ぞ

～
か

ち
ゃ

き
ち

ゃ
き

体
操

（
脳

活
性

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
の

普
及

（
指

の
運

動
・
口

の
運

動
・
手

足
同

時
運

動
を

行
う

こ
と

に
よ

り
脳

活
性

化
を

促
す

。
）

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

登
録

人
数

サ
ポ

ー
タ

ー
登

録
人

数
4
0
人

1
,1

5
7
人

4
0
人

1
,2

8
2
人

5
0
人

1
,4

0
7
人

6
0
人

1
,6

5
7
人

5
0
人

1
,4

0
7
人

6
0
人

1
,6

5
7
人

地
域

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
推

進
セ

ン
タ

ー

6
　 地

域
支

え
合

い
人

材
養

成
講

座
（
再

掲
）

高
齢

者
の

社
会

参
加

促
進

の
た

め
の

基
礎

講
座

を
地

域
で

開
催

す
る

こ
と

に
よ

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
参

加
す

る
き

っ
か

け
を

提
供

し
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
、

地
域

に
眠

っ
て

い
る

資
源

（
団

塊
世

代
等

の
人

材
）
を

掘
り

起
こ

し
、

地
域

人
材

を
活

用
し

た
介

護
予

防
・
生

活
支

援
事

業
等

に
結

び
つ

け
、

地
域

力
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

実
施

回
数

・
入

門
編

・
リ

ー
ダ

ー
養

成
参

加
者

数
・
入

門
編

・
リ

ー
ダ

ー
養

成

９
回

１
回

1
5
0
人

1
5
人

９
回

１
回

1
5
0
人

1
5
人

９
回

１
回

1
5
0
人

1
5
人

９
回

１
回

1
5
0
人

1
5
人

2
7
回

３
回

4
5
0
人

4
5
人

4
5
回

５
回

7
5
0
人

7
5
人

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

7
口

腔
機

能
向

上
事

業
（
「
歯

つ
ら

つ
健

口
講

座
」
の

実
施

等
）
（
再

掲
）

高
齢

期
の

食
べ

る
機

能
の

維
持

や
誤

嚥
性

肺
炎

予
防

の
知

識
の

普
及

を
図

る
た

め
、

口
腔

ケ
ア

に
関

す
る

講
話

や
口

腔
機

能
向

上
体

操
（
歯

っ
ぴ

ー
☆

ス
マ

イ
ル

体
操

）
等

を
市

内
各

所
で

行
い

ま
す

。
実

施
数

参
加

人
数

2
0
箇

所
6
0
0
人

2
0
箇

所
6
0
0
人

2
0
箇

所
6
0
0
人

2
0
箇

所
6
0
0
人

6
0
箇

所
1
,8

0
0
人

1
0
0
箇

所
3
,0

0
0
人

健
康

づ
く
り

推
進

課

8
元

気
で

長
生

き
栄

養
講

座
（
再

掲
）

高
齢

期
に

お
け

る
低

栄
養

予
防

や
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
食

事
に

つ
い

て
の

知
識

を
普

及
し

て
い

く
た

め
、

講
話

や
簡

単
な

調
理

実
習

を
行

い
ま

す
。

開
催

回
数

延
参

加
者

数
1
8
回

1
7
0
人

1
8
回

1
7
0
人

1
8
回

1
7
0
人

1
8
回

1
7
0
人

5
4
回

5
1
0
人

9
0
回

8
5
0
人

各
健

康
支

援
課

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

9
元

気
ア

ッ
プ

講
演

会
転

倒
予

防
や

認
知

症
予

防
に

つ
い

て
、

知
識

の
普

及
を

図
る

た
め

、
6
5
歳

以
上

を
対

象
に

行
い

ま
す

。
開

催
回

数
延

参
加

者
数

9
回

以
上

4
7
0
人

9
回

以
上

4
7
0
人

9
回

以
上

4
7
0
人

9
回

以
上

4
7
0
人

2
7
回

以
上

1
,4

1
0
人

4
5
回

以
上

2
,3

5
0
人

各
健

康
支

援
課

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

1
0

地
域

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
活

動
支

援
事

業
（
リ

ハ
職

を
活

か
し

た
自

立
支

援
）

地
域

に
お

い
て

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

専
門

職
等

を
活

か
し

た
自

立
支

援
を

図
る

た
め

、
生

活
動

作
に

着
目

し
た

ケ
ア

ア
セ

ス
メ

ン
ト

が
で

き
る

よ
う

に
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

等
に

対
し

て
研

修
会

を
実

施
し

ま
す

。
研

修
会

開
催

回
数

延
参

加
者

数
３

回
6
0
人

３
回

6
0
人

３
回

6
0
人

３
回

6
0
人

９
回

1
8
0
人

1
5
回

3
0
0
人

地
域

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
推

進
セ

ン
タ

ー

1
1

介
護

予
防

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

研
修

介
護

予
防

支
援

業
務

に
従

事
す

る
者

に
対

し
て

介
護

予
防

ケ
ア

プ
ラ

ン
作

成
に

必
要

な
知

識
の

習
得

と
、

新
し

い
総

合
事

業
に

向
け

た
取

組
強

化
の

た
め

に
、

研
修

を
行

い
ま

す
。

研
修

修
了

者
1
4
0
人

1
4
0
人

1
4
0
人

1
4
0
人

4
2
0
人

7
0
0
人

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

N
o
.

(1
) 
事

業
名

(2
) 
事

業
内

容
(4

) 
所

管
課

(3
) 
計

画

1
2
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資
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（
２

）
 生

活
支

援
・
見

守
り

活
動

指
標

H
3
0
年

度
（
1
年

目
）

H
3
1
年

度
（
2
年

目
)

H
3
2
年

度
（
3
年

目
）

H
3
4
年

度
（
5
年

目
）

H
3
0
～

 H
3
2

年
度

計
（
3
年

間
）

H
3
0
～

 H
3
4

年
度

計
（
5
年

間
）

1
生

活
支

援
体

制
整

備
事

業
（
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
配

置
及

び
協

議
体

の
設

置
）

多
様

な
主

体
間

の
情

報
共

有
及

び
連

携
・
協

働
に

よ
る

資
源

開
発

等
を

推
進

す
る

こ
と

を
目

的
に

協
議

体
を

設
置

す
る

と
と

も
に

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

の
生

活
支

援
の

担
い

手
の

養
成

・
発

掘
等

の
地

域
資

源
の

開
発

や
そ

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

な
ど

を
行

う
「
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
（
地

域
支

え
合

い
推

進
員

）
」
を

配
置

し
ま

す
。

　
注

）
第

１
層

は
市

、
第

1
.5

層
は

区
ご

と
、

第
２

層
は

圏
域

ご
と

・
協

議
体

の
設

置

・
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
設

置

（
各

層
）

１
協

議
体

３
協

議
体

3
0
協

議
体

（
各

層
）

１
名

３
区

3
0
圏

域

（
各

層
）

１
協

議
体

３
協

議
体

3
0
協

議
体

（
各

層
）

１
名

３
区

3
0
圏

域

（
各

層
）

１
協

議
体

３
協

議
体

3
0
協

議
体

（
各

層
）

１
名

３
区

3
0
圏

域

（
各

層
）

１
協

議
体

３
協

議
体

3
0
協

議
体

（
各

層
）

１
名

３
区

3
0
圏

域

（
各

層
）

１
協

議
体

３
協

議
体

3
0
協

議
体

（
各

層
）

１
名

３
区

3
0
圏

域

（
各

層
）

１
協

議
体

３
協

議
体

3
0
協

議
体

（
各

層
）

１
名

３
区

3
0
圏

域

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

高
齢

介
護

課
各

健
康

支
援

課

2
基

準
緩

和
型

サ
ー

ビ
ス

の
人

材
養

成
介

護
予

防
・
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
事

業
の

う
ち

、
第

１
号

訪
問

事
業

の
サ

ー
ビ

ス
Ａ

（
基

準
緩

和
型

）
に

従
事

す
る

一
定

の
研

修
受

講
者

及
び

訪
問

事
業

責
任

者
の

養
成

を
し

、
多

様
な

サ
ー

ビ
ス

を
支

え
る

人
材

づ
く
り

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。
研

修
会

の
開

催
実

施
実

施
実

施
実

施
実

施
実

施
地

域
包

括
ケ

ア
推

進
本

部

3
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

運
営

、
機

能
強

化

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
中

核
的

役
割

を
担

う
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
は

、
総

合
相

談
業

務
、

介
護

予
防

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

業
務

、
権

利
擁

護
、

包
括

的
・
継

続
的

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
４

業
務

に
加

え
、

新
総

合
事

業
、

認
知

症
施

策
、

医
療

と
介

護
の

連
携

な
ど

の
事

業
も

連
携

し
て

実
施

し
て

い
き

ま
す

。
機

能
強

化
と

し
て

は
、

高
齢

者
人

口
の

増
加

等
に

伴
う

職
員

増
員

を
図

る
他

、
職

員
の

資
質

向
上

を
図

る
た

め
の

研
修

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
さ

ら
に

、
各

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
総

合
調

整
を

図
る

た
め

、
「
基

幹
型

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

」
を

市
直

営
で

運
営

し
て

い
き

ま
す

。

セ
ン

タ
ー

設
置

数
職

員
増

員
数

2
9
セ

ン
タ

ー
1
0
人

2
9
セ

ン
タ

ー
0
人

2
9
セ

ン
タ

ー
0
人

2
9
セ

ン
タ

ー
0
人

2
9
セ

ン
タ

ー
1
0
人

2
9
セ

ン
タ

ー
1
0
人

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

4
総

合
相

談
業

務
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
は

高
齢

者
の

身
近

な
相

談
窓

口
と

し
て

、
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
の

相
談

窓
口

の
機

能
を

持
っ

て
い

ま
す

。
緊

急
対

応
が

必
要

な
場

合
又

は
福

祉
事

務
所

の
権

限
に

よ
る

措
置

の
必

要
が

あ
る

場
合

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
区

の
福

祉
事

務
所

へ
連

絡
す

る
な

ど
、

関
係

機
関

と
の

連
携

を
行

い
ま

す
。

相
談

業
務

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

5
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
職

員
等

研
修

事
業

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
円

滑
な

運
営

を
図

る
た

め
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

職
員

を
対

象
と

し
た

研
修

を
実

施
し

ま
す

。

研
修

開
催

回
数

地
域

包
括

ケ
ア

研
修

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

職
員

研
修

（
新

規
配

属
職

員
研

修
・
課

題
別

研
修

A
、

B
）

介
護

予
防

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

支
援

研
修

１
回

３
回

１
回

１
回

３
回

１
回

１
回

３
回

１
回

１
回

３
回

１
回

３
回

９
回

３
回

５
回

1
5
回

５
回

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

6
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
運

営
協

議
会

の
開

催

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
事

業
の

円
滑

な
実

施
と

公
正

で
中

立
な

運
営

が
で

き
る

よ
う

評
価

、
助

言
等

を
行

う
と

と
も

に
、

セ
ン

タ
ー

の
設

置
や

地
域

包
括

ケ
ア

に
関

す
る

協
議

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
区

ご
と

に
運

営
部

会
を

設
置

し
、

各
区

に
お

け
る

実
情

に
つ

い
て

調
査

・
研

究
を

行
い

ま
す

。

運
営

協
議

会
区

運
営

部
会

３
回

９
回

３
回

９
回

３
回

９
回

３
回

９
回

９
回

2
7
回

1
5
回

4
5
回

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

各
高

齢
介

護
課

7
民

生
委

員
・
児

童
委

員
研

修
事

業
民

生
委

員
・
児

童
委

員
が

要
援

護
者

に
対

し
て

行
う

見
守

り
、

相
談

、
専

門
機

関
と

の
連

携
等

の
活

動
を

支
援

す
る

た
め

、
必

要
な

知
識

及
び

技
術

を
修

得
で

き
る

研
修

を
実

施
し

ま
す

。
研

修
会

開
催

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

福
祉

総
務

課

N
o
.

(1
) 
事

業
名

(2
) 
事

業
内

容
(4

) 
所

管
課

(3
) 
計

画

1
3
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市
長
申
立
件
数

状
態
別

認
知
知
的
精
神

2
3
件
２
件
１
件

2
4
件
２
件
１
件

2
5
件
２
件
１
件

2
7
件
２
件
１
件

7
2
件
６
件
３
件

1
2
5
件

1
0
件
５
件

報
酬
助
成
拡
大
の
検
討
・
実
施

拡
大
の
検 討

拡
大
の
検
討
・

実
施

拡
大
の
検
討
・

実
施

実
施

拡
大
の
検
討
・

実
施

拡
大
の

実
施

・
市
民
後
見
人
養
成
研
修
の
開

催 ・
受
講
者
数

1
期
開
催
2
0
人

1
期
開
催
2
0
人

2
期
開
催
2
0
人
過
去
4
年
の

実
績
を
も
と

に
見
直
し
予 定

2
期
開
催

2
0
人
（
延
べ

4
0
人
）

過
去
4
年
の

実
績
を
も
と

に
見
直
し
予 定

9
保
健
委
員
協
議
会
の
活
動
支
援

市
が
行
う
保
健
事
業
の
円
滑
な
推
進
、
お
よ
び
地
域
に
お
け
る
市
民
の
自
発
的
な
健
康
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
に
、
自
治
会
か
ら
推

薦
さ
れ
る
保
健
委
員
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

保
健
委
員
協
議
会
等
の
活
動

支
援
回
数

1
8
0
回
以
上

1
8
0
回
以
上

1
8
0
回
以
上

1
8
0
回
以
上

5
4
0
回
以
上

9
0
0
回

以
上
清
水
区
健
康
支
援
課

見
守
り
協
定
締
結
数
（
業
種
数
）

（
累
計
）

1
3
業
種

1
5
業
種

1
7
業
種

2
1
業
種

1
7
業
種

2
1
業
種

徘
徊
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
シ

ス
テ
ム
（
し
ず
メ
ー
ル
）
登
録
者

数
（
累
計
）

2
,1
7
8
人

2
,3
7
8
人

2
,5
7
8
人

2
,9
7
8
人

2
,5
7
8
人

2
,9
7
8
人

実
態
調
査
実
施
件
数

9
8
,0
0
0
件

9
9
,0
0
0
件
1
0
0
,0
0
0
件
1
0
2
,0
0
0
件
2
9
7
,0
0
0
件
5
0
0
,0
0
0
件

1
1

【
新
規
】

徘
徊
認
知
症
高
齢
者
の
捜
索
模
擬

訓
練
モ
デ
ル
事
業

認
知
症
の
人
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
と
い
う
設
定
の
も
と
、
捜
索
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
、
「
通
報
」
か
ら
「
発

見
」
「
保
護
」
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
、
認
知
症
し
ず
メ
ー
ル
や
見
守
り
シ
ー
ル
の
活
用
も
あ
わ
せ
て
、
徘
徊
高
齢
者
の
捜
索
模
擬
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

訓
練
対
象
地
区

（
累
計
）

３
箇
所

3
1
箇
所

4
3
箇
所

8
7
箇
所

4
3
箇
所

8
7
箇
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
本
部

1
2
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
緊
急
通
報

体
制
整
備
事
業

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
の
緊
急
事
態
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
緊
急
救
命
通
報
装
置
、
火
災
報
知
器
、
ガ
ス
漏
れ
警
報
器

の
３
点
を
自
宅
に
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
2
4
時
間
、
3
6
5
日
、
在
宅
で
生
活
す
る
方
々
の
不
安
の
軽
減
と
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
確

保
し
ま
す
。

事
業
実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施
高
齢
者
福
祉
課

各
高
齢
介
護
課

1
3
配
食
型
見
守
り
事
業

日
常
的
に
食
事
の
準
備
に
支
障
が
あ
る
高
齢
者
を
対
象
に
、
事
業
者
が
そ
の
居
宅
に
食
事
を
配
達
し
、
安
否
を
確
認
し
ま
す
。

延
見
守
り
回
数

1
8
8
,6
0
0
回
1
8
8
,6
0
0
回
1
8
8
,6
0
0
回
1
8
8
,6
0
0
回
5
6
5
,8
0
0
回
9
4
3
,0
0
0
回
高
齢
者
福
祉
課

各
高
齢
介
護
課

1
4
認
知
症
カ
フ
ェ
の
運
営
支
援

（
認
証
、
助
成
）

認
知
症
の
本
人
や
そ
の
家
族
と
、
地
域
住
民
や
医
療
・
介
護
の
専
門
職
等
と
の
交
流
機
会
を
創
出
し
、
相
互
の
情
報
共
有
や
理
解

を
深
め
る
た
め
、
認
知
症
カ
フ
ェ
運
営
事
業
者
を
支
援
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
認
知
症
の
方
の
外
出
を
促
し
、
認
知
症
の
進
行
を
緩

和
す
る
効
果
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

新
規
認
知
症
カ
フ
ェ
認
証
数

3
0
箇
所

2
0
箇
所

－
－

5
0
箇
所

5
0
箇
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
本
部

1
5
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業

地
域
住
民
や
企
業
、
学
校
な
ど
の
団
体
に
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
（
講
師
）
を
派
遣
し
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人

や
家
族
を
見
守
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
し
ま
す
。

開
催
数

養
成
数

サ
ポ
ー
タ
ー
数
（
累
計
）

1
1
0
回

4
,5
0
0
人

5
6
,5
0
0
人

1
1
0
回

4
,5
0
0
人

6
1
,0
0
0
人

1
1
0
回

4
,5
0
0
人

6
5
,5
0
0
人

1
1
0
回

4
,5
0
0
人

7
4
,5
0
0
人

3
3
0
回

1
3
,5
0
0
人

6
5
,5
0
0
人

5
5
0
回

2
2
,5
0
0
人

7
4
,5
0
0
人
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
本
部

1
08

民
生
委
員
に
よ
る
高
齢
者
実
態
調
査
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
訪
問
活
動
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
既
存
の
見
守
り
活
動
に
加
え
、
地
域
住
民
や
民
間
事
業
者
に
よ
る
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
な
ど
、
地
域
で
の
高
齢
者
を
見

守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実

ア
　
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推

進
事
業
の
協
力
に
関
す
る
協
定

イ
　
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
シ
ス
テ
ム

（
し
ず
メ
ー
ル
）

ウ
　
民
生
委
員
に
よ
る
高
齢
者
実
態

調
査
の
実
施
（
再
掲
）

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
事
業

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
本

部
、
高
齢
者
福
祉
課

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
市
民
に
対
す
る
財
産
管
理
な
ど
の
法
定
後
見
制
度
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

・
計
画
の
策
定

・
市
民
後
見
人
制
度
の
実
施

・
市
長
申
立
て
の
実
施

・
報
酬
助
成
拡
大
の
検
討

福
祉
総
務
課
、
高
齢
者
福

祉
課
、
障
害
者
福
祉
課
、

精
神
保
健
福
祉
課
、
各
高

齢
介
課
、
各
生
活
支
援

課
、
各
障
害
者
支
援
課

1
4
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1
6
消
費
者
被
害
防
止
の
た
め
の
高
齢
者

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

市
関
係
職
員
、
保
健
師
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
、
民
生
委
員
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
ヘ
ル
パ
ー
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
高
齢
者
の
身
近
な
人
々
が
通
常
の
活
動
の
中
で
見
守
り
ま
す
。
ま
た
警
察
か
ら
は
、
防
犯
に
関
す
る
情
報
の
提

供
を
受
け
ま
す
。

生
活
安
心
安
全
課
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
へ
注
意
喚
起
情
報
の
提
供
や
啓
発
資
料
を
送
付
し

ま
す
。
一
方
、
見
守
っ
て
い
た
だ
く
方
か
ら
の
通
報
を
同
課
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
消
費
生
活
相
談
に
つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
、
消
費
生

活
相
談
を
通
じ
て
判
断
力
の
低
下
が
見
受
け
ら
れ
る
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
意
思
を
確
認
し
た
上
で
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
民
生
委
員
、
各
区
福
祉
事
務
所
な
ど
に
連
絡
し
、
生
活
の
見
守
り
と
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
ま
す
。

通
報
見
守
り
依
頼

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の

注
意
喚
起
情
報
の
提
供

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
へ
の

注
意
喚
起
情
報
の
提
供

地
域
ケ
ア
会
議
へ
の
参
加

出
前
講
座

啓
発
チ
ラ
シ
等
提
供

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施
生
活
安
心
安
全
課

1
7
委
託
検
針
員
に
よ
る
高
齢
者
等
見
守

り
支
援

市
関
係
課
等
と
連
携
し
、
委
託
検
針
員
に
よ
る
高
齢
者
等
の
見
守
り
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

通
報
実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施
営
業
課

1
8
水
道
委
託
業
者
に
よ
る
高
齢
者
見
守

り
支
援

水
道
メ
ー
タ
ー
の
定
期
交
換
（
８
年
）
時
等
の
委
託
業
者
に
よ
る
見
守
り
支
援
を
し
ま
す
。

見
守
り
実
施
者
数
（
メ
ー
タ
ー
取

替
員
）

2
0
人

2
0
人

2
0
人

2
0
人

2
0
人

2
0
人
給
水
装
置
課

1
9
家
族
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

介
護
保
険
で
要
介
護
４
、
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
6
5
歳
以
上
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
過
去
１
年
間
、
利
用
し
な
か
っ
た
高
齢
者

を
、
同
居
で
介
護
し
て
い
る
家
族
、
又
は
同
居
に
準
ず
る
介
護
を
し
て
い
る
家
族
に
対
し
、
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
実
施

（
支
給
見
込
人
数
）

実
施

（
３
人
程
度
）

実
施

（
３
人
程
度
）

実
施

（
３
人
程
度
）

実
施

（
３
人
程
度
）

実
施

（
９
人
程
度
）

実
施

（
1
5
人
程
度
）

高
齢
者
福
祉
課

各
高
齢
介
護
課

2
0
家
族
介
護
者
支
援
事
業

在
宅
で
介
護
を
支
え
る
家
族
の
身
体
的
、
精
神
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
介
護
者
同
士
の
交
流
会
や
介
護
に
関
す
る
相
談
活
動

を
実
施
し
ま
す
。

交
流
会
・
学
習
会
等
の
開
催
数

延
参
加
者
数

1
5
回

3
8
5
人

1
5
回

3
8
5
人

1
5
回

3
8
5
人

1
5
回

3
8
5
人

4
5
回

1
,1
5
5
人

7
5
回

1
,9
2
5
人
介
護
保
険
課

2
1
理
容
・
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業

介
護
保
険
で
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受
け
、
寝
た
き
り
等
の
理
由
で
外
出
が
困
難
な
高
齢
者
に
対
し
て
、
年
２
回
を
限
度
と
し
て

理
容
師
又
は
美
容
師
が
訪
問
し
、
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

利
用
者
数

延
利
用
回
数

3
0
0
人

3
5
0
回

3
0
0
人

3
5
0
回

3
0
0
人

3
5
0
回

3
0
0
人

3
5
0
回

9
0
0
人

1
,0
5
0
回

1
5
0
0
人

1
,7
5
0
回
高
齢
者
福
祉
課

各
高
齢
介
護
課

2
2
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
助

成
制
度

7
5
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
て
、
健
康
の
保
持
を
図
る
た
め
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

交
付
者
数

2
,5
0
0
人

2
,5
0
0
人

2
,5
0
0
人

2
,5
0
0
人

7
,5
0
0
人

1
2
,5
0
0
人
高
齢
者
福
祉
課

各
高
齢
介
護
課

2
3
高
齢
者
紙
お
む
つ
支
給
事
業

低
所
得
者
世
帯
に
属
す
る
6
5
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
で
、
要
介
護
３
以
上
又
は
特
に
排
泄
機
能
に
支
障
が
あ
り
、
紙
お
む
つ
が
必

要
な
要
介
護
１
、
２
の
方
に
紙
お
む
つ
引
換
券
を
支
給
し
、
在
宅
高
齢
者
の
安
ら
か
な
生
活
の
確
保
と
、
介
護
者
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
り
ま
す
。

適
切
な
支
給
の
実
施

（
支
給
見
込
人
数
）

実
施

(1
,6
0
0
人
）

実
施

(1
,6
0
0
人
）

実
施

(1
,6
0
0
人
）

実
施

(1
,6
0
0
人
）

実
施

(4
,8
0
0
人
）

実
施

(8
,0
0
0
人
）
高
齢
者
福
祉
課

各
高
齢
介
護
課

2
4
高
齢
者
生
活
支
援
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事

業
介
護
保
険
で
非
該
当
の
認
定
を
受
け
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
高
齢
者
が
、
日
常
生
活
を
営
む
の
に
不
安
が
あ
る

時
、
一
時
的
に
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
宿
泊
さ
せ
、
入
浴
、
食
事
、
日
常
生
活
訓
練
等
を
行
い
ま
す
。

事
業
実
施

（
利
用
見
込
人
数
）

実
施
（
5
0
人
）

実
施
（
5
0
人
）

実
施
（
5
0
人
）

実
施
（
5
0
人
）

実
施
（
延

1
5
0
人
）

実
施
（
延

2
5
0
人
）
高
齢
者
福
祉
課

各
高
齢
介
護
課

2
5
福
祉
有
償
運
送
の
登
録
支
援

福
祉
有
償
運
送
と
は
、
タ
ク
シ
ー
等
の
公
共
交
通
機
関
に
よ
っ
て
は
要
介
護
者
な
ど
の
移
動
制
約
者
に
対
す
る
十
分
な
輸
送
サ
ー

ビ
ス
が
確
保
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
営
利
と
は
認
め
ら
れ
な
い
範
囲
の
対
価
に
よ
っ
て
、
あ
ら

か
じ
め
登
録
し
た
会
員
に
対
し
て
行
う
個
別
輸
送
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
運
輸
支
局
等
の
登
録
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
市
で

組
織
す
る
協
議
会
の
承
認
が
事
前
に
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
条
件
や
運
用
に
い
た
る
ま
で
の
手
続
き
を
支
援
し
ま
す
。

支
援
の
実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施
福
祉
総
務
課

2
6
自
動
消
火
器
給
付
事
業

在
宅
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
に
対
し
自
動
消
火
器
を
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
安
の
な
い
日
常
生
活
を
保
障
し
ま
す
。

給
付
世
帯
数

1
0
世
帯

1
0
世
帯

1
0
世
帯

1
0
世
帯

3
0
世
帯

5
0
世
帯
高
齢
者
福
祉
課

各
高
齢
介
護
課

2
7
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
山
間
部
に
お
い
て
、
介
護
機
能
、
居
住
機
能
、
交
流
機
能
等
を
総
合
的
に
提
供
し
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
健
康
で
明
る
い
生
活
を
送

れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
運
営
し
ま
す
。

利
用
者
満
足
度

9
5
%

9
5
%

9
5
%

9
5
%

9
5
%

9
5
%
高
齢
者
福
祉
課

2
8
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
生
活
援
助
員

派
遣
事
業

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
に
、
緊
急
時
の
対
応
の
ほ
か
、
生
活
指
導
・
相
談
、
一
時
的
な
家
事
援
助
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
生
活
援
助

員
を
派
遣
し
ま
す
。

利
用
戸
数

5
9
戸

5
9
戸

5
9
戸

5
9
戸

5
9
戸

5
9
戸
高
齢
者
福
祉
課

1
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2
9
不
燃
・
粗
大
ご
み
の
ふ
れ
あ
い
収
集

事
業

高
齢
者
及
び
障
が
い
者
等
の
日
常
生
活
に
お
け
る
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
戸
別
に
屋
内
か
ら
不
燃
・
粗
大
ご
み
の
運
び
出
し
及

び
収
集
を
行
い
ま
す
。

実
施
件
数

1
,1
0
0
件

1
,1
0
0
件

1
,1
0
0
件

1
,1
0
0
件

3
,3
0
0
件

5
,5
0
0
件
収
集
業
務
課

3
0
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
推
進

事
業

災
害
時
の
要
援
護
者
の
避
難
支
援
を
迅
速
・
的
確
に
行
う
た
め
、
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
・
台
帳
の
作
成
及
び
地
域
へ
の
配
布
を

行
い
、
地
域
に
お
け
る
支
援
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

対
象
者
の
う
ち
、
同
意
確
認
済

の
割
合

9
2
％

9
2
％

9
2
％

9
2
％

9
2
％

9
2
%
福
祉
総
務
課

3
1

【
新
規
】

（
障
が
い
者
）

地
域
生
活
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
業
務

障
が
い
児
者
の
生
活
を
地
域
全
体
で
支
え
る
「
地
域
生
活
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築
す
る
た
め
の
調
整
役
で
あ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
す
る
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
用

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
２

名
配
置

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
２

名
配
置

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
２

名
配
置

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
２

名
配
置

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
２

名
配
置

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
２

名
配
置
障
害
者
福
祉
課

3
2
【
新
規
】

障
害
者
自
立
支
援
協
議
会

障
が
い
者
（
高
齢
障
が
い
者
を
含
む
）
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
、
福
祉
・
医
療
・
教
育
・
雇
用
等
の
関

係
機
関
及
び
関
係
団
体
等
が
相
互
に
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
支
援
体
制
の
整
備
を
行
う
。

開
催
数

２
回

２
回

２
回

２
回

６
回

1
0
回
障
害
者
福
祉
課

精
神
保
健
福
祉
課

3
3
外
国
人
高
齢
者
福
祉
手
当
支
給
制

度
1
9
3
2
年
（
昭
和
７
年
）
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
で
、
永
住
許
可
を
受
け
、
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
外
国
人
高
齢
者
に
対
し
、
手

当
を
支
給
し
ま
す
。

申
請
者
に
対
す
る
適
正
な
支
給

支
給

（
最
大
1
8

人
）

支
給

（
最
大
1
8

人
）

支
給

（
最
大
1
8

人
）

支
給

（
最
大
1
8

人
）

支
給

（
最
大
延
5
4

人
）

支
給

（
最
大
延
9
0

人
）
高
齢
者
福
祉
課

運
営
委
員
会
開
催
数

２
回

２
回

２
回

２
回

６
回

1
0
回

広
報
紙
特
集
記
事
掲
載
回
数

啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
数

１
回

3
,0
0
0
部

１
回

3
,0
0
0
部

１
回

3
,0
0
0
部

１
回

3
,0
0
0
部

３
回

9
,0
0
0
部

５
回

1
5
,0
0
0
部

研
修
会
開
催
数

２
回

２
回

２
回

２
回

６
回

1
0
回

3
5
高
齢
者
虐
待
対
応
事
例
検
証
ケ
ア
会

議
の
開
催

高
齢
者
虐
待
防
止
、
養
護
者
支
援
等
と
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
、
資
質
向
上
の
た
め
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
福
祉
事

務
所
な
ど
関
係
者
が
集
い
、
実
際
の
虐
待
事
例
対
応
を
検
証
し
今
後
の
対
応
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
高
齢
者
虐
待
防
止
・

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
改
訂
の
必
要
性
を
検
討
す
る
た
め
、
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

開
催
数

各
区
２
回

各
区
２
回

各
区
２
回

各
区
２
回

各
区
６
回

各
区

1
0
回
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
本

部
、
各
高
齢
介
護
課

3
6
高
齢
者
虐
待
防
止
・
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
改
訂
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
即
し

た
対
応

高
齢
者
虐
待
対
応
事
例
検
証
ケ
ア
会
議
で
の
評
価
に
基
づ
き
、
作
業
部
会
を
立
ち
上
げ
、
政
策
面
と
対
応
実
績
の
両
面
か
ら
必
要

に
応
じ
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
を
行
い
ま
す
。
虐
待
の
事
実
を
把
握
し
た
場
合
に
は
、
市
及
び
関
係
機
関
は
、
「
高
齢
者
虐
待
防
止
・

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
従
っ
て
、
迅
速
、
慎
重
か
つ
的
確
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

通
報
に
対
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

即
し
た
対
応

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
本
部

3
7
高
齢
者
一
時
保
護
施
設
確
保
事
業

虐
待
に
よ
り
、
生
命
ま
た
は
身
体
に
重
大
な
危
険
が
生
じ
て
い
る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者
を
一
時
的
に
、
虐
待
者
か
ら
分
離
し
、
緊

急
保
護
す
る
た
め
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
短
期
入
居
可
能
な
ベ
ッ
ド
２
床
を
常
に
確
保
し
ま
す
。

ベ
ッ
ド
数

２
床

２
床

２
床

２
床

６
床

1
0
床
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
本
部

3
8
高
齢
者
虐
待
対
応
ケ
ア
会
議
の
開
催
虐
待
を
把
握
し
た
場
合
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
福
祉
事
務
所
な
ど
の
関
係
者
が
参
集
し
、
虐
待
事
例
の
情
報
の
共
有
化
を

図
り
、
支
援
内
容
を
確
認
し
、
連
携
で
き
る
体
制
（
関
係
）
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

開
催
数

7
8
回

7
8
回

7
8
回

7
8
回

2
3
4
回

3
9
0
回
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
本

部
、
各
高
齢
介
護
課

3
4

高
齢
者
虐
待
防
止
策
の
推
進

　
ア
　
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
運
営
委
員
会

　
イ
　
高
齢
者
虐
待
防
止
普
及
啓
発

の
推
進

　
ウ
　
高
齢
者
虐
待
防
止
研
修
会
の

開
催

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
本
部

高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
内
容
が
複
雑
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
と
の
更
な
る
連
携
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
虐
待
防
止
策

を
推
進
す
る
た
め
、
一
般
市
民
や
介
護
事
業
者
等
へ
の
講
習
会
・
研
修
会
な
ど
の
啓
発
活
動
を
並
行
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

1
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（
３

）
 生

き
が

い
・
社

会
活

動

活
動

指
標

H
3
0
年

度
（
1
年

目
）

H
3
1
年

度
（
2
年

目
)

H
3
2
年

度
（
3
年

目
）

H
3
4
年

度
（
5
年

目
）

H
3
0
～

 H
3
2

年
度

計
（
3
年

間
）

H
3
0
～

 H
3
4

年
度

計
（
5
年

間
）

1
元

気
い

き
い

き
！

シ
ニ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

事
業

（
再

掲
）

市
内

６
５

歳
以

上
の

シ
ニ

ア
世

代
が

Ｓ
型

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

等
で

地
域

貢
献

活
動

を
お

こ
な

う
と

、
静

岡
市

の
地

場
産

品
と

交
換

で
き

る
ポ

イ
ン

ト
を

付
与

し
ま

す
。

平
成

3
0
年

度
か

ら
、

「
高

齢
者

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

」
に

加
え

、
「
障

が
い

者
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
」
及

び
「
病

院
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
」
を

含
め

て
、

シ
ニ

ア
世

代
に

と
っ

て
よ

り
身

近
な

活
動

ま
で

対
象

を
拡

充
し

ま
す

。

サ
ポ

ー
タ

ー
登

録
者

受
入

施
設

7
,8

5
0
人

9
7
9
箇

所
8
,4

5
0
人

9
7
9
箇

所
9
,0

5
0
人

9
7
9
箇

所
1
0
,2

5
0
人

9
7
9
箇

所
9
,0

5
0
人

9
7
9
箇

所
1
0
,2

5
0
人

9
7
9
箇

所
介

護
保

険
課

2
生

活
支

援
体

制
整

備
事

業
（
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
配

置
及

び
協

議
体

の
設

置
）
（
再

掲
）

多
様

な
主

体
間

の
情

報
共

有
及

び
連

携
・
協

働
に

よ
る

資
源

開
発

等
を

推
進

す
る

こ
と

を
目

的
に

協
議

体
を

設
置

す
る

と
と

も
に

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

の
生

活
支

援
の

担
い

手
の

養
成

・
発

掘
等

の
地

域
資

源
の

開
発

や
そ

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

な
ど

を
行

う
「
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
（
地

域
支

え
合

い
推

進
員

）
」
を

配
置

し
ま

す
。

　
注

）
第

１
層

は
市

、
第

1
.5

層
は

区
ご

と
、

第
２

層
は

圏
域

ご
と

協
議

体
の

設
置

生
活

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

設
置

（
各

層
）

１
協

議
体

３
協

議
体

3
0
協

議
体

（
各

層
）

１
名

３
区

3
0
圏

域

（
各

層
）

１
協

議
体

３
協

議
体

3
0
協

議
体

（
各

層
）

１
名

３
区

3
0
圏

域

（
各

層
）

１
協

議
体

３
協

議
体

3
0
協

議
体

（
各

層
）

１
名

３
区

3
0
圏

域

（
各

層
）

１
協

議
体

３
協

議
体

3
0
協

議
体

（
各

層
）

１
名

３
区

3
0
圏

域

（
各

層
）

１
協

議
体

３
協

議
体

3
0
協

議
体

（
各

層
）

１
名

３
区

3
0
圏

域

（
各

層
）

１
協

議
体

３
協

議
体

3
0
協

議
体

（
各

層
）

１
名

３
区

3
0
圏

域

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

3
地

域
づ

く
り

会
議

の
設

置
・
開

催
地

域
内

の
多

様
な

主
体

間
の

情
報

共
有

・
連

携
強

化
、

地
域

内
の

ニ
ー

ズ
の

把
握

、
地

域
の

特
性

に
合

わ
せ

た
企

画
、

立
案

、
方

針
策

定
、

地
域

づ
く
り

に
お

け
る

意
識

の
統

一
を

目
的

に
、

各
地

域
（
小

学
校

区
単

位
等

）
に

お
い

て
、

自
治

会
、

地
区

社
協

、
民

生
委

員
な

ど
地

域
の

住
民

等
の

参
画

者
を

募
り

開
催

し
ま

す
。

地
域

づ
く
り

会
議

の
開

催
7
6
地

区
7
6
地

区
7
6
地

区
7
6
地

区
7
6
地

区
7
6
地

区
地

域
包

括
ケ

ア
推

進
本

部

4
人

材
養

成
塾

（
地

域
リ

ー
ダ

ー
養

成
コ

ー
ス

）
（
再

掲
）

地
域

課
題

に
主

体
的

に
取

り
組

む
シ

チ
ズ

ン
シ

ッ
プ

に
富

ん
だ

人
材

を
養

成
し

ま
す

。
シ

チ
ズ

ン
シ

ッ
プ

が
身

に
つ

い
た

人
の

割
合

9
5
％

以
上

9
5
％

以
上

9
5
％

以
上

9
5
％

以
上

9
5
％

以
上

9
5
％

以
上

生
涯

学
習

推
進

課

5
地

域
支

え
合

い
人

材
養

成
講

座
（
再

掲
）

高
齢

者
の

社
会

参
加

促
進

の
た

め
の

基
礎

講
座

を
地

域
で

開
催

す
る

こ
と

に
よ

り
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
参

加
す

る
き

っ
か

け
を

提
供

し
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
、

地
域

に
眠

っ
て

い
る

資
源

（
団

塊
世

代
等

の
人

材
）
を

掘
り

起
こ

し
、

地
域

人
材

を
活

用
し

た
介

護
予

防
・
生

活
支

援
事

業
等

に
結

び
つ

け
、

地
域

力
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

実
施

回
数

・
入

門
編

・
リ

ー
ダ

ー
養

成
参

加
者

数
・
入

門
編

・
リ

ー
ダ

ー
養

成

９
回

１
回

1
5
0
人

1
5
人

９
回

１
回

1
5
0
人

1
5
人

９
回

１
回

1
5
0
人

1
5
人

９
回

１
回

1
5
0
人

1
5
人

2
7
回

３
回

4
5
0
人

4
5
人

4
5
回

５
回

7
5
0
人

7
5
人

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

6
子

育
て

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
（
再

掲
）

マ
タ

ニ
テ

ィ
～

乳
幼

児
期

の
子

育
て

支
援

に
関

心
の

あ
る

方
に

広
く
参

加
を

呼
び

か
け

、
子

ど
も

の
成

長
発

達
の

ポ
イ

ン
ト

や
産

前
産

後
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
等

の
講

座
を

受
講

し
、

地
域

の
子

育
て

支
援

の
担

い
手

を
育

成
し

ま
す

。
実

施
回

数
1
0
回

1
0
回

1
0
回

1
0
回

3
0
回

5
0
回

子
ど

も
未

来
課

7
生

涯
活

躍
の

ま
ち

静
岡

(C
C

R
C

)推
進

事
業

（
再

掲
）

移
住

高
齢

者
、

地
区

に
も

と
も

と
住

む
高

齢
者

、
と

も
に

社
会

参
加

、
多

世
代

交
流

等
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
健

康
で

ア
ク

テ
ィ

ブ
な

暮
ら

し
の

実
現

を
目

指
し

、
健

康
長

寿
の

延
伸

に
も

寄
与

す
る

取
組

を
行

い
ま

す
。

地
域

交
流

拠
点

連
携

事
業

数
2
0
件

3
0
件

3
0
件

3
0
件

8
0
件

1
4
0
件

福
祉

総
務

課

8
し

ず
お

か
ハ

ッ
ピ

ー
シ

ニ
ア

ラ
イ

フ
事

業
（
再

掲
）

シ
ニ

ア
世

代
が

い
つ

ま
で

も
健

康
で

生
き

生
き

と
暮

ら
し

て
い

く
た

め
に

、
地

域
活

動
や

グ
ル

ー
プ

活
動

、
趣

味
や

就
労

等
の

高
齢

者
の

社
会

参
加

を
促

進
す

る
意

識
啓

発
と

情
報

発
信

を
行

い
ま

す
。

事
業

参
加

人
数

3
3
0
人

3
6
0
人

3
9
0
人

4
5
0
人

1
,0

8
0
人

1
,9

5
0
人

高
齢

者
福

祉
課

9
シ

ニ
ア

ク
ラ

ブ
運

営
支

援
（
再

掲
）

高
齢

者
の

生
き

が
い

と
健

康
づ

く
り

、
活

発
な

社
会

参
加

へ
の

機
会

と
し

て
、

地
域

の
高

齢
者

に
よ

っ
て

組
織

さ
れ

て
い

る
単

位
老

人
ク

ラ
ブ

の
活

動
を

支
援

し
ま

す
。

ま
た

、
静

岡
市

の
単

位
老

人
ク

ラ
ブ

を
と

り
ま

と
め

て
い

る
静

岡
市

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

の
事

業
、

運
営

を
支

援
し

ま
す

。
会

員
数

1
6
,3

0
0
人

1
5
,4

0
0
人

1
5
,4

0
0
人

1
5
,4

0
0
人

1
5
,4

0
0
人

1
5
,4

0
0
人

高
齢

者
福

祉
課

N
o
.

(1
) 
事

業
名

(2
) 
事

業
内

容
(4

) 
所

管
課

(3
) 
計

画

1
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1
0

老
人
つ
ど
い
の
家
の
設
置
・
運
営
補

助 （
葵
区
・
駿
河
区
）
（
再
掲
）

地
域
の
公
民
館
、
集
会
施
設
な
ど
を
老
人
つ
ど
い
の
家
に
指
定
し
、
気
軽
に
高
齢
者
が
集
ま
る
場
所
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
、
運

営
費
等
を
補
助
し
ま
す
。

施
設
数

2
1
0
箇
所

2
1
0
箇
所

2
1
0
箇
所

2
1
0
箇
所

2
1
0
箇
所

2
1
0
箇
所
高
齢
者
福
祉
課

1
1

高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
の
設
置

補
助
（
清
水
区
（
由
比
・
蒲
原
除
く
）
）

（
再
掲
）

地
域
の
集
会
所
を
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
活
動
や
社
会
参
加
活
動
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
整
備
に
か
か
る
費
用
を
補

助
し
ま
す
。

施
設
数

補
助
件
数

1
6
3
箇
所
５
件

1
6
8
箇
所
５
件

1
7
3
箇
所
５
件

1
8
3
箇
所
５
件

1
7
3
箇
所

1
5
件

1
8
3
箇
所

2
5
件
高
齢
者
福
祉
課

1
2

高
齢
者
社
会
参
加
促
進
事
業

（
清
水
区
、
た
だ
し
由
比
・
蒲
原
除
く
）

（
再
掲
）

各
地
区
が
行
う
文
化
の
伝
承
事
業
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
、
高
齢
者
の
世
代
間
交
流
や
社
会
参
加
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

自
治
会
数

参
加
人
数

1
9
団
体

1
1
,0
0
0
人

1
9
団
体

1
1
,0
0
0
人

1
9
団
体

1
1
,0
0
0
人

1
9
団
体

1
1
,0
0
0
人

1
9
団
体

3
3
,0
0
0
人

1
9
団
体

5
5
,0
0
0
人
高
齢
者
福
祉
課

1
3
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理

（
再
掲
）

番
町
及
び
清
水
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
市
民
活
動
団
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
事
業
運
営
、
立
上
げ
等
に
関
す
る
支
援
や
、

市
民
活
動
拠
点
の
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。

来
館
者
数

利
用
登
録
団
体
数

6
5
,0
0
0
人

1
,0
0
0
団
体

6
5
,5
0
0
人

1
,0
5
0
団
体

6
6
,0
0
0
人

1
,1
0
0
団
体

6
7
,0
0
0
人

1
,2
0
0
団
体

1
9
6
,5
0
0
人

1
,1
0
0
団
体

3
3
0
,0
0
0
人

1
,2
0
0
団
体
市
民
自
治
推
進
課

1
4
市
民
活
動
団
体
と
の
協
働
の
促
進

（
再
掲
）

市
民
活
動
団
体
及
び
市
が
協
働
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
相
互
理
解
が
進
み
社
会
的
課
題
の
解
決
に
向
け
効
果
的
な
方
法
を
実

践
し
ま
す
。

協
働
事
業
数

2
4
8
事
業

2
5
0
事
業

2
5
2
事
業

2
5
5
事
業

7
5
0
事
業

1
,2
5
9
事
業
市
民
自
治
推
進
課

1
5
清
流
ク
リ
ー
ン
作
戦

河
川
環
境
ア
ド
プ
ト
事
業
（
再
掲
）

安
倍
川
、
興
津
川
、
藁
科
川
の
美
化
活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

参
加
者
数

5
,0
7
5
人

5
,1
0
0
人

5
,1
2
5
人

5
,1
7
5
人

1
5
,3
0
0
人

2
5
,6
2
5
人
環
境
創
造
課

1
6
学
校
応
援
団
推
進
事
業
（
再
掲
）

市
内
1
2
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
地
域
本
部
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
地
域
社
会
の
協
力
の
も
と
、
登
下
校
の
見

守
り
や
授
業
の
補
助
な
ど
の
活
動
に
よ
り
、
学
校
を
応
援
す
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
時

間
数

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
会
開

催
回
数

「
学
校
応
援
団
だ
よ
り
」
の
発
行

回
数

計
5
7
6
時
間
４
回
７
回

計
5
7
6
時
間
４
回
７
回

計
5
7
6
時
間
４
回
７
回

計
5
7
6
時
間
４
回
７
回

計
1
,7
2
8
時 間

1
2
回

2
1
回

計
2
,8
8
0
時 間

2
0
回

3
5
回

教
育
総
務
課

1
7
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
（
再

掲
）

地
域
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
、
放
課
後
に
小
学
校
等
を
活
用
し
、
自
由
遊
び
、
各
種
体
験
活
動
・
学
習
教
室
、
交
流
活
動
を
開
催
す

る
こ
と
で
、
児
童
の
安
心
・
安
全
で
充
実
し
た
居
場
所
の
確
保
を
推
進
す
る
と
と
も
に
放
課
後
児
童
ｸ
ﾗ
ブ
と
の
連
携
に
よ
り
、
放
課
後

子
ど
も
対
策
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

実
施
校
数

4
4
校

8
6
校

8
6
校

8
6
校

8
6
校

8
6
校
教
育
総
務
課

1
8
地
域
防
災
訓
練
へ
の
参
加
促
進
（
再

掲
）

各
自
治
会
・
町
内
会
に
対
し
地
域
防
災
訓
練
へ
の
参
加
を
促
し
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
の
実
施
す
る
訓
練
計
画
を
市
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

し
、
地
域
防
災
訓
練
へ
の
参
加
促
進
の
た
め
情
報
提
供
し
ま
す
。

参
加
人
数

1
3
0
,0
0
0
人

1
3
0
,0
0
0
人

1
3
0
,0
0
0
人

1
3
0
,0
0
0
人

3
9
0
,0
0
0
人

6
5
0
,0
0
0
人
危
機
管
理
総
室

各
地
域
総
務
課

1
8

127

資
料
編



（
４

）
 住

ま
い

活
動

指
標

H
3
0
年

度
（
1
年

目
）

H
3
1
年

度
（
2
年

目
)

H
3
2
年

度
（
3
年

目
）

H
3
4
年

度
（
5
年

目
）

H
3
0
～

 H
3
2

年
度

計
（
3
年

間
）

H
3
0
～

 H
3
4

年
度

計
（
5
年

間
）

1
サ

ー
ビ

ス
付

き
高

齢
者

向
け

住
宅

供
給

の
促

進
高

齢
者

が
日

常
生

活
を

営
む

た
め

に
必

要
な

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

る
良

好
な

居
住

環
境

を
備

え
た

高
齢

者
向

け
の

賃
貸

住
宅

（
サ

ー
ビ

ス
付

き
高

齢
者

向
け

住
宅

）
の

供
給

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

適
切

な
運

営
指

導
に

努
め

ま
す

。
供

給
促

進
の

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

住
宅

政
策

課

2
高

齢
者

向
け

優
良

賃
貸

住
宅

供
給

の
促

進
良

好
な

居
住

環
境

を
備

え
た

（
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

・
緊

急
時

対
応

サ
ー

ビ
ス

等
）
高

齢
者

向
け

の
賃

貸
住

宅
の

供
給

を
促

進
す

る
た

め
、

市
の

認
定

を
受

け
整

備
さ

れ
た

住
宅

に
対

し
家

賃
減

額
補

助
を

実
施

し
ま

す
（
1
4
棟

3
0
0
戸

）
。

家
賃

補
助

の
実

施
実

施
実

施
実

施
実

施
実

施
実

施
住

宅
政

策
課

3
あ

ん
し

ん
住

ま
い

助
成

制
度

6
5
歳

以
上

で
、

在
宅

で
の

日
常

生
活

に
支

障
が

あ
る

介
護

認
定

を
受

け
た

高
齢

者
が

、
手

す
り

の
取

付
や

段
差

の
解

消
な

ど
、

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
の

た
め

の
住

宅
改

修
を

行
う

場
合

に
、

そ
の

費
用

の
一

部
を

補
助

し
ま

す
。

利
用

者
数

1
0
人

1
0
人

1
0
人

1
0
人

3
0
人

5
0
人

高
齢

者
福

祉
課

4
家

賃
債

務
保

証
制

度
の

普
及

促
進

高
齢

者
世

帯
が

賃
貸

住
宅

に
入

居
す

る
際

の
家

賃
債

務
等

を
保

証
し

、
連

帯
保

証
人

の
役

割
を

担
う

家
賃

債
務

保
証

制
度

（
一

財
高

齢
者

住
宅

社
団

）
の

市
民

へ
の

周
知

を
行

い
ま

す
。

広
報

活
動

数
２

回
２

回
２

回
２

回
６

回
１

０
回

住
宅

政
策

課

5
空

き
家

の
利

活
用

空
き

家
を

住
ま

い
に

利
活

用
す

る
た

め
の

「
空

き
家

情
報

バ
ン

ク
」
登

録
を

実
施

し
、

内
容

充
実

に
努

め
ま

す
。

空
き

家
情

報
バ

ン
ク

登
録

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

住
宅

政
策

課

6
市

営
住

宅
へ

の
入

居
支

援
高

齢
者

に
対

す
る

優
遇

措
置

の
実

施
や

単
身

入
居

者
の

受
け

入
れ

な
ど

、
市

営
住

宅
へ

の
入

居
機

会
の

拡
大

を
通

じ
、

支
援

し
ま

す
。

優
遇

措
置

の
実

施
実

施
実

施
実

施
実

施
実

施
実

施
住

宅
政

策
課

7
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

の
整

備

居
宅

で
の

介
護

が
困

難
な

要
介

護
認

定
者

が
安

心
し

て
生

活
で

き
る

よ
う

に
、

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
の

適
切

な
整

備
量

を
維

持
し

て
い

き
ま

す
。

本
市

の
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

待
機

者
数

は
今

後
も

減
少

傾
向

が
続

く
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

今
期

計
画

で
は

「
施

設
の

安
定

的
運

営
に

よ
る

継
続

的
な

入
所

先
の

確
保

」
に

重
点

を
お

き
、

新
た

に
施

設
別

の
入

所
状

況
の

公
表

を
行

い
ま

す
。

な
お

、
特

養
の

待
機

者
数

が
増

加
傾

向
に

転
じ

、
定

員
増

加
の

必
要

性
が

生
じ

た
場

合
に

は
、

新
設

や
既

存
施

設
か

ら
の

転
換

等
の

施
設

整
備

を
検

討
し

ま
す

。

整
備

床
数

（
着

工
ベ

ー
ス

）
整

備
床

数
（
指

定
ベ

ー
ス

）
整

備
総

床
数

（
指

定
ベ

ー
ス

）

  
  
０

床
  
1
0
0
床

3
,7

1
1
床

  
  
 ０

床
  
  
 ０

床
3
,7

1
1
床

  
  
 ０

床
  
  
 ０

床
3
,7

1
1
床

  
  
 ０

床
  
  
 ０

床
3
,7

1
1
床

  
 ０

床
  
1
0
0
床

3
,7

1
1
床

  
 ０

床
  
1
0
0
床

3
,7

1
1
床

高
齢

者
福

祉
課

8

【
新

規
】

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
の

入
所

状
況

の
公

表

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
へ

の
入

所
を

希
望

す
る

方
の

速
や

か
な

入
所

を
可

能
に

す
る

た
め

、
静

岡
市

老
人

福
祉

施
設

連
絡

会
の

協
力

の
も

と
、

施
設

別
の

「
入

所
申

込
者

数
」
及

び
「
空

床
数

」
の

情
報

提
供

を
行

い
ま

す
。

情
報

更
新

回
数

月
１

回
（
年

1
2
回

）
月

１
回

（
年

1
2
回

）
月

１
回

（
年

1
2
回

）
月

１
回

（
年

1
2
回

）
月

１
回

（
年

1
2
回

）
月

１
回

（
年

1
2
回

）
高

齢
者

福
祉

課

N
o
.

(1
) 
事

業
名

(4
) 

所
管

課
(2

) 
事

業
内

容

(3
) 
計

画

1
9
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9
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営

環
境
上
の
理
由
及
び
経
済
的
な
理
由
で
、
居
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
概
ね
6
5
才
以
上
の
高
齢
者
が
入
所
す
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
指
定
管
理
者
に
よ
り
運
営
し
ま
す
。
（
２
館
：
静
岡
老
人
ホ
ー
ム
、
清
水
松
風
荘
）

利
用
者
数

1
1
1
人
（
２
施

設
定
員
1
9
0

人
）
※
市
外

措
置
３
人

1
1
1
人
（
２
施

設
定
員
1
9
0

人
）
※
市
外

措
置
３
人

1
1
1
人
（
２
施

設
定
員
1
9
0

人
）
※
市
外

措
置
３
人

1
1
1
人
（
２
施

設
定
員
1
9
0

人
）
※
市
外

措
置
３
人

3
3
3
人

市
外
措
置
９ 人

5
5
5
人

市
外
措
置
1
5
人
高
齢
者
福
祉
課

1
0
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
支
援

高
齢
の
た
め
独
立
し
て
生
活
す
る
に
は
不
安
が
あ
り
、
家
族
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
が
、
低
額
の
料
金
で
入
所
で

き
る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
事
務
費
を
補
助
し
ま
す
。

利
用
者
数

4
0
0
人
（
７
施

設
定
員
4
3
0

人
）

4
0
0
人
（
７
施

設
定
員
4
3
0

人
）

4
0
0
人
（
７
施

設
定
員
4
3
0
人
）

4
0
0
人
（
７
施

設
定
員
4
3
0
人
）

1
,2
0
0
人

2
,0
0
0
人
高
齢
者
福
祉
課

1
1
静
岡
呉
服
町
第
二
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業

市
街
地
再
開
発
事
業
に
よ
り
静
岡
都
心
部
に
高
齢
者
向
け
の
居
住
施
設
を
含
む
複
合
施
設
を
整
備
す
る
に
あ
た
り
、
施
設
整
備
に

係
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
支
援
を
行
い
ま
す
。

工
事
進
捗
率

施
設
開
所

1
0
0
%

－
－

－
施
設
開
所

1
0
0
%

施
設
開
所

1
0
0
%
市
街
地
整
備
課

1
2
福
祉
用
具
・
住
宅
改
修
支
援
事
業

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー
に
展
示
し
て
あ
る
福
祉
用
具
・
自
助
具
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
室
な
ど
を
活
用
し
て
、
リ
ハ
ビ

リ
専
門
の
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
件
数

福
祉
用
具
展
示

2
5
0
件

3
2
0
点

2
5
0
件

3
2
0
点

2
5
0
件

3
2
0
点

2
5
0
件

3
2
0
点

7
5
0
件

3
2
0
点

1
,2
5
0
件

3
2
0
点
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推

進
セ
ン
タ
ー

1
3
木
造
住
宅
耐
震
補
強
事
業

昭
和
5
6
年
５
月
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
工
事
事
業
費
に
対
す
る
助
成
制
度
に
つ
い
て
、
高
齢
者
の
み
の
世

帯
や
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
の
住
宅
等
に
つ
い
て
は
割
増
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

助
成
の
実
施

（
住
宅
の
耐
震
化
率
）

（
５
年
毎
に
実
施
さ
れ
る
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
に
基
づ
き
算
出

す
る
た
め
平
成
2
7
年
度
の
次
は

3
2
年
度
公
表
予
定
）

実
施
（
―
）

実
施
（
―
）

実
施

（
9
5
%
）

実
施
（
―
）

実
施

（
9
5
%
）

実
施
（
―
）
建
築
指
導
課

1
4
家
具
等
固
定
推
進
事
業

家
具
等
の
転
倒
防
止
対
策
と
し
て
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
重
度
の
障
害
の
あ
る
人
の
世
帯
に
お
け
る
家
具
等
の
固
定
費
用
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

補
助
件
数

3
0
件

3
0
件

3
0
件

3
0
件

9
0
件

1
5
0
件
建
築
指
導
課

1
5
高
齢
者
福
祉
施
設
等
の
消
防
訓
練

の
指
導
及
び
実
施

高
齢
者
福
祉
施
設
の
利
用
者
の
状
況
に
合
わ
せ
た
消
防
訓
練
の
指
導
等
を
実
施
し
、
施
設
職
員
に
対
す
る
防
火
・
防
災
能
力
の
向

上
と
利
用
者
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
施
設
へ
の
指
導

件
数

5
0
件

5
0
件

5
0
件

5
0
件

1
5
0
件

2
5
0
件
予
防
課

1
6
住
宅
防
火
訪
問

火
災
予
防
運
動
期
間
中
（
年
度
内
２
回
）
に
、
職
員
が
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
（
7
5
歳
以
上
）
世
帯
を
訪
問
し
、
聞
き
取
り
調
査
や
防

火
指
導
を
行
い
、
住
宅
防
火
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

訪
問
件
数

5
,0
0
0
件

5
,0
0
0
件

5
,0
0
0
件

5
,0
0
0
件

1
5
,0
0
0
件

2
5
,0
0
0
件
予
防
課

1
7
住
宅
用
火
災
警
報
器
取
付
支
援
事

業
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
付
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
6
5
歳
以
上
の
単
身
世
帯
に
対
し
、
消
防
職
員
が
自
宅
を
訪
問
し
て
取
付
支
援

を
行
い
ま
す
。

支
援
件
数

3
5
件

3
5
件

3
5
件

3
5
件

1
0
5
件

1
7
5
件
予
防
課

1
8
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
生
活
援
助
員

派
遣
事
業
（
再
掲
）

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
に
、
緊
急
時
の
対
応
の
ほ
か
、
生
活
指
導
・
相
談
、
一
時
的
な
家
事
援
助
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
生
活
援
助

員
を
派
遣
し
ま
す
。

利
用
戸
数

5
9
戸

5
9
戸

5
9
戸

5
9
戸

5
9
戸

5
9
戸
高
齢
者
福
祉
課

2
0
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３
　

＜
山

頂
＞

医
療

・
介

護
の

専
門

職
の

連
携

に
よ

る
支

援

（
１

）
 在

宅
医

療
・
介

護
の

専
門

職
の

連
携

活
動

指
標

H
3
0
年

度
（
1
年

目
）

H
3
1
年

度
（
2
年

目
)

H
3
2
年

度
（
3
年

目
）

H
3
4
年

度
（
5
年

目
）

H
3
0
～

 H
3
2

年
度

計
（
3
年

間
）

H
3
0
～

 H
3
4

年
度

計
（
5
年

間
）

1
「
自

宅
で

ず
っ

と
」
在

宅
医

療
・
介

護
連

携
推

進
事

業

高
齢

者
が

、
医

療
・
介

護
が

必
要

と
な

っ
て

も
、

住
み

慣
れ

た
自

宅
で

ず
っ

と
最

期
ま

で
安

心
し

て
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

小
学

校
区

程
度

の
身

近
な

地
域

で
、

医
療

・
介

護
の

専
門

職
や

地
域

住
民

か
ら

な
る

チ
ー

ム
に

よ
る

「
自

宅
で

ず
っ

と
」
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
を

重
ね

、
地

域
の

現
状

、
課

題
等

を
把

握
し

、
地

域
で

の
支

援
体

制
を

構
築

し
ま

す
。

「
自

宅
で

ず
っ

と
」
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
の

実
施

圏
域

新
規

8
か

所
、

拡
大

・
強

化
地

区
1
6
圏

域
で

実
施

新
規

6
か

所
、

拡
大

・
強

化
地

区
2
4
圏

域
で

実
施

全
圏

域
で

実
施

全
圏

域
で

実
施

全
圏

域
で

実
施

全
圏

域
で

実
施

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

2
医

療
・
介

護
・
福

祉
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
人

材
配

置
事

業

病
院

や
地

域
の

医
療

・
介

護
・
福

祉
関

係
者

等
か

ら
在

宅
医

療
・
介

護
に

関
す

る
相

談
を

受
け

、
公

正
中

立
な

立
場

か
ら

、
か

か
り

つ
け

医
の

紹
介

や
介

護
・
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

調
整

等
に

関
す

る
助

言
・
情

報
提

供
、

関
係

機
関

と
の

調
整

な
ど

を
行

う
“
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
”
を

配
置

し
ま

す
。

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

の
配

置
２

名
配

置
２

名
配

置
２

名
配

置
２

名
配

置
２

名
配

置
２

名
配

置
地

域
包

括
ケ

ア
推

進
本

部

3
在

宅
医

療
・
介

護
連

携
協

議
会

に
よ

る
在

宅
医

療
の

推
進

在
宅

医
療

を
推

進
す

る
た

め
、

医
療

や
介

護
の

関
係

者
等

で
構

成
す

る
「
静

岡
市

在
宅

医
療

・
介

護
連

携
協

議
会

」
に

お
い

て
、

実
態

調
査

の
分

析
を

基
に

、
在

宅
医

療
・
介

護
の

連
携

の
推

進
に

関
す

る
事

業
計

画
の

策
定

、
必

要
な

情
報

交
換

を
行

う
な

ど
、

計
画

に
基

づ
く
取

組
み

を
継

続
的

に
推

進
す

る
た

め
に

、
協

議
し

て
い

き
ま

す
。

協
議

会
の

開
催

部
会

の
開

催
３

回
随

時
３

回
随

時
３

回
随

時
３

回
随

時
９

回
随

時
1
5
回

随
時

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

専
門

職
向

け
研

修
の

開
催

１
回

１
回

１
回

１
回

３
回

５
回

市
民

公
開

講
座

の
開

催
出

前
講

座
の

実
施

１
回

実
施

１
回

実
施

１
回

実
施

１
回

実
施

３
回

実
施

５
回

実
施

5
情

報
ツ

ー
ル

を
活

用
し

た
連

携
の

推
進

関
係

機
関

と
の

連
絡

や
情

報
提

供
の

た
め

に
使

用
し

て
い

る
連

携
シ

ー
ト

の
「
様

式
集

」
な

ど
に

つ
い

て
、

そ
の

活
用

状
況

を
検

証
し

、
よ

り
効

果
的

な
活

用
が

で
き

る
よ

う
見

直
す

と
と

も
に

、
連

携
強

化
の

た
め

の
情

報
共

有
シ

ス
テ

ム
の

活
用

に
向

け
て

検
討

し
て

い
き

ま
す

。

連
携

の
た

め
の

様
式

集
の

作
成

・
見

直
し

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

6
地

域
ケ

ア
会

議
の

開
催

地
域

の
課

題
を

把
握

し
、

そ
れ

ら
の

課
題

解
決

の
た

め
、

地
域

の
医

療
、

福
祉

、
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
、

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ー
ビ

ス
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

の
た

め
、

圏
域

ご
と

に
地

域
ケ

ア
会

議
を

開
催

し
ま

す
。

多
職

種
に

よ
り

検
討

し
た

ケ
ア

プ
ラ

ン
数

2
0
0
件

2
0
0
件

2
0
0
件

2
0
0
件

6
0
0
件

1
0
0
0
件

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

7
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
リ

ー
ダ

ー
活

動
支

援
事

業
要

介
護

者
等

に
、

よ
り

良
い

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
が

で
き

る
よ

う
、

市
内

の
介

護
支

援
専

門
員

へ
の

支
援

体
制

を
強

化
す

る
た

め
、

実
務

経
験

に
応

じ
た

各
種

研
修

や
弁

護
士

に
よ

る
法

律
相

談
を

実
施

し
ま

す
。

研
修

参
加

者
数

課
題

が
整

理
で

き
た

割
合

1
8
5
人

８
割

1
8
5
人

８
割

1
8
5
人

８
割

1
8
5
人

８
割

5
5
5
人

８
割

9
2
5
人

８
割

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

8
在

宅
医

療
・
介

護
の

提
供

と
連

携
に

関
す

る
実

態
調

査

在
宅

医
療

・
介

護
連

携
推

進
の

た
め

の
基

礎
資

料
と

し
て

、
医

療
機

関
や

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
等

の
運

営
体

制
、

提
供

サ
ー

ビ
ス

の
情

報
、

及
び

各
関

係
機

関
の

連
携

に
お

け
る

現
状

や
課

題
を

把
握

し
ま

す
。

ま
た

、
調

査
に

よ
り

把
握

さ
れ

る
在

宅
医

療
・
介

護
連

携
に

係
る

現
状

か
ら

、
こ

れ
ま

で
の

取
組

の
効

果
検

証
を

行
う

と
と

も
に

、
現

在
の

課
題

の
解

決
に

向
け

た
取

組
の

検
討

を
行

い
ま

す
。

実
態

調
査

の
実

施
―

―
実

施
―

実
施

実
施

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

N
o
.

(1
) 
事

業
名

4

専
門

職
、

市
民

を
対

象
と

し
た

研
修

会
等

の
開

催
　

ア
　

専
門

職
へ

の
研

修
等

　
イ

　
市

民
へ

の
啓

発

在
宅

医
療

を
円

滑
に

進
め

て
い

く
た

め
に

は
、

医
療

を
は

じ
め

と
し

た
介

護
・
福

祉
等

の
専

門
職

の
意

識
を

高
め

、
見

識
を

広
め

る
取

組
と

と
も

に
、

市
民

に
も

在
宅

医
療

に
関

す
る

知
識

を
習

得
し

て
も

ら
い

、
理

解
を

得
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

そ
の

た
め

、
専

門
職

が
切

れ
目

の
な

い
在

宅
医

療
や

介
護

を
提

供
す

る
た

め
に

、
相

互
の

理
解

を
深

め
、

多
職

種
連

携
に

繋
が

る
研

修
を

展
開

し
て

い
き

ま
す

。
ま

た
、

市
民

に
は

、
在

宅
医

療
の

現
状

、
終

末
期

の
医

療
、

人
生

の
最

期
の

迎
え

方
等

、
在

宅
医

療
へ

の
理

解
促

進
に

つ
な

が
る

よ
う

、
多

岐
に

わ
た

る
題

材
で

、
専

門
職

に
よ

る
講

座
を

展
開

し
て

い
き

ま
す

。

(2
) 
事

業
内

容

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

(4
) 

所
管

課

(3
) 
計

画

2
1

130

資
料
編



9
【
新

規
】

在
宅

医
等

養
成

研
修

事
業

在
宅

医
療

の
充

実
を

図
る

た
め

に
、

医
師

会
と

協
力

し
た

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

構
築

し
、

同
行

訪
問

等
研

修
を

実
施

す
る

な
ど

、
在

宅
医

療
を

担
う

医
師

及
び

訪
問

看
護

師
の

確
保

を
図

り
ま

す
。

研
修

会
の

開
催

数
６

回
６

回
６

回
６

回
1
8
回

3
0
回

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

1
0

医
師

等
確

保
対

策
事

業
休

日
又

は
夜

間
に

お
け

る
病

院
群

輪
番

制
運

営
事

業
を

は
じ

め
と

す
る

地
域

医
療

体
制

を
維

持
し

、
市

民
が

安
心

し
て

医
療

を
受

け
ら

れ
る

環
境

を
確

保
す

る
た

め
、

公
的

病
院

の
医

師
、

看
護

師
等

の
医

療
職

確
保

を
支

援
し

ま
す

。
補

助
制

度
を

活
用

し
て

確
保

し
た

医
師

数
５

人
５

人
５

人
５

人
1
5
人

2
5
人

保
健

医
療

課

1
1

山
間

地
医

療
確

保
対

策
事

業
医

師
の

定
着

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
山

間
地

域
の

住
民

が
安

心
し

て
医

療
を

受
け

ら
れ

る
環

境
を

確
保

す
る

た
め

、
山

間
地

域
に

お
け

る
公

設
民

営
診

療
所

の
運

営
に

係
る

費
用

を
助

成
し

ま
す

。
山

間
地

診
療

所
（
５

か
所

）
の

開
設

状
況

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

保
健

医
療

課

1
2

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

の
開

設
（
清

水
病

院
）

急
性

期
を

脱
し

た
患

者
の

在
宅

復
帰

を
進

め
る

た
め

、
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
を

開
設

し
、

在
宅

へ
の

ス
ム

ー
ズ

な
退

院
を

支
援

し
ま

す
。

病
床

数
3
5
床

3
5
床

3
5
床

3
5
床

3
5
床

3
5
床

清
水

病
院

事
務

局
病

院
総

務
課

1
3

急
病

セ
ン

タ
ー

管
理

事
業

初
期

救
急

医
療

の
充

実
を

図
る

た
め

、
毎

夜
間

に
お

け
る

急
病

患
者

に
対

す
る

一
時

的
な

応
急

診
療

を
提

供
し

ま
す

。
毎

夜
間

の
実

施
昨

年
度

並
の

受
診

患
者

数
3
6
5
日

2
2
,6

4
3
人

3
6
5
日

2
2
,6

4
3
人

3
6
5
日

2
2
,6

4
3
人

3
6
5
日

2
2
,6

4
3
人

1
,0

9
6
日

6
7
,9

2
9
人

1
,8

2
6
日

1
1
3
,2

1
5
人

保
健

医
療

課

1
4

病
院

群
輪

番
制

運
営

費
助

成
事

業
休

日
又

は
夜

間
に

お
け

る
重

症
救

急
患

者
が

必
要

と
す

る
医

療
を

確
保

す
る

た
め

、
第

二
次

救
急

医
療

機
関

の
病

院
群

輪
番

制
運

営
事

業
を

支
援

し
ま

す
。

当
番

実
施

日
数

3
6
5
日

3
6
6
日

3
6
5
日

3
6
5
日

1
,0

9
6
日

1
,8

2
6
日

保
健

医
療

課

1
5

精
神

科
救

急
医

療
体

制
整

備
事

業
休

日
及

び
夜

間
に

お
け

る
緊

急
時

の
精

神
科

救
急

医
療

提
供

体
制

を
確

保
す

る
た

め
、

①
患

者
受

け
入

れ
の

た
め

の
医

師
、

病
床

確
保

 ②
精

神
医

療
相

談
 ③

2
4
時

間
3
6
5
日

の
情

報
提

供
及

び
関

係
機

関
と

の
連

絡
調

整
 ④

身
体

合
併

症
対

応
の

医
師

、
病

床
確

保
の

４
事

業
を

委
託

に
よ

り
運

営
し

ま
す

。
救

急
医

療
体

制
の

確
保

3
6
5
日

3
6
6
日

3
6
5
日

3
6
5
日

3
6
5
日

3
6
5
日

保
健

所
精

神
保

健
福

祉
課

1
6

在
宅

当
番

医
制

運
営

事
業

日
曜

日
、

休
日

及
び

年
末

年
始

並
び

に
土

曜
日

の
午

後
に

お
け

る
初

期
救

急
患

者
の

医
療

を
確

保
す

る
た

め
、

在
宅

当
番

医
に

よ
る

救
急

診
療

体
制

を
運

営
し

ま
す

。
日

祝
日

等
に

お
け

る
初

期
救

急
診

療
実

施
日

数
7
3
日

7
2
日

7
2
日

7
2
日

2
1
7
日

3
6
1
日

保
健

医
療

課

1
7

救
急

歯
科

セ
ン

タ
ー

運
営

費
助

成
事

業
日

曜
日

、
休

日
及

び
年

末
年

始
の

救
急

歯
科

患
者

の
医

療
を

確
保

す
る

た
め

、
一

般
社

団
法

人
静

岡
市

静
岡

歯
科

医
師

会
が

運
営

す
る

救
急

歯
科

セ
ン

タ
ー

の
運

営
費

を
支

援
し

ま
す

。
日

祝
日

等
に

お
け

る
救

急
歯

科
診

療
対

応
日

数
7
3
日

7
2
日

7
2
日

7
2
日

2
1
7
日

3
6
1
日

保
健

医
療

課

1
8

医
療

安
全

支
援

セ
ン

タ
ー

事
業

主
な

業
務

と
し

て
、

医
療

に
関

し
て

、
市

民
の

方
か

ら
の

様
々

な
相

談
や

苦
情

を
う

か
が

う
た

め
の

相
談

窓
口

（
ほ

っ
と

は
あ

と
）
を

設
置

し
、

助
言

等
を

行
う

こ
と

で
、

市
民

と
医

療
機

関
と

の
信

頼
関

係
の

構
築

を
支

援
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

医
療

安
全

に
関

す
る

助
言

及
び

情
報

提
供

を
行

う
た

め
に

、
市

民
向

け
に

は
市

政
出

前
講

座
、

医
療

従
事

者
向

け
に

は
研

修
会

や
患

者
相

談
窓

口
情

報
交

換
会

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
な

お
、

医
療

安
全

支
援

セ
ン

タ
ー

を
適

切
に

運
営

し
て

い
く
た

め
に

、
医

療
安

全
推

進
協

議
会

を
設

置
し

て
い

ま
す

。

医
療

安
全

推
進

協
議

会
医

療
安

全
支

援
セ

ン
タ

ー
ほ

っ
と

は
あ

と
医

療
従

事
者

向
け

研
修

会
市

政
出

前
講

座
患

者
相

談
窓

口
情

報
交

換
会

２
回

実
施

３
回

９
回

１
回

２
回

実
施

３
回

９
回

１
回

２
回

実
施

３
回

９
回

１
回

２
回

実
施

３
回

９
回

１
回

６
回

実
施

９
回

2
7
回

３
回

1
0
回

実
施

1
5
回

4
5
回

５
回

生
活

衛
生

課

1
9

こ
こ

ろ
の

健
康

に
関

す
る

地
域

支
援

事
業

精
神

保
健

福
祉

関
係

機
関

の
職

員
に

、
専

門
的

な
教

育
研

修
を

実
施

し
た

り
、

関
係

機
関

に
対

し
技

術
援

助
、

組
織

育
成

を
実

施
し

ま
す

。
研

修
開

催
回

数
技

術
援

助
実

施
回

数
２

回
1
4
0
回

２
回

1
4
0
回

２
回

1
4
0
回

２
回

1
4
0
回

６
回

4
2
0
回

1
0
回

7
0
0
回

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

2
0

認
知

症
対

策
推

進
協

議
会

の
開

催
認

知
症

施
策

に
係

る
医

療
・
介

護
・
福

祉
の

関
係

者
等

が
参

加
し

、
市

内
に

お
け

る
認

知
症

疾
患

医
療

セ
ン

タ
ー

の
運

営
を

中
心

に
、

認
知

症
施

策
全

般
の

推
進

に
つ

い
て

協
議

を
行

い
ま

す
。

協
議

会
開

催
回

数
２

回
２

回
２

回
２

回
６

回
1
0
回

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

2
1

認
知

症
ケ

ア
パ

ス
の

策
定

・
普

及

認
知

症
の

人
や

そ
の

家
族

が
、

認
知

症
と

疑
わ

れ
る

症
状

が
発

生
し

た
場

合
に

、
い

つ
、

ど
こ

で
、

ど
の

よ
う

な
医

療
や

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
れ

ば
よ

い
か

理
解

で
き

る
よ

う
、

認
知

症
ケ

ア
パ

ス
の

作
成

と
普

及
を

推
進

す
る

事
業

で
す

。
地

域
ご

と
に

医
療

・
介

護
等

が
適

切
に

連
携

す
る

こ
と

を
確

保
す

る
た

め
に

は
、

認
知

症
の

状
態

に
応

じ
た

適
切

な
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

流
れ

（
「
認

知
症

ケ
ア

パ
ス

」
）
を

確
立

す
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

地
域

ご
と

の
医

療
・
介

護
等

の
資

源
を

活
か

し
つ

つ
、

サ
ー

ビ
ス

が
切

れ
目

な
く
提

供
さ

れ
る

よ
う

な
「
日

常
生

活
圏

域
ご

と
の

認
知

症
ケ

ア
パ

ス
」
を

作
成

・
見

直
し

、
そ

の
活

用
を

推
進

し
て

い
き

ま
す

。

作
成

圏
域

部
会

１
回

１
回

１
回

１
回

３
回

５
回

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

本
部

2
2
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2
2
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
運
営

認
知
症
の
疑
い
の
あ
る
人
に
つ
い
て
は
、
か
か
り
つ
け
医
等
か
ら
の
紹
介
に
よ
り
、
速
や
か
に
鑑
別
診
断
を
行
う
認
知
症
専
門
の
医

療
機
関
を
運
営
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
を
踏
ま
え
、
新
た
な
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

運
営
箇
所
数

３
箇
所

３
箇
所

３
箇
所

３
箇
所

３
箇
所

３
箇
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
本
部

2
3
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
の
養
成
研
修
及

び
配
置

認
知
症
患
者
の
診
療
に
習
熟
し
、
か
か
り
つ
け
医
へ
の
助
言
そ
の
他
の
支
援
を
行
い
、
専
門
医
療
機
関
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
と
の
連
携
の
推
進
役
と
な
る
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
を
養
成
し
、
各
圏
域
に
１
名
以
上
を
配
置
し
ま
す
。

養
成
数

配
置
圏
域
数

５
人

2
9
圏
域

９
人

2
9
圏
域

７
人

2
9
圏
域

６
人

2
9
圏
域

2
1
人

2
9
圏
域

3
3
人

2
9
圏
域
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
本
部

2
4
か
か
り
つ
け
医
認
知
症
対
応
力
向
上

研
修

主
治
医
に
対
し
、
適
切
な
認
知
症
診
断
の
知
識
・
技
術
及
び
家
族
か
ら
の
悩
み
や
話
を
聞
く
姿
勢
を
習
得
す
る
た
め
の
研
修
を
実
施

し
ま
す
。

開
催
数

受
講
者
数

１
回

7
0
人

２
回

1
4
0
人

３
回

2
1
0
人

１
回

7
0
人

６
回

4
2
0
人

８
回

5
6
0
人
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
本
部

2
5
認
知
症
ケ
ア
向
上
推
進
事
業
（
多
職

種
協
働
研
修
）

医
療
と
介
護
等
が
相
互
の
役
割
・
機
能
を
理
解
し
な
が
ら
、
総
合
的
な
ケ
ア
に
つ
な
が
る
た
め
に
、
地
域
に
お
け
る
認
知
症
ケ
ア
に

携
わ
る
多
職
種
協
働
の
強
化
と
医
療
・
介
護
・
福
祉
等
の
人
材
育
成
・
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

研
修
会
開
催
数

１
回

１
回

１
回

１
回

３
回

５
回
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
本
部

2
6
認
知
症
初
期
集
中
支
援
事
業

認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
の
よ
い
環
境
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
た
め
に
、
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
に
早
期
か
ら
関
わ
る
「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
を
配
置
し
、
早
期
診
断
・
早
期
対
応
に
向
け
た
支

援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
は
、
複
数
の
専
門
職
が
家
族
の
訴
え
等
に
よ
り
、
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
や
認
知
症
の
人
及

び
そ
の
家
族
を
訪
問
し
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
家
族
支
援
等
の
初
期
の
支
援
を
包
括
的
・
集
中
的
に
行
い
、
自
立
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。

検
討
委
員
会

チ
ー
ム
数

３
回

３
チ
ー
ム

３
回

３
チ
ー
ム

３
回

３
チ
ー
ム

３
回

３
チ
ー
ム

９
回

３
チ
ー
ム

1
5
回

３
チ
ー
ム
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
本
部

2
7
認
知
症
介
護
実
践
者
等
研
修
事
業

認
知
症
高
齢
者
に
対
し
て
適
切
な
知
識
と
技
術
に
よ
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
知
識
、
経
験
、
職
種
等
に
応
じ
た
研
修

を
開
催
し
、
介
護
技
術
の
向
上
、
専
門
的
な
人
材
の
養
成
な
ど
、
認
知
症
高
齢
者
に
対
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
実
践
者
研
修
、
実
務
リ
ー
ダ
ー
研
修
、
開
設
者
研
修
、
管
理
者
研
修
、
計
画
作
成
者
研
修
、
指
導
者
養
成
研
修
、
指
導
者
養
成

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
）

各
研
修
開
催
数

実
践
者
研
修

実
践
リ
ー
ダ
ー
研
修

開
設
者
研
修

管
理
者
研
修

計
画
作
成
者
研
修
指
導
者
養

成
研
修

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

各
研
修
１
回

各
研
修
１
回

各
研
修
１
回

各
研
修
１
回

各
研
修
１
回

各
研
修
１
回
介
護
保
険
課

2
8
若
年
性
認
知
症
施
策
の
推
進

若
年
性
認
知
症
の
人
や
家
族
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
そ
の
実
態
の
把
握
と
と
も
に
、
対
象
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
取
組
を
進
め
ま

す
。

講
演
会
開
催
数

参
加
者
数

１
回

1
0
0
人

１
回

1
0
0
人

１
回

1
0
0
人

１
回

1
0
0
人

３
回

3
0
0
人

５
回

5
0
0
人
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
本
部

2
9
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
の
配
置

医
療
と
介
護
の
連
携
強
化
、
認
知
症
カ
フ
ェ
へ
の
助
言
な
ど
地
域
に
お
け
る
支
援
体
制
の
構
築
を
図
る
た
め
、
医
療
機
関
と
介
護

サ
ー
ビ
ス
及
び
地
域
の
支
援
機
関
を
繋
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に

配
置
し
ま
す
。

養
成
数

配
置
圏
域
数

３
人

1
2
圏
域

３
人

1
5
圏
域

３
人

1
8
圏
域

３
人

2
4
圏
域

９
人

1
8
圏
域

1
5
人

2
4
圏
域
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
本
部

3
0
認
知
症
施
策
等
総
合
支
援
事
業

認
知
症
介
護
に
関
す
る
事
業
者
の
知
識
・
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
、
事
業
所
従
事
者
を
対
象
と
し
た
認
知
症
介
護
の
指
導
者
養

成
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

※
本
市
の
規
模
で
は
、
９
人
の
修
了
者
確
保
が
望
ま
し
い
。
（
５
中
学
校
区
に
１
人
　
H
2
9
：
７
人
）

受
講
者
数

（
累
計
）

１
人

（
８
人
）

１
人

（
９
人
）

１
人

（
1
0
人
）

１
人

（
1
2
人
）

３
人

（
1
0
人
）

５
人

（
1
2
人
）
介
護
保
険
課

3
1
【
新
規
】

が
ん
末
期
在
宅
介
護
支
援
事
業
補
助
末
期
が
ん
の
方
が
、
経
済
的
に
安
心
し
て
在
宅
介
護
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

事
業
の
実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施
介
護
保
険
課

2
3
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介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講

就
労
助
成
金
事
業

（
制
度
利
用
）

3
9
人

3
9
人

3
9
人

3
9
人

1
1
7
人

1
9
5
人

介
護
従
事
者
の
た
め
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
事
業

（
受
講
者
の
従
事
継
続
率
）

9
5
%
以
上

9
5
%
以
上

9
5
%
以
上

9
5
%
以
上

9
5
%
以
上

9
5
%
以
上

有
資
格
者
の
た
め
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
事
業

（
受
講
後
の
就
職
者
数
）

2
0
人

2
0
人

2
0
人

2
0
人

6
0
人

1
0
0
人

市
民
向
け
介
護
講
座

（
参
加
人
数
）

6
0
人

6
0
人

6
0
人

6
0
人

1
8
0
人

3
0
0
人

【
新
規
】

民
間
教
育
力
活
用
事
業
と
の
連

携
（
事
業
の
実
施
）

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

【
新
規
】

介
護
従
事
者
の
た
め
の
勤
務
環

境
改
善
支
援
事
業

（
事
業
所
数
）

検
討
・

実
施

検
討
・

実
施

検
討
・

実
施

検
討
・

実
施

検
討
・

実
施

実
施

【
新
規
】

要
介
護
度
改
善
評
価
事
業
（
表

彰
件
数
）

検
討
・

実
施

検
討
・

実
施

検
討
・

実
施

検
討
・

実
施

検
討
・

実
施

実
施

3
2
介
護
人
材
の
確
保
対
策

将
来
に
わ
た
っ
て
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
介
護
人
材
の
確
保
と
育
成
に
向
け
た
本

市
主
催
の
研
修
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
若
い
世
代
を
中
心
に
、
介
護
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
人
材
確
保
策
を
検
討
・
実
施
し
ま
す
。

介
護
保
険
課

2
4
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３
章

　
持

続
可

能
な

介
護

保
険

制
度

の
実

現

活
動

指
標

H
3
0
年

度
（
1
年

目
）

H
3
1
年

度
（
2
年

目
)

H
3
2
年

度
（
3
年

目
）

H
3
4
年

度
（
5
年

目
）

H
3
0
～

 H
3
2

年
度

計
（
3
年

間
）

H
3
0
～

 H
3
4

年
度

計
（
5
年

間
）

介
護

職
員

初
任

者
研

修
受

講
就

労
助

成
金

事
業

（
制

度
利

用
）

3
9
人

3
9
人

3
9
人

3
9
人

1
1
7
人

1
9
5
人

介
護

従
事

者
の

た
め

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研

修
事

業
（
受

講
者

の
従

事
継

続
率

）
9
5
%
以

上
9
5
%
以

上
9
5
%
以

上
9
5
%
以

上
9
5
%
以

上
9
5
%
以

上

有
資

格
者

の
た

め
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

（
受

講
後

の
就

職
者

数
）

2
0
人

2
0
人

2
0
人

2
0
人

6
0
人

1
0
0
人

市
民

向
け

介
護

講
座

（
参

加
人

数
）

6
0
人

6
0
人

6
0
人

6
0
人

1
8
0
人

3
0
0
人

【
新

規
】

民
間

教
育

力
活

用
事

業
と

の
連

携
（
事

業
の

実
施

）
実

施
実

施
実

施
実

施
実

施
実

施

【
新

規
】

介
護

従
事

者
の

た
め

の
勤

務
環

境
改

善
支

援
事

業
（
事

業
所

数
）

検
討
・

実
施

検
討
・

実
施

検
討
・

実
施

検
討
・

実
施

検
討
・

実
施

実
施

【
新

規
】

要
介

護
度

改
善

評
価

事
業

（
表

彰
件

数
）

検
討
・

実
施

検
討
・

実
施

検
討
・

実
施

検
討
・

実
施

検
討
・

実
施

実
施

2
認

知
症

介
護

実
践

者
等

研
修

事
業

（
再

掲
）

認
知

症
高

齢
者

に
対

し
て

適
切

な
知

識
と

技
術

に
よ

り
介

護
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

る
よ

う
、

知
識

、
経

験
、

職
種

等
に

応
じ

た
研

修
を

開
催

し
、

介
護

技
術

の
向

上
、

専
門

的
な

人
材

の
養

成
な

ど
、

認
知

症
高

齢
者

に
対

す
る

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
を

図
り

ま
す

。
（
実

践
者

研
修

、
実

務
リ

ー
ダ

ー
研

修
、

開
設

者
研

修
、

管
理

者
研

修
、

計
画

作
成

者
研

修
、

指
導

者
養

成
研

修
、

指
導

者
養

成
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

）

各
研

修
開

催
数

実
践

者
研

修
実

践
リ

ー
ダ

ー
研

修
開

設
者

研
修

管
理

者
研

修
計

画
作

成
者

研
修

指
導

者
養

成
研

修
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

各
研

修
１

回
各

研
修

１
回

各
研

修
１

回
各

研
修

１
回

各
研

修
１

回
各

研
修

１
回

介
護

保
険

課

3
認

知
症

施
策

等
総

合
支

援
事

業
（
再

掲
）

認
知

症
介

護
に

関
す

る
事

業
者

の
知

識
・
技

術
の

向
上

を
図

る
た

め
、

事
業

所
従

事
者

を
対

象
と

し
た

認
知

症
介

護
の

指
導

者
養

成
研

修
を

開
催

し
ま

す
。

※
本

市
の

規
模

で
は

、
９

人
の

修
了

者
確

保
が

望
ま

し
い

。
（
５

中
学

校
区

に
１

人
　

H
2
9
：
７

人
）

受
講

者
数

（
累

計
）

１
人

（
８

人
）

１
人

（
９

人
）

１
人

（
1
0
人

）
１

人
（
1
2
人

）
３

人
（
1
0
人

）
５

人
（
1
2
人

）
介

護
保

険
課

ア
①

調
査

結
果

の
点

検
全

件
全

件
全

件
全

件
全

件
全

件

ア
②

点
検

結
果

の
分

析
及

び
認

定
調

査
員

研
修

等
で

周
知

３
件

３
件

３
件

３
件

９
件

1
5
件

ア
③

調
査

結
果

の
点

検
事

務
委

託
検

討
準

備
・
実

施
実

施
実

施
実

施
実

施

ア
④

各
研

修
等

の
開

催
３

回
３

回
３

回
３

回
９

回
1
5
回

ア
⑤

「
業

務
分

析
デ

ー
タ

」
結

果
の

比
較

分
析

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

ア
⑥

認
定

調
査

の
ＩＣ

Ｔ
の

推
進

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

イ
①

ケ
ア

プ
ラ

ン
点

検
の

実
施

（
対

面
で

の
助

言
・
支

援
）

５
件

５
件

５
件

５
件

1
5
件

2
5
件

イ
②

介
護

支
援

専
門

員
と

協
力

し
た

点
検

検
討

試
行

３
件

３
件

３
件

９
件

ウ
住

①
書

面
点

検
全

件
全

件
全

件
全

件
全

件
全

件

ウ
住

②
現

地
確

認
３

件
３

件
３

件
３

件
９

件
1
5
件

ウ
住

③
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

専
門

職
等

の
支

援
を

受
け

た
点

検
検

討
試

行
３

件
３

件
３

件
９

件

ウ
福

①
書

面
点

検
（
購

入
）

全
件

全
件

全
件

全
件

全
件

全
件

ウ
福

②
事

業
所

等
へ

の
問

合
せ

ま
た

は
訪

問
に

よ
る

実
態

調
査

３
件

６
件

1
2
件

1
2
件

2
1
件

4
5
件

ウ
福

③
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

専
門

職
の

支
援

を
受

け
た

点
検

検
討

試
行

3
件

3
件

3
件

9
件

1
介

護
人

材
の

確
保

対
策

（
再

掲
）

将
来

に
わ

た
っ

て
質

の
高

い
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

と
と

も
に

、
介

護
人

材
の

確
保

と
育

成
に

向
け

た
本

市
主

催
の

研
修

事
業

を
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

ま
た

、
若

い
世

代
を

中
心

に
、

介
護

の
仕

事
に

興
味

を
持

っ
て

も
ら

う
た

め
の

仕
組

み
づ

く
り

な
ど

、
将

来
を

見
据

え
た

人
材

確
保

策
を

検
討

・
実

施
し

ま
す

。
介

護
保

険
課

介
護

給
付

適
正

化
事

業
ア

　
要

介
護

認
定

の
適

正
化

イ
　

ケ
ア

プ
ラ

ン
の

点
検

ウ
　

住
宅

改
修

等
の

点
検

エ
　

縦
覧

点
検

・
医

療
情

報
と

の
突

合
オ

　
介

護
給

付
通

知
カ

　
給

付
実

績
の

活
用

キ
　

要
介

護
認

定
の

申
請

か
ら

結
果

通
知

ま
で

の
期

間
の

短
縮

　
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
の

給
付

適
正

実
施

の
た

め
に

、
介

護
給

付
を

必
要

と
す

る
被

保
険

者
（
市

民
）
を

適
切

に
認

定
し

、
真

に
必

要
と

す
る

過
不

足
の

な
い

サ
ー

ビ
ス

を
事

業
者

が
適

切
に

提
供

す
る

よ
う

促
す

取
組

と
し

て
「
介

護
給

付
の

適
正

化
」
を

推
進

し
ま

す
。

こ
の

取
組

は
、

保
険

者
（
市

）
が

自
ら

主
体

的
・
積

極
的

に
取

り
組

む
べ

き
も

の
で

あ
り

、
保

険
者

（
市

）
が

被
保

険
者

（
市

民
）
に

対
し

て
責

任
を

果
た

す
と

い
う

観
点

か
ら

、
保

険
者

機
能

を
高

め
計

画
的

に
実

施
し

ま
す

。
ま

た
、

要
介

護
認

定
申

請
か

ら
結

果
通

知
ま

で
の

期
間

短
縮

に
つ

い
て

改
善

を
図

り
ま

す
。

4
介

護
保

険
課

N
o
.

(1
) 
事

業
名

(2
) 
事

業
内

容

(3
) 
計

画

(4
) 

所
管

課

2
5
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エ
縦
①
国
保
連
へ
の
委
託

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

エ
縦
②
市
職
員
に
よ
る
点
検

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

エ
医
①
国
保
連
へ
の
委
託

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

オ
介
護
給
付
費
通
知
の
実
施

２
回

２
回

２
回

２
回

６
回

６
回

カ
介
護
給
付
適
正
化
シ
ス
テ
ム

か
ら
出
力
さ
れ
る
帳
票
の
点
検

４
種
類

以
上

４
種
類

以
上

４
種
類

以
上

４
種
類

以
上

1
2
種
類
以
上

2
0
種
類
以
上

キ
平
均
処
理
期
間
の
短
縮

4
0
日

3
9
日

3
8
日

3
6
日

3
8
日

3
6
日

5
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
導
監
督
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
、
真
に
要
介
護
者
の
自
立
支
援
に
寄
与
し
て
い
る
か
、
目
的
を
達
成
し
て
い
る
か
、
事
業
者
に
よ
る
不
正
、

不
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
な
い
か
な
ど
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
、
向
上
及
び
保
険
給
付
の
適
正
化
を
図
る
観
点
か
ら
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
す
る
指
導
監
査
を
実
施
し
ま
す
。

各
事
業
の
実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施
介
護
保
険
課

6
介
護
相
談
員
派
遣
等
事
業

施
設
・
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
事
業
所
（
施
設
）
に
第
三
者
で
あ
る
介
護
相
談
員
を
派
遣
し
、
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
不

安
・
不
満
等
を
解
消
し
、
苦
情
の
未
然
防
止
、
利
用
者
の
求
め
に
応
じ
た
提
案
な
ど
を
行
い
、
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

実
施
に
対
す
る
事
業
所
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
（
効
果
が
あ
る
と
の

回
答
割
合
）

7
0
％
以
上

7
0
％
以
上

7
0
％

以
上

7
0
％
以
上

7
0
％
以
上

7
0
％
以
上
介
護
保
険
課

7
介
護
保
険
制
度
等
の
情
報
発
信

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
選
択
に
役
に
立
つ
情
報
の
提
供
や
、
介
護
保
険

制
度
の
周
知
・
啓
発
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

各
事
業
の
実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施
介
護
保
険
課

8
職
域
へ
の
Ｐ
Ｒ
事
業

働
く
世
代
や
高
齢
者
に
な
っ
て
も
働
く
人
へ
の
働
き
か
け
を
、
職
域
へ
も
行
い
ま
す
。

各
事
業
の
実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施
介
護
保
険
課

9
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
客
観
的
な
情
報
を
も
と
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
主
体
的
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
制
度
運
用
に
関
す
る
事
務
が
静
岡
県
か
ら
本
市
に
移
譲
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
情
報
提
供
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

各
事
業
の
実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施
介
護
保
険
課

1
0
介
護
サ
ー
ビ
ス
評
価
事
業

市
が
事
業
者
団
体
と
協
力
し
て
作
成
し
た
評
価
基
準
に
よ
り
、
施
設
や
事
業
所
の
従
事
者
が
自
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
評
価
し
、
利
用
者

評
価
や
他
の
事
業
所
と
の
比
較
を
も
と
に
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
取
り
組
む
も
の
で
す
。

今
後
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
の
取
組
と
合
わ
せ
て
事
業
内
容
も
併
せ
て
再
構
築
し
ま
す
。

各
事
業
の
実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施
介
護
保
険
課

1
1

低
所
得
者
の
負
担
軽
減

ア
　
市
独
自
の
利
用
料
軽
減
（
「
居
宅

サ
ー
ビ
ス
利
用
促
進
事
業
）

イ
　
社
会
福
祉
法
人
に
よ
り
提
供
さ
れ

る
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
軽
減

ウ
　
補
足
給
付
（
特
定
入
所
者
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
）

エ
　
市
独
自
の
保
険
料
軽
減

ア
　
低
所
得
で
特
に
生
計
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
を
対
象
に
利
用
者
負
担
額
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

イ
　
低
所
得
で
特
に
利
用
料
の
負
担
が
困
難
な
方
や
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
社
会
福
祉
法
人
が
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
負
担
額
を
軽
減
し
ま
す
。

ウ
　
施
設
サ
ー
ビ
ス
や
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
食
費
・
居
住
費
に
つ
い
て
、
所
得
に
応
じ
た
負
担
限
度
額
を
設
け
、
そ
の
額
を
超
え

る
利
用
者
負
担
額
を
施
設
が
軽
減
し
た
場
合
、
当
該
施
設
に
対
し
て
介
護
給
付
費
か
ら
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
支
給
し

ま
す
。

エ
　
災
害
や
失
業
、
ま
た
は
生
活
が
著
し
く
困
窮
し
て
い
る
等
、
介
護
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
事
情
が
あ
る
被
保
険
者
に
つ
い
て

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
を
減
免
し
ま
す
。

各
事
業
の
実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施
介
護
保
険
課

1
2

そ
の
他
利
用
料
・
保
険
料
の
軽
減
・
減

免 ア
　
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

イ
　
高
額
医
療
合
算
制
度

ウ
　
災
害
等
に
よ
る
利
用
料
・
保
険
料

減
免

ア
　
同
一
世
帯
に
お
け
る
自
己
負
担
額
の
月
間
合
計
額
が
、
世
帯
の
所
得
や
課
税
状
況
に
応
じ
て
国
で
定
め
ら
れ
た
上
限
額
を
超

え
た
場
合
、
当
該
合
計
額
と
上
限
額
と
の
差
額
を
支
給
し
ま
す
。

イ
　
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
年
間
（
8
月
か
ら
翌
年
7
月
）
合
計
額
が
、
世
帯
の
所
得
や
課
税
状
況
に
応
じ
て
国
で

定
め
ら
れ
た
上
限
額
を
超
え
た
場
合
、
当
該
合
計
額
と
上
限
額
と
の
差
額
を
支
給
し
ま
す
。

ウ
　
災
害
に
よ
り
住
宅
等
の
財
産
が
著
し
い
損
害
を
受
け
た
場
合
や
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
場
合
で
、
そ
の
程
度
が
基
準
を
満
た

す
場
合
、
申
請
に
基
づ
き
利
用
料
や
保
険
料
を
軽
減
し
ま
す
。

各
事
業
の
実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施
介
護
保
険
課

1
3
山
間
地
域
へ
の
事
業
者
参
入
促
進

（
山
間
地
介
護
報
酬
加
算
補
助
金
）
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
参
入
が
困
難
な
山
間
地
域
に
居
住
す
る
要
介
護
者
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
対
象
地
域
に
お

い
て
訪
問
介
護
、
訪
問
入
浴
介
護
、
訪
問
看
護
を
提
供
し
た
事
業
者
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

各
事
業
の
実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施
介
護
保
険
課

2
6
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　  地域密着型サービスの日常生活圏域別見込量2
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　  日常生活圏域別地域データ3
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２７，８９３人 ７，５６１人 ２７．１１％

１２，０３８世帯 ３，３９１人 １２．１６％
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